
学
部
本
館
の
歴
史
・
レ
ガ
シ
ー

を
記
録
と
し
て
残
す
事
業
を
同

窓
会
と
し
て
行
い
た
い
。

・
事
業
案
と
し
て
は
、
現
医
学

部
本
館
前
面
を
改
修
し
一
部
を

保
存
す
る
工
事
、
メ
モ
リ
ア
ル

ウ
ォ
ー
ル
建
造
、
年
史
パ
ネ
ル
・

本
館
モ
デ
ル
・
記
念
グ
ッ
ズ
・

本
館
の
画
像
・
映
像
記
録
・
歴

史
紹
介
映
像
製
作
等
の
案
が
委

員
会
内
で
は
挙
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
評
議
員
お
よ
び
一
般
会
員
、

地
域
（
千
葉
県
、
千
葉
市
住
民
）

の
意
見
を
幅
広
く
募
り
た
い
。

・
事
業
案
に
応
じ
て
、
募
金
等

の
資
金
計
画
を
十
分
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

・
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
へ
の
評
議

員
の
参
加
を
促
し
、
本
事
業
を

契
機
と
し
て
評
議
員
会
の
進
展

を
図
り
た
い
。
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令
和
元
年
度
ゐ
の
は
な
同
窓
会

総
会
が
令
和
元
年
６
月
８
日

︵
土
︶
午
後
３
時
20
分
よ
り
、
千

葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
ガ
ー

ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。

　

中
村
眞
人
理
事
の
司
会
に
よ

り
開
会
と
な
り
、
会
議
に
先
立

ち
物
故
者
64
名
の
冥
福
を
祈
り

黙
祷
を
捧
げ
た
。
済わ
た

陽よ
う

高た
か

穂ほ

会

長
の
挨
拶
に
続
い
て
白
澤
浩
理

事
よ
り
会
務
報
告
が
あ
っ
た
。

各
議
事
に
つ
い
て
は
白
澤
理
事
、

幡
野
雅
彦
理
事
か
ら
説
明
が
あ

り
審
議
・
了
承
さ
れ
た
（
議
事

要
旨
は
28
、
29
面
に
掲
載
）。

最
後
に
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
委
員

会
に
つ
い
て
吉
川
廣
和
同
委
員

長
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

　

総
会
に
引
き
続
き
令
和
元
年

度
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
の
表
彰

式
、
加
藤
直
也
氏
が
座
長
と
な

り
吉
村
健
佑
氏
の
講
演
「
若
手

育
成
の
取
組
の
実
績
と
今
後
」、

織
田
成
人
理
事
が
座
長
と
な
り

山
口
智
志
氏
の
講
演
「
ス
ポ
ー

ツ
メ
デ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
：
ス

ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
全
て
の
人
の

安
全
、
安
心
の
た
め
に
」、
生

坂
政
臣
氏
の
特
別
講
演
「
誤
診

学
の
ス
ス
メ

－

外
国
人
編

－

」

が
行
わ
れ
た
（
講
演
内
容
は
２
、

３
面
に
掲
載
）。

　

懇
親
会
で
は
新
名
誉
会
員
等

か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
、
歓
談
の

時
を
過
ご
し
た
。

総
会
開
催 

１

総
会
講
演
会 

２
〜
３

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞 

３

就
任
挨
拶 

４
〜
10

人
事
異
動 

８

各
地
ゐ
の
は
な
会 

10
〜
12

ク
ラ
ス
会 

13
〜
15

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム 

16
〜
17

研
修
医
だ
よ
り 

17

追
悼
文 

18

雑
文
雑
談 

18
〜
19

著
書
紹
介 

19

地
区
ゐ
の
は
な
会
報 

20

会
員
か
ら 

21

学
内
情
報 

22
〜
23

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

24

課
外
活
動
団
体
だ
よ
り 

25

欧
州
医
学
史
巡
り 

26

議
事
要
旨 

28
〜
29

オ
ン
ラ
イ
ン
会
報 

30
〜
31

編
集
後
記 

32

紙
面
紹
介

ゐ
の
は
な
同
窓
会

　

卒
後
50
周
年
基
金

 

へ
の
寄
附

昭
和
44
年
卒
ク
ラ
ス
会

�

二
百
五
十
万
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

懸
案
の
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
に

つ
い
て
、
令
和
元
年
８
月
１
日

に
吉
川
廣
和
同
窓
会
副
会
長
を

委
員
長
と
す
る
第
２
回
メ
モ
リ

ア
ル
事
業
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

以
下
の
概
要
を
確
認
し
、
評
議 

員
お
よ
び
一
般
会
員
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、
意
見
収
集
を

行
っ
た
後
に
再
度
検
討
を
重
ね
、

11
月
の
理
事
会
に
諮
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
評
議
員
お
よ
び

一
般
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
頂
き
、
ご
意
見
を
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
（
ア
ン
ケ
ー
ト

概
要
31
面
に
掲
載
）。

【
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
案
骨
子
】

・
２
０
２
４
年
に
千
葉
大
学
医

学
部
は
１
５
０
周
年
を
迎
え
る

が
、
大
学
の
事
業
と
は
独
立
し

た
形
で
同
窓
会
と
し
て
メ
モ
リ

ア
ル
事
業
に
１
５
０
周
年
記
念

を
組
み
込
む
。

・
２
０
２
１
年
の
新
研
究
棟
完

成
に
伴
い
、
現
在
の
「
医
学
部

本
館
（
旧
病
院
）」
は
閉
鎖
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

千
葉
医
科
大
学
・
千
葉
大
学
医

学
部
の
歴
史
を
刻
ん
だ
「
現
医

学
部
本
館
（
旧
病
院
）」
の
そ

の
後
の
計
画
は
大
学
と
し
て
は

白
紙
の
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

千
葉
大
学
医
学
部
お
よ
び
現
医

ゐ の は な 同 窓 会 報
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令
和
元
年
度

ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年　

春
の
叙
勲

　

旭
日
小
綬
章

　
　

田
畑
陽
一
郎
（
昭
46
）

　

瑞
宝
小
綬
章

　
　

竹
島　
　

徹
（
昭
41
）

　

瑞
宝
双
光
章

　
　

牧
野　

耕
治
（
昭
32
）

    
   

◆祝 

叙
　
勲

第
24
回
（
2019
年
度
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞

受
賞
者
決
定

功
労
賞

齋
藤　
　

康

　
（ 

千
葉
大
学
名
誉
教
授
、

 

新
潟
大
・
昭
43
）

　

 「
生
活
習
慣
病
の
病
態
解
明

と
治
療
法
の
開
発
」

メ
モ
リ
ア
ル
事
業
計
画

�

メ
モ
リ
ア
ル
事
業
委
員　

白　

澤　
　
　

浩
（
昭
57
）

uuuu

uuuu

u
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u
u

u
u

u
u

u
u

u
u

u
u

u
u

u
u

u
u

u
u

u
u

u
u

u
u

千
葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会
長
に

済わ
た

陽よ
う　

高た
か

穂ほ  

氏
（
昭
45
）　　
　

 

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
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血
球
症
、
い
わ
ゆ
る
鎌
状
赤
血

球
傾
向sickle cell trait

は
、

黒
人
だ
け
で
な
く
ヒ
ス
パ
ニ
ッ

ク
や
南
ア
ジ
ア
人
に
も
み
ら
れ
、

運
動
誘
発
性
横
紋
筋
融
解
症
な

ど
の
血
栓
症
を
発
症
す
る
の
で
、

来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー

に
合
わ
せ
て
来
日
す
る
外
国
人

の
ス
ポ
ー
ツ
中
、
あ
る
い
は
熱

中
症
に
伴
う
筋
ク
ラ
ン
プ
と
の

鑑
別
に
あ
げ
る
べ
き
疾
患
と
考

え
る
。

　

誤
診
は
決
し
て
恥
じ
る
こ
と

で
は
な
く
、
そ
こ
に
共
有
と
振

り
返
り
が
あ
れ
ば
、
個
人
お
よ

び
組
織
の
診
断
能
力
を
飛
躍
的

に
向
上
さ
せ
る
貴
重
な
経
験
で

あ
る
こ
と
を
結
び
の
言
葉
と
し

た
い
。

難
し
く
、
診
療
の
場
や
専
門
性
、

あ
る
い
は
そ
の
時
点
で
の
医
療

水
準
な
ど
に
よ
っ
て
変
化
し
て

し
ま
う
。
一
般
に
は
後
医
は
名

医
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
情
報

量
が
少
な
い
時
点
で
の
診
断
は

困
難
で
あ
る
が
、
上
記
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
で
は
敢
え
て
少
な
い
情

報
で
診
断
（
誤
診
）
さ
せ
、
限

ら
れ
た
情
報
で
患
者
の
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
が
要
求
さ
れ
る
プ
ラ

イ
マ
リ
・
ケ
ア
の
現
場
に
即
し

た
推
論
の
再
現
と
そ
の
振
り
返

り
を
心
掛
け
て
い
る
。

　

今
回
は
外
国
人
患
者
を
診
療

す
る
上
で
の
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル

に
な
る
症
例
を
数
例
供
覧
し
た

が
、
こ
の
う
ち
世
界
に
３
億
人

い
る
ヘ
テ
ロ
接
合
型
の
鎌
状
赤

い
わ
が
国
で
は
、
転
帰
を
知
ら

せ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
る
ま

で
、
医
師
自
ら
積
極
的
に
患
者

を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
姿
勢
が
重
要

と
な
る
。

　

次
に
認
知
心
理
学
の
視
点
で

は
、
熟
練
医
の
誤
診
の
多
く
が

パ
タ
ー
ン
認
識
か
ら
派
生
す
る

ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
ア
ス

に
起
因
し
て
い
る
こ
と
が
判
っ
て

い
る
。
多
忙
な
診
療
現
場
で
は

回
避
し
が
た
い
バ
イ
ア
ス
で
あ

る
が
、
個
別
の
ミ
ス
で
は
な
く
、

あ
る
医
師
の
落
と
し
穴
に
は
他

の
医
師
も
陥
り
や
す
い
と
い
う

共
通
の
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
故
、

こ
れ
ら
の
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
を

共
有
す
れ
ば
実
際
の
誤
診
は
最

小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

私
事
で
恐
縮
だ
が
、
１
９
９
７

年
よ
り
前
赴
任
地
で
担
当
医
が

陥
っ
た
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
を
参
加

者
全
員
で
共
有
す
る
少
人
数
制

の
誤
診
症
例
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

を
毎
日
開
催
し
、
千
葉
大
学
で

も
そ
の
流
れ
を
受
け
て
２
０
０

３
年
の
開
設
以
来
毎
週
欠
か
さ

ず
行
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
形
式
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
「
総
合
診
療
医
Ｄ
ｒ
．
Ｇ
」

の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。
全
米
医
学

ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
診
断
を
適
時

に
、
正
確
に
、
確
実
に
伝
え
る

こ
と
が
重
要
で
、
こ
れ
ら
の
要

件
の
う
ち
一
つ
で
も
欠
い
た
場
合

を
誤
診
と
定
義
し
て
い
る
。
こ

の
う
ち
、
特
に
適
時
の
定
義
が

で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
誤
診

そ
の
も
の
に
気
づ
い
て
い
な
い

た
め
で
あ
る
。
前
者
は
当
事
者

が
人
に
言
え
な
い
く
ら
い
猛
省

し
て
い
る
は
ず
な
の
で
救
い
は

あ
る
が
、
後
者
は
本
人
が
気
づ

い
て
お
ら
ず
同
じ
過
ち
を
繰
り

返
し
て
し
ま
う
点
で
、
前
者
よ

り
も
大
き
な
問
題
を
孕
ん
で
い

る
。

　

実
は
臨
床
医
が
自
ら
下
し
た

診
断
の
正
否
に
つ
い
て
知
る
チ
ャ

ン
ス
は
意
外
に
少
な
い
。
米
国

の
救
急
医
が
年
間
平
均
５
人
の

見
逃
し
患
者
を
再
び
診
察
す
る

機
会
は
10
年
に
１
度
し
か
な
く
、

50
件
中
49
件
の
誤
診
に
気
づ
く

こ
と
が
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
特
に
わ

が
国
で
は
患
者
が
自
由
意
志
で

医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
た
め

に
、
同
じ
愁
訴
で
複
数
の
医
師

を
受
診
す
る
ド
ク
タ
ー
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
が
常
態
化
し
て
お
り
、
急

変
す
れ
ば
当
番
制
の
救
急
病
院

に
運
ば
れ
て
、
そ
の
結
末
が
外

来
担
当
医
や
か
か
り
つ
け
医
に

知
ら
さ
れ
る
可
能
性
は
、
か
か

り
つ
け
医
制
度
が
普
及
し
て
い

る
欧
米
よ
り
低
い
。
こ
れ
ら
に

加
え
て
医
療
訴
訟
の
閾
値
の
違

い
が
、
わ
が
国
で
の
誤
診
に
よ
る

死
亡
報
告
数
が
米
国
に
比
べ
て

は
る
か
に
少
な
い
理
由
と
考
え

ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
誤
診
を

減
ら
す
第
一
歩
は
、
誤
診
し
た

こ
と
を
認
識
で
き
る
仕
組
み
で

あ
り
、
特
に
医
療
訴
訟
が
少
な

　

誤
診
学
を
語
る
上
で
外
せ
な

い
の
が
そ
の
頻
度
で
あ
る
。
米

国
で
の
心
臓
病
と
が
ん
に
次
ぐ

第
三
の
死
因
と
し
て
医
療
過
誤

が
２
０
１
６
年
に
報
告
さ
れ
た

の
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。
毎

年
25
万
人
の
米
国
人
が
避
け
ら

れ
得
た
原
因
で
亡
く
な
っ
て
お

り
、
そ
の
う
ち
８
万
人
は
誤
診

に
よ
る
被
害
者
だ
と
い
う
。
年

間
８
万
人
が
亡
く
な
る
と
い
う

こ
と
は
、
２
日
に
一
度
ジ
ャ
ン

ボ
機
が
墜
落
し
て
い
る
計
算
に

な
る
ほ
ど
の
〝
事
件
〞
で
あ
る
。

翻
っ
て
わ
が
国
で
は
、
２
０
１

８
年
に
日
本
医
療
機
能
評
価
機

構
が
医
療
事
故
に
よ
る
死
亡
例

２
９
３
件
を
報
告
し
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
。
米
国
と
同
じ
割
合

で
事
故
が
発
生
し
て
い
る
と
す

れ
ば
、
わ
が
国
で
も
毎
年
12
万

人
程
度
亡
く
な
っ
て
い
る
は
ず

で
あ
り
、
医
療
訴
訟
の
頻
度
の

違
い
な
ど
を
勘
案
し
て
も
、
国

内
で
の
報
告
例
が
あ
ま
り
に
少

な
い
。
こ
れ
に
は
二
つ
理
由
が

考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
過
ち

を
犯
し
た
個
人
を
責
め
な
いno 

blam
e

文
化
の
未
醸
成
が
誤
診

隠
蔽
に
つ
な
が
っ
て
い
る
た
め

　

診
断
学
に
は
馴
染
み
が
あ
っ

て
も
誤
診
学
は
聞
き
慣
れ
な
い

上
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
た
め
、
誤
診
を
タ
イ
ト

ル
に
入
れ
た
演
題
は
採
択
さ
れ

な
い
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、

診
断
し
た
症
例
か
ら
誤
診
例
を

差
し
引
け
ば
、
残
り
は
正
診
例

と
な
る
わ
け
で
、
認
知
心
理
学

で
診
断
プ
ロ
セ
ス
が
明
ら
か
に

な
る
に
つ
れ
、
如
何
に
診
断
す

る
か
は
、
如
何
に
誤
診
を
回
避

す
る
か
の
方
略
と
同
等
と
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な

わ
ち
診
断
学
と
誤
診
学
は
表
裏

の
関
係
に
あ
り
、
前
者
は
初
学

者
向
け
の
切
り
口
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
熟
練
医
は
む
し
ろ
後

者
の
視
点
か
ら
の
学
び
が
大
き

い
た
め
、
最
近
で
は
同
じ
内
容

に
つ
い
て
話
す
に
し
て
も
、
そ

の
普
及
を
目
的
と
し
て
診
断
学

よ
り
誤
診
学
と
い
う
名
称
を
用

い
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

ス
ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー

（SM
C

）
は
、
２
０
１
９
年
１

月
４
日
に
発
足
し
ま
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
に
関
わ
り
の
深
い
外
科

系
、
内
科
系
医
師
・
看
護
師
・

事
務
職
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
我
が

国
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
健
康

増
進
・
健
康
寿
命
延
伸
の
重
要

性
が
高
ま
っ
て
お
り
、
医
療
と

ス
ポ
ー
ツ
の
連
携
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
控
え
て
千
葉
県
内
の
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
も
増
加
し
て

お
り
、
救
護
医
療
体
制
の
整
備

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
課
題
を
医
療
面
か
ら
包

括
的
に
支
援
す
る
た
め
に
は
、

複
数
の
診
療
科
、
医
療
関
係
者

と
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
、
病
院
内

医
療
と
病
院
前
医
療
な
ど
多
職

種
の
連
携
が
必
要
で
す
。
ま
た

教
育
を
含
め
た
人
材
の
確
保
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。SM

C

は
、
関

連
機
関
と
連
携
し
、
医
療
と
ス

ポ
ー
ツ
を
連
携
さ
せ
る
拠
点
に

な
り
ま
す
。SM

C

は
立
ち
上

が
っ
た
ば
か
り
の
組
織
で
す
が
、

以
下
の
業
務
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

自
治
体
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・
医

師
会
へ
の
支
援

　

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー

ツ
活
動
に
お
け
る
医
療
者
の
派

遣
、
緊
急
時
行
動
計
画
の
策
定

な
ど
、
救
護
医
療
体
制
の
整
備

を
包
括
的
に
支
援
し
ま
す
。

医
療
者
向
け
研
修
コ
ー
ス
の
開
催

　

ス
ポ
ー
ツ
現
場
で
の
専
門
的

な
救
護
医
療
を
提
供
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
、
研
修
コ
ー

ス
を
開
催
し
ま
す
。

検
討
会
お
よ
び
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
開
催
、
県
単
位
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
開
催

　

千
葉
県
医
師
会
や
体
育
協
会
、

ゐ の は な 同 窓 会 報

ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会

特
別
講
演

誤
診
学
の
ス
ス
メ  

～
外
国
人
患
者
編
～

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院　

総
合
診
療
科　
　

　

教
授　

生　

坂　

政　

臣
（
鳥
取
大
・
昭
60
）

講　
　

演

ス
ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー

　

ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る

 

全
て
の
人
の
安
全
、
安
心
の
た
め
に

千
葉
大
学
国
際
教
養
学
部　

　

山　

口　

智　

志
（
平
11
）
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の
各
診
療
科
で
専
門
医
を
取
得

す
る
た
め
の
専
門
研
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
、
千
葉
県
内
で

の
医
師
の
育
成
に
お
い
て
は
一
定

の
存
在
感
を
示
す
と
予
想
さ
れ
、

そ
の
現
状
を
報
告
・
共
有
し
ま

し
た
。

　

今
回
取
り
上
げ
た
３
つ
の
取

り
組
み
と
も
、
テ
ー
マ
の
通
り

「
若
手
医
師
の
人
材
育
成
」
に

焦
点
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
千

葉
大
学
医
学
部
や
ゐ
の
は
な
同

窓
会
の
今
後
の
活
動
と
も
密
に

関
係
し
て
く
る
内
容
で
あ
り
、

参
加
者
か
ら
高
い
関
心
が
寄
せ

ら
れ
た
と
実
感
し
ま
し
た
。

千
葉
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
構
成
さ
れ
る
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
を
開
催
し
、
地
域
ス
ポ
ー

ツ
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
の
吸
い
上

げ
を
行
い
ま
す
。

　

本
講
演
で
は
私
よ
り
、
千
葉

大
学
病
院
と
千
葉
県
医
療
整
備

課
の
両
方
に
所
属
す
る
立
場
か

ら
３
つ
の
若
手
医
師
育
成
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

１
点
目
は
千
葉
県
ゐ
の
は
な

会
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
「
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育

成
海
外
留
学
奨
学
金
制
度
」
で

す
。
本
制
度
は
２
０
１
５
年
度

か
ら
開
始
し
、
千
葉
県
ゐ
の
は

な
会
の
会
員
有
志
か
ら
の
寄
付

に
よ
り
運
営
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

に
９
名
の
現
役
医
学
部
学
生
を

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
に
短

期
留
学
さ
せ
た
実
績
を
有
し
て

い
ま
す
。
講
演
会
当
日
は
奨
学

生
９
名
全
員
が
登
壇
し
て
同
窓

会
員
に
対
し
て
謝
辞
と
簡
単
な

報
告
を
行
い
ま
し
た
。
本
制
度

が
同
窓
会
の
事
業
と
位
置
付
け

ら
れ
る
と
、
安
定
運
用
に
つ
な

が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

２
点
目
は
こ
ち
ら
も
千
葉
県 

ゐ
の
は
な
会
が
支
援
し
て
い
る

「
育
星
塾
（
い
く
せ
い
じ
ゅ
く
）」

の
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。
本

活
動
は
、
三
澤
園
子
先
生
（
平

11
）
が
代
表
を
務
め
る
、
次
世

代
を
担
う
若
手
・
中
堅
医
師
を

対
象
と
し
た
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
勉
強
す
る
会

で
す
。
年
に
４
回
開
催
し
て
お

り
、
毎
回
20
名
ほ
ど
、
志
の
高

い
元
気
な
若
手
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

３
点
目
は
千
葉
県
の
行
っ
て

い
る
、「
千
葉
県
医
師
修
学
資
金

制
度
」
に
つ
い
て
の
現
状
を
報
告

し
ま
し
た
。
現
在
ま
で
に
３
３

０
名
を
超
え
る
奨
学
生
が
お
り
、

約
半
数
が
千
葉
大
学
の
学
生
・

卒
業
生
に
な
り
ま
す
。
奨
学
生

は
医
学
部
卒
業
後
、
一
般
に
９
年

間
、
県
内
の
病
院
に
て
勤
務
を

行
い
、
一
定
期
間
は
医
師
不
足
地

域
に
あ
る
医
療
機
関
で
の
勤
務

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
奨
学
生
の
う
ち
約
50
名
が

千
葉
県
内
で
初
期
臨
床
研
修
を

行
っ
て
お
り
、
約
40
名
が
県
内

ゐのはな同窓会賞

　

そ
の
他
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
み

な
ら
ず
地
域
住
民
を
対
象
と
し

た
医
療
と
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

研
究
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
多
く
の
人
材
が
関

わ
る
こ
と
に
よ
り
新
た
な
業
務

が
生
み
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
さ

ら
に
新
た
な
人
材
を
呼
ぶ
よ
う

な
好
循
環
を
作
り
、
セ
ン
タ
ー

を
持
続
可
能
な
組
織
に
し
て
い

葉
大
学
の
第
二
内
科
に
呼
ん

で
い
た
だ
き
赴
任
し
ま
し
た
。

い
い
同
僚
に
恵
ま
れ
脂
質
代

謝
に
関
す
る
臨
床
研
究
を
続

け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
を
舞
台
に

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
バ
レ
ー
部

の
顧
問
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

関
連
病
院
の
先
生
方
と
の
交

流
も
楽
し
く
出
来
、
教
室
で
は

お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
、

お
互
い
の
研
究
成
果
を
学
び

合
い
、
楽
し
い
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。
こ
の
頃
に
新
し
い

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
降
下
薬
を
開

発
す
る
こ
と
や
、
酵
素
欠
損

症
の
治
療
手
法
と
し
て
細
胞

治
療
の
基
盤
を
創
る
こ
と
が

で
き
、
ヒ
ト
へ
の
応
用
に
成

功
し
ま
し
た
。
年
齢
と
と
も

に
大
学
を
い
ろ
い
ろ
な
視
点

で
み
る
こ
と
の
大
切
さ
を
病

院
長
や
学
長
と
い
う
仕
事
を

通
し
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
改
め
て
自
ら
の
仕

事
で
は
な
く
多
く
の
方
々
か

ら
の
ご
指
導
、
御
支
援
が
そ

こ
に
あ
っ
た
こ
と
を
強
く
感

じ
、
感
謝
の
気
持
ち
を
捧
げ

ま
す
。

ま
で
の
小
学
校
、
中
学
校
の
８

年
間
分
を
中
学
３
年
の
１
年
間

で
学
ぶ
と
い
う
も
の
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
荒
療
治
で
高
校
に

進
学
で
き
、「
田
舎
の
医
療
を

し
て
も
ら
わ
ん
と
な
ら
ん
」
と

い
う
父
の
言
葉
に
従
っ
て
新
潟

大
学
の
医
学
部
に
進
学
し
ま
し

た
。

　

小
生
に
と
っ
て
は
大
学
と
い

う
と
こ
ろ
は
こ
ん
な
に
も
自
由

で
、
み
ん
な
勝
手
な
こ
と
を
言

う
楽
し
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

し
た
。
教
授
か
ら
の
「
研
究
と

は
自
ら
の
世
界
を
語
る
こ
と
だ
」

と
い
う
話
に
感
動
し
、
自
分
も

こ
ん
な
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
、

他
の
大
学
も
訪
問
し
素
晴
ら
し

い
先
生
に
お
会
い
す
る
こ
と
も

出
来
ま
し
た
。
多
く
の
先
生
か

ら
「
君
、
一
緒
に
や
ろ
う
」
と

誘
っ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
の

も
心
躍
る
気
持
ち
で
し
た
。
脂

質
代
謝
と
い
う
研
究
領
域
を
や

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
、

徳
島
大
学
の
先
生
の
と
こ
ろ
で

研
究
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
人
よ
り
も
10
倍
や
れ
ば
解
決

策
は
出
て
く
る
よ
」
と
研
究
初

日
の
ニ
コ
ニ
コ
顔
の
先
生
が
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
基
礎
研
究
に

一
区
切
り
が
で
き
、
30
歳
で
千

　

私
は
、
第
２
次
世
界
大
戦
の

さ
な
か
昭
和
17
年
に
福
島
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
終
戦
と
い
う
貧

困
と
寒
冷
地
で
生
き
て
い
く
こ

と
の
困
難
さ
を
、
身
を
も
っ
て

教
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

小
学
校
、
中
学
校
は
勉
強
を
す

る
と
い
う
よ
り
も
〝
食
べ
て
、

生
き
て
い
く
〞
と
い
う
こ
と
が

第
一
で
、
魚
を
捕
っ
た
り
、
野

鳥
を
捕
ま
え
た
り
、
畑
を
耕
し

た
り
、
農
業
を
手
伝
っ
た
り
し

て
、
そ
れ
が
出
来
る
こ
と
が
学

校
で
も
評
価
だ
っ
た
よ
う
に
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

　

父
は
そ
の
土
地
で
開
業
す
る

内
科
医
で
し
た
。
私
が
中
学
２

年
生
の
と
き
、「
こ
の
ま
ま
で

上
の
学
校
に
進
め
る
の
か
」
と

い
う
父
の
一
言
で
、
勉
強
を
習

え
る
と
こ
ろ
に
転
校
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
市
内
の
中

学
校
に
転
校
し
ま
し
た
。
そ
れ

　

こ
の
た
び
、
ゐ
の
は
な
同

窓
会
賞
功
労
賞
を
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
、
突
然
の
知
ら

せ
に
驚
く
と
と
も
に
う
れ
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
賞
に
値
す
る
仕
事
を
し

て
き
た
の
か
と
い
う
声
が
聞

こ
え
そ
う
で
す
が
「
も
し
評

価
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
し

た
ら
、
そ
れ
は
ご
指
導
を
い

た
だ
い
た
多
く
の
先
輩
、
後

輩
、
同
僚
の
力
で
す
」
と
正

直
に
言
え
る
の
が
ず
う
ず
う

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ

う
に
言
え
る
こ
と
も
後
期
高

齢
者
と
い
う
こ
と
に
免
じ
て

お
許
し
く
だ
さ
い
。

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ゐ

の
は
な
同
窓
会
会
員
の
先
生
方

の
ご
参
加
、
ご
支
援
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

『
生
活
習
慣
病
の
病
態
解
明
と

�
治
療
法
の
開
発
』

　

―
こ
の
歳
に
な
っ
て
褒
め
ら
れ
て
―

齋　

藤　
　
　

康
（
新
潟
大
・
昭
43
）

講　
　

演

若
手
育
成
の
取
り
組
み
の
実
績
と
今
後

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院　

千
葉
県
健
康
福
祉
部
医
療
整
備
課

　

吉　

村　

健　

佑
（
平
19
）

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
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（D
irector of E

ndoscopy

）

に
就
任
し
、
２
０
１
７
年
に
は

70
名
以
上
の
腫
瘍
外
科
医
が
在

籍
す
るSurgical O

ncology

のD
eputy H

ead

に
就
任
し

ま
し
た
。
病
院
内
の
管
理
的
な

仕
事
が
増
え
ま
し
た
が
、
研
究

も
頑
張
っ
て
続
け
て
お
り
ま
す
。

研
究
面
で
は
肺
癌
を
中
心
と
し

たTranslational R
esearch

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
我
々

の
研
究
室
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
み
な
ら
ず
、
各
企
業
と
の

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
多

く
展
開
し
て
い
ま
す
。
数
多
く

の
研
究
員
、
留
学
生
の
努
力
の

結
果
、
過
去
５
年
間
だ
け
で
も

約
８
億
円
の
研
究
費
を
確
保
し
、

過
去
11
年
間
で
１
８
０
編
以
上

の
論
文
も
発
表
し
て
き
ま
し
た
。

留
学
生
は
イ
ス
ラ
エ
ル
、
韓
国
、

台
湾
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
メ
リ
カ
、

日
本
（
高
知
大
学
、
熊
本
大
学
、

北
海
道
大
学
、
慶
應
義
塾
大
学

等
）
世
界
各
国
か
ら
集
ま
っ
て

来
て
い
ま
す
。
今
後
も
医
療
・

工
学
の
融
和
を
図
っ
た
研
究
を

続
け
、
更
な
る
医
療
発
展
に
励

む
と
と
も
に
、
若
い
世
代
の
育

成
に
も
尽
力
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

に
て
、
癌
関
連
の
外
来
診
療
は

Princess M
argaret H

os-
pital

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
研
究
はL

atner T
horacic 

Surgery R
esearch L

abo-
ratories

で
各
ス
タ
ッ
フ
が
独

立
し
た
研
究
室
を
運
営
し
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
ト
ロ
ン
ト
に
移
動
後

２
０
０
９
年
６
月
に
はInter-

ventional T
horacic Sur-

gery Program

のD
irector

に
就
任
し
、
２
０
１
０
年
に
は

Interventional T
horacic 

Surgery Suite

を
建
設
し
ま

し
た
。
２
０
１
１
年
10
月
に
は

カ
ナ
ダ
で
初
の
肺
癌
症
例
に
対

す
るR

obotic lobectom
y

を
成
功
さ
せ
、
以
来R

obotic 
T

horacic Surgery P
ro-

gram

を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。

G
T

x Program

のT
horacic 

Surgery L
ead

と
し
て
２
０

１
２
年
にG

T
x 

（G
uided 

T
herapeutic

） O
R

を
建
設

しT
ranslational Surgical 

R
esearch

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

G
T

x O
R

は
術
中Im

aging

を
用
い
た
様
々
な
臨
床
研
究
を

目
的
に
開
発
さ
れ
た
通
常
の
手

術
室
の
約
３
倍
の
広
さ
の
手
術

室
で
各
種
内
視
鏡
デ
バ
イ
ス
、

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
、

C
T

 scan

、C
one B

eam
 

C
T

な
ど
を
搭
載
し
た
癌
専
門

の
手
術
室
で
す
。
ま
た
２
０
１

６
年
にU

niversity H
ealth 

N
etw

ork

の
内
視
鏡
部
部
長

力
な
が
ら
努
め
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

つ
、
新
し
い
令
和
の
時
代
に
千

葉
大
学
医
学
部
や
医
学
部
附
属

病
院
、
そ
し
て
千
葉
県
の
医
療

を
更
に
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
微

従
来
以
上
に
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
卒
後
教
育

で
は
、
２
０
０
４
年
度
に
現
在

の
臨
床
研
修
制
度
が
導
入
さ
れ

て
以
後
、
研
修
医
・
医
師
の
地

域
偏
在
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
７
年
度
に
は
新

し
い
専
門
研
修
制
度
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
が
未
だ
制
度
が
安
定

し
て
お
ら
ず
、
若
手
医
師
が
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
不
安
を
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
基
礎
研

究
医
の
育
成
、
臨
床
医
の
働
き

方
改
革
な
ど
、
教
育
に
関
連
す

る
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
は
、「
学
習
者
中

心
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
当
然
の
こ

と
な
が
ら
学
習
者
の
志
向
は
一

様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
臨
床
医

を
志
す
人
、
研
究
医
を
志
す
人
、

医
療
行
政
を
志
す
人
な
ど
様
々

な
人
が
い
ま
す
。
各
学
習
者
の

ニ
ー
ズ
や
準
備
状
況
を
把
握
し
、

そ
れ
ら
に
対
応
し
た
教
育
を
提

供
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

ま
た
、
効
率
的
な
学
習
に
よ
っ

て
自
主
的
な
活
動
が
で
き
る
時

間
を
増
や
す
こ
と
が
、
リ
サ
ー

チ
マ
イ
ン
ド
を
高
め
る
こ
と
や
、

適
正
に
働
く
た
め
に
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
に
は
、
各

分
野
で
素
晴
ら
し
い
業
績
を
上

げ
ら
れ
た
諸
先
輩
方
が
多
数
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
私
は
、
そ

の
長
い
伝
統
の
重
み
を
感
じ
つ

　

こ
の
度
、
令
和
元
年
（
２
０

１
９
年
）
５
月
１
日
付
で
千
葉

大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
医
学

教
育
学
の
教
授
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、平
成
31
年
（
２

０
１
９
年
）
４
月
１
日
付
で
、

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
総

合
医
療
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
平
成
10
年
（
１
９
９

８
年
）
に
千
葉
大
学
医
学
部
を

卒
業
し
、
千
葉
大
学
神
経
内
科

に
入
局
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
神

経
内
科
疾
患
の
一
般
診
療
や
脳

脊
髄
Ｍ
Ｒ
Ｉ
診
断
な
ど
の
研
究

を
行
う
と
と
も
に
、
学
生
や
研

修
医
な
ど
の
指
導
に
関
心
を
持

ち
、
臨
床
実
習
等
の
教
育
実
践

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
医
学

教
育
の
実
践
や
理
論
が
体
系
化

さ
れ
「
医
学
教
育
学
」
と
し
て

発
展
し
、
全
国
の
大
学
に
医
学

教
育
を
専
ら
と
す
る
部
署
が
設

置
さ
れ
始
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
流
れ
の
中
で
、

平
成
21
年
（
２
０
０
９
年
）、
当

時
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

総
合
医
療
教
育
セ
ン
タ
ー
の
田

邊
政
裕
教
授
に
お
声
掛
け
い
た

だ
き
、
千
葉
大
学
医
学
部
医
学

教
育
研
究
室
の
講
師
に
着
任
い

た
し
ま
し
た
。
以
後
、
千
葉
大

学
の
卒
前
・
卒
後
の
医
学
教
育

に
幅
広
く
関
わ
る
機
会
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
卒
前
教
育

で
は
、
診
療
参
加
型
臨
床
実
習
、

臨
床
実
習
後O

SC
E

、
生
物
学

リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
育
、
メ
ン
タ
ー

制
度
の
導
入
等
に
携
わ
り
、
卒

後
教
育
で
は
、
臨
床
研
修
医
の

リ
ク
ル
ー
ト
、
内
科
専
門
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
に

至
る
ま
で
、
卒
前
・
卒
後
教
育

の
両
方
に
携
わ
る
人
材
で
あ
る
教

育
専
任
教
員
（
ア
テ
ン
デ
ィ
ン

グ
）
の
育
成
に
努
め
て
お
り
ま

す
。

　

現
在
、
医
学
教
育
を
取
り
囲

む
状
況
は
絶
え
ず
変
化
し
て
い

ま
す
。
卒
前
教
育
で
は
、
医
学

部
卒
業
生
の
能
力
の
質
保
証
が

位
の
症
例
数
を
誇
り
、
臨
床
の

み
な
ら
ず
数
々
のInnovation

で
有
名
で
す
。
ト
ロ
ン
ト
赴
任

後
約
11
年
を
経
て
本
年
７
月

よ
り
ト
ロ
ン
ト
大
学D

epart-
m

ent of Surgery, D
ivision 

of T
horacic Surgery

の

Full Professor

に
就
任
し
ま

し
た
。

　

ト
ロ
ン
ト
総
合
病
院
呼
吸
器

外
科
は
呼
吸
器
外
科
医
９
名

お
よ
び
呼
吸
器
内
視
鏡
専
門
医

１
名
か
ら
な
る
世
界
で
も
有
数

の
呼
吸
器
外
科
教
室
で
、
臨
床

で
は
10
名
の
ス
タ
ッ
フ
の
も
と

数
多
く
の
研
修
医
が
呼
吸
器
外

科
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で

い
ま
す
。
一
般
呼
吸
器
外
科
以

外
に
も
、
ト
ロ
ン
ト
肺
移
植
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
臨
床
・
研
究
と
も

に
世
界
を
常
に
リ
ー
ド
し
て
お

り
、
本
年
は
約
２
０
０
例
の
肺

移
植
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

臨
床
で
は
主
に
年
間
１
２
０
０

例
以
上
の
呼
吸
器
外
科
手
術
が

Toronto G
eneral H

ospital

　

平
成
４
年
に
千
葉
大
学
医
学

部
を
卒
業
後
、
早
い
も
の
で
27

年
が
経
ち
ま
し
た
。
卒
業
後
は

肺
の
手
術
に
魅
了
さ
れ
千
葉
大

肺
外
科
に
入
局
し
ま
し
た
。
そ

の
後
肺
移
植
に
関
わ
る
２
回
の

留
学
を
経
て
、
２
０
０
８
年
９

月
よ
り
カ
ナ
ダ
、
ト
ロ
ン
ト
大

学Toronto G
eneral H

os-
pital

（
ト
ロ
ン
ト
総
合
病
院
）

呼
吸
器
外
科
に
赴
任
し
ま
し
た
。

ト
ロ
ン
ト
総
合
病
院
は
ト
ロ
ン

ト
市
内
に
あ
る
ト
ロ
ン
ト
大
学

の
中
核
病
院
で
臨
床
、
研
究

と
も
に
カ
ナ
ダ
の
中
を
リ
ー
ド

し
て
い
る
病
院
で
す
。
本
年
の

N
ew

sw
eek

の
世
界
の
病
院
の

評
価
順
位
で
は
世
界Top10

に

選
ば
れ
ま
し
た
。
特
に
、
臓
器

移
植
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
北
米
で
１

ゐ の は な 同 窓 会 報

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

医
学
教
育
学　

教
授

伊　

藤　

彰　

一
（
平
10
）

ト
ロ
ン
ト
大
学　

ト
ロ
ン
ト
総
合
病
院

呼
吸
器
外
科　

教
授

―
ト
ロ
ン
ト
で
の
11
年
を
振
り
返
っ
て
―

安　

福　

和　

弘
（
平
４
）

教  

授  

就  

任  

挨  

拶
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験
値
は
か
な
り
上
が
り
ま
し
た
。

大
学
の
優
秀
な
病
棟
医
、
大
学

院
生
も
協
力
的
に
関
わ
っ
て
く

れ
、
マ
ン
パ
ワ
ー
と
医
局
の
あ

り
が
た
み
を
実
感
し
ま
し
た
。

寛
大
な
ご
判
断
を
下
さ
っ
た
巽

教
授
に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

私
は
縁
あ
っ
て
来
春
に
成
田

に
開
院
す
る
国
際
医
療
福
祉
大

学
で
新
た
な
人
生
を
歩
み
ま

す
。
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
厳

し
く
、
１
年
生
か
ら
自
主
勉
強

会
を
開
く
な
ど
、
学
生
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
高
い
で
す
。
特

に
海
外
か
ら
の
奨
学
生
は
、
国

を
背
負
う
意
識
が
強
く
、
学
力

的
の
み
な
ら
ず
、
対
人
関
係
も

礼
儀
正
し
く
、「
見
習
う
べ
き

こ
と
が
多
い
」
と
関
係
者
か
ら

聞
き
ま
す
。
こ
ち
ら
も
気
を
引

き
締
め
て
彼
ら
の
期
待
に
応
え

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
後

10
年
、
千
葉
の
地
域
医
療
を
支

え
、
千
葉
大
学
に
も
協
力
し
、

一
方
で
国
際
医
療
福
祉
大
の
卒

業
生
が
立
派
な
医
療
人
と
し
て

自
国
で
活
躍
す
る
の
を
小
さ
な

国
際
貢
献
と
考
え
、
も
う
ひ
と

頑
張
り
で
き
そ
う
で
す
。
最
後

に
千
葉
大
学
ゐ
の
は
な
同
窓
会

の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念
し
て
、

私
の
雑
文
を
終
わ
ら
せ
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
所
属
先
はD

avid R
od-

m
an

教
授
率
い
る
肺
高
血
圧
研

究
所
で
、
当
時
の
デ
ン
バ
ー
は

そ
の
領
域
で
世
界
の
ト
ッ
プ
を

走
っ
て
お
り
、
大
変
活
気
が
あ

り
ま
し
た
。
研
究
課
題
は
、
特

発
性
肺
動
脈
性
肺
高
血
圧
症
の

原
因
遺
伝
子
と
し
て
、
同
定
さ

れ
た
ば
か
り
のB

M
PR
2

遺
伝

子
の
動
物
モ
デ
ル
の
作
成
と
、

表
現
型
、
薬
効
の
解
析
で
し
た
。

２
年
間
と
短
か
っ
た
も
の
の
主
任

研
究
者
のJam

es W
est

先
生

（
現Vanderbilt

大
学
教
授
）
と

は
今
で
も
共
同
研
究
者
の
付
き

合
い
で
す
。
帰
国
後
はJC

H
O

千
葉
病
院
を
経
て
千
葉
大
学

に
異
動
し
、
病
棟
医
長
、
医
局

長
、
教
育
主
任
を
歴
任
し
ま

し
た
。
大
学
院
生
の
指
導
と
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
臨
床
・
研
究

を
同
時
進
行
で
こ
な
さ
な
く
て

は
な
ら
ず
、
余
裕
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
巽
浩
一
郎

教
授
の
寛
大
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

と
、
田
川
部
長
の
綿
密
な
研
究

計
画
、
東
京
女
子
医
科
大
学
の

廣
島
健
三
前
教
授
、
東
邦
大
学

外
科
の
島
田
英
昭
教
授
、
千
葉

大
学
腫
瘍
内
科
の
滝
口
裕
一
教

授
の
強
力
な
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、

「N
K
4

遺
伝
子
発
現
型
ア
デ
ノ

ウ
ィ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
を
用
い
た

胸
膜
中
皮
腫
の
臨
床
試
験
」
を

完
遂
で
き
ま
し
た
。
手
作
り
感

満
載
のF

irst in H
um

an

の

臨
床
試
験
で
、
治
験
と
は
異
な

る
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
経

た
の
で
、
の
ん
び
り
し
た
性
格

の
私
は
苦
労
し
ま
し
た
が
、
手

を
抜
か
ず
き
っ
ち
り
仕
事
を
す

る
習
慣
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。

が
ん
免
疫
の
研
究
は
大
変
興
味

深
く
（
残
念
な
が
ら
今
を
と
き

め
くPD

L
1

で
は
な
か
っ
た
の

で
す
が
）、C

D
28

、C
D
40

や
FasL

を
強
制
発
現
さ
せ
た
が
ん

細
胞
の
移
植
実
験
や
、
樹
状
細

胞
と
の
関
連
な
ど
、
業
績
や
論

文
云
々
よ
り
も
好
き
勝
手
に
実

験
し
て
お
り
、「
い
い
加
減
に
結

果
を
ま
と
め
る
よ
う
に
！
」
と

何
度
も
注
意
喚
起
さ
れ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
当
時
、
手
取
り

足
取
り
実
験
を
教
え
て
下
さ
っ

た
王
継
揚
先
生
（
現
、
復
旦
大

学
教
授
）
に
は
今
で
もinspire

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
学
院
卒
後
は
栗
山
教
授
の

ご
推
薦
で
、
米
国
コ
ロ
ラ
ド
大

学
デ
ン
バ
ー
校
に
ポ
ス
ド
ク
留

学
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ラ
ド
大
学

は
呼
吸
器
領
域
で
は
米
国
で
屈

指
の
施
設
で
、Ig-E

を
発
見

さ
れ
た
石
坂
公
成
先
生
の
小
児

喘
息
研
究
所
（
現N

ational 
Jew

ish

研
究
所
）
と
は
目
と
鼻

の
先
で
関
係
も
深
く
、
そ
こ
に

留
学
さ
れ
て
い
た
先
生
方
と
も

懇
意
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
４
月
付
で
、
国
際

医
療
福
祉
大
学
医
学
部
呼
吸
器

内
科
学
の
教
授
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。

　

私
は
岡
山
大
学
卒
業
（
平
成

４
年
）
で
す
が
、
卒
後
は
千
葉

大
学
小
児
科
で
１
年
研
修
後
、

が
ん
や
救
急
、
呼
吸
管
理
に
興

味
が
転
じ
、
栗
山
喬
之
名
誉
教

授
の
呼
吸
器
内
科
の
門
を
叩
き
、

入
局
を
快
諾
し
て
頂
き
ま
し
た
。

研
修
は
千
葉
労
災
病
院
、
東
松

戸
病
院
、
千
葉
東
病
院
に
て
、

救
急
か
ら
終
末
期
ま
で
呼
吸
器

診
療
を
叩
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

大
学
院
は
学
外
の
空
気
を
吸
っ

て
み
た
い
と
い
う
希
望
を
通
し

て
頂
き
、千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー

細
胞
治
療
開
発
研
究
部
（
田
川

雅
敏
部
長
）
で
、
が
ん
の
免
疫

療
法
と
遺
伝
子
治
療
に
関
す
る

研
究
を
、
基
礎
か
ら
み
っ
ち
り

叩
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
田
川
先

生
は
こ
と
研
究
に
関
し
て
は
厳

格
で
、「
一
切
の
妥
協
を
許
さ
ず
」

と
い
う
考
え
を
貫
い
て
お
ら
れ

ゐ の は な 同 窓 会 報

国
際
医
療
福
祉
大
学
医
学
部

呼
吸
器
内
科
学　

教
授

多　

田　

裕　

司
（
岡
山
大
・
平
４
）

第249回　生理学東京談話会のお知らせ（第一報）
　第249回生理学東京談話会を下記の通り開催致します。一般演題を
募集しますので多数の方 （々特に若手研究者や大学院生）のご参加
とご発表をお待ちしております。
【日　　時】2019年11月30日（土）　13：00 ～ 17：00（予定）
【会　　場】千葉大学亥鼻キャンパス　ゐのはな同窓会館
　　　　 　千葉市中央区亥鼻１－８－１
　　　　 　 （アクセス：JR千葉駅又は京成千葉線の京成千葉駅下

車、（7） 番バス乗り場から京成バスを利用15分、「千葉
大医学部入口」下車徒歩１分）

　　　　 　http://www.m.chiba-u.ac.jp/about/access.html/
【特別講演】演者：千葉大学大学院医学研究院代謝生理学
 教授　三木   隆司
　　　　 　講演タイトル：
　　　　 　　「腸内分泌細胞における糖感知の分子機構（仮）」
【演題及び抄録締切】
　　　 　　2019年10月25日（金）
　　　　　（ 抄録の様式などの詳細は追って後日ご案内致します）
【参 加 費】無料
【当番幹事】千葉大学大学院医学研究院薬理学　　 教授　安西  尚彦
【共　　催】千葉大学大学院医学研究院代謝生理学 教授　三木  隆司
　　　 　　千葉大学大学院医学研究院認知行動生理学　
 教授　清水  栄司
【連 絡 先】第249回生理学東京談話会　事務局　霊園、北村
　　　　 　（千葉大学大学院医学研究院薬理学　内）
　　　　 　〒260-8670　千葉市中央区亥鼻１－８－１
　　　　 　電話：043－226－2052　FAX：043－226－2052
　　　　 　e-mail：danwa249@gmail.com
談話会終了後、懇親会を予定しております。奮ってご参加下さい。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
受
賞
候
補
者
募
集
要
項

第
二
五
回
（
二
〇
二
〇
年
度
）
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
の
受
賞
候
補
者
を
左
記
に
よ
り
募
集
い
た

し
ま
す
。

一
、
受
賞
対
象
者

　

①
社
会
貢
献
賞　

 

本
会
員
で
、
医
療
活
動
の
顕
著
な
業
績
に
よ
り
、
社
会
に
高
い
貢
献
を
し

た
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
。

　

②
功　

労　

賞　

 

医
学
お
よ
び
広
く
文
化
の
各
領
域
に
お
い
て
、
千
葉
大
学
お
よ
び
千
葉
大

学
ゐ
の
は
な
同
窓
会
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
者
。

二
、
表　

彰

　

①
社
会
貢
献
賞
（
三
件
以
内
）　

盾
お
よ
び
賞
金
（
総
額
三
十
万
円
以
内
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

②
功　

労　

賞
（
一
件
以
内
）　

盾
お
よ
び
賞
金
十
万
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

三
、
応
募
方
法

　
　

 

所
定
の
申
請
用
紙
に
よ
り
、
二
〇
一
九
年
十
二
月
一
日
か
ら
二
〇
二
〇
年
一
月
三
十
一
日

ま
で
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

四
、
受
賞
者
の
決
定

　
　

選
考
委
員
、
常
任
理
事
会
の
議
を
経
て
、
会
長
が
行
い
ま
す
。

　
　

 
審
査
結
果
は
二
〇
二
〇
年
五
月
中
頃
ま
で
に
各
申
請
者
に
通
知
す
る
と
共
に
、
ゐ
の
は
な

同
窓
会
報
に
掲
載
し
ま
す
。

五
、
問
い
合
わ
せ
お
よ
び
申
請
用
紙
請
求
先

　
　

千
葉
大
学
医
学
部
内
、
ゐ
の
は
な
同
窓
会
事
務
室

　
　

申
請
用
紙
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

AAAAAAAAAAAA

AAAAAAAAAAAA
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A
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A
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A
A

A
A

A
A

A
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A
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A
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A
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A
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A
A

A
A

A
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変
期
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
臨

床
検
査
医
学
科
も
時
代
に
対
応

す
る
べ
く
、
診
療
と
研
究
の
体

制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

千
葉
大
卒
の
諸
先
輩
方
の
錚
々

た
る
経
歴
に
比
べ
ま
す
と
、
ま

だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
医
科

学
の
発
展
に
少
し
で
も
貢
献
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
ご
指

導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

そ
の
御
恩
は
千
葉
県
に
お
け
る

乳
癌
医
療
と
乳
腺
外
科
医
育
成

に
還
元
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
き
な
後
盾
と
な
る
と
信
じ
て

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
御
指
導

い
た
だ
い
た
千
葉
大
学
医
学
部
、

附
属
病
院
そ
し
て
そ
の
関
連
施

設
の
多
く
の
先
生
方
に
感
謝
し
、

　

平
成
28
年
11
月
に
は
千
葉
大

学
医
学
部
附
属
病
院
よ
り
サ
バ

テ
ィ
カ
ル
研
修
を
取
得
し
、
米

国
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
大
学
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
韓
国
サ

ム
ス
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

に
約
６
ヶ
月
の
臨
床
留
学
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成

29
年
10
月
に
栃
木
県
に
あ
る
国

際
医
療
福
祉
大
学
病
院
講
師
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
平
成

30
年
11
月
に
、
東
邦
大
学
医
学

部
外
科
学
講
座
主
任
教
授
の
岡

住
慎
一
先
生
（
元
千
葉
大
学
医

学
部
附
属
病
院
先
端
応
用
外
科
）

の
御
高
配
に
よ
り
現
職
と
な
り

ま
し
た
。

　

東
邦
大
学
で
は
次
世
代
の
乳

腺
外
科
医
、
特
に
女
性
医
師
を

多
く
育
て
て
ゆ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
千
葉
大
学
医
学

部
附
属
病
院
時
代
の
女
性
大
学

院
生
の
指
導
を
通
し
て
、
そ
の

問
題
点
を
学
び
、
さ
ら
に
米
国

で
の
臨
床
留
学
で
は
、
男
性
医

師
と
女
性
医
師
の
科
ご
と
の
縦

割
り
を
知
り
、
乳
腺
外
科
は
女

性
医
師
の
活
躍
の
場
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
深
く
自
覚
致
し
ま

し
た
。
東
邦
大
学
医
学
部
は
、

旧
制
の
帝
国
女
子
医
学
専
門
学

校
に
そ
の
起
源
を
持
つ
こ
と
か

ら
女
性
医
師
の
伝
統
が
深
く
、

女
性
医
師
問
題
に
い
ち
早
く
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た（
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
推
進
セ
ン
タ
ー
）。
こ
れ

ら
の
東
邦
大
学
の
背
景
は
、
私

の
目
指
す
新
し
い
乳
腺
外
科
の

　

平
成
30
年
11
月
１
日
に
東
邦

大
学
医
学
部
外
科
学
講
座
乳
腺

内
分
泌
分
野
教
授
（
佐
倉
病
院

勤
務
）
を
拝
命
致
し
ま
し
た
の

で
御
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
私
は
平
成
６
年
に
金
沢
大

学
医
学
部
を
卒
業
し
、
同
年
千

葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
第
一

外
科
（
現
臓
器
制
御
外
科
）
に

入
局
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
時
の
第
一
外
科
教
授
中
島
伸

之
先
生
の
御
指
導
の
も
と
で
医

師
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　

第
一
外
科
お
よ
び
そ
の
関
連

施
設
で
の
５
年
間
の
一
般
外
科

の
初
期
研
修
を
終
え
た
後
、
千

葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
戻

り
、
専
門
分
野
と
し
て
乳
腺
甲

状
腺
外
科
を
選
び
、
当
時
の
乳

腺
甲
状
腺
外
科
主
任
の
鈴
木
正

人
先
生
（
現
国
立
病
院
機
構
千

葉
医
療
セ
ン
タ
ー
ブ
レ
ス
ト
セ

ン
タ
ー
長
）
に
御
指
導
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
大

学
院
で
は
、
当
時
の
遺
伝
子
制

御
学
に
お
い
て
齊
藤
隆
教
授
（
現

国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研

究
所
生
命
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）
に
御
指
導

を
い
た
だ
き
、
Ｔ
細
胞
活
性
化

の
制
御
を
テ
ー
マ
と
し
て
研
究

を
行
い
ま
し
た
。
齊
藤
隆
先
生

の
持
つ
研
究
者
と
し
て
の
豊
か

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
創
造
性
に
深

く
感
銘
し
た
の
を
今
で
も
よ
く

記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
大
学
院

時
代
の
す
ば
ら
し
い
勉
強
は
、

研
究
者
と
し
て
の
私
の
す
べ
て

の
基
礎
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
院
を
終
了
し
た
頃
、
第

一
外
科
は
臓
器
制
御
外
科
と
名

前
を
変
え
て
お
り
、
宮
崎
勝
教

授
が
就
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
16
年
４
月
に
宮
崎
勝
先
生

の
下
で
乳
腺
甲
状
腺
外
科
助
手

と
な
り
ま
し
た
。
乳
腺
甲
状
腺

外
科
主
任
の
長
嶋
健
先
生
（
現

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
手

術
部
長
お
よ
び
ブ
レ
ス
ト
セ
ン

タ
ー
長
）
に
御
指
導
を
仰
ぎ
、

多
く
の
大
学
院
生
達
と
と
も
に
、

乳
癌
の
臨
床
研
究
と
基
礎
研
究

に
傾
注
致
し
ま
し
た
。
特
に
、

宮
崎
勝
先
生
か
ら
専
門
分
野
を

超
え
て
乳
癌
の
臨
床
研
究
に
多

く
の
御
指
導
を
い
た
だ
け
た
こ

と
が
私
の
幸
運
で
し
た
。

な
診
療
科
と
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
だ
け
に
全
て
の
領
域
を
網
羅

で
き
る
人
材
は
少
な
く
、
私
も

全
て
に
精
通
し
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
常
に
新
し

い
問
題
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で

き
た
先
達
の
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神

を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
分

野
を
生
か
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
死
の
病
と
言
わ
れ
た

Ｈ
Ｉ
Ｖ
も
、
治
療
薬
の
飛
躍
的

な
進
歩
に
よ
り
、
慢
性
疾
患
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
薬
を

や
め
る
と
す
ぐ
に
ウ
イ
ル
ス
が

増
殖
す
る
た
め
、
治
療
の
長
期

化
と
患
者
の
高
齢
化
、
急
速
に

増
大
す
る
医
療
費
負
担
が
世
界

中
で
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
治
療
薬
を
予
防
的

に
使
う
試
み
や
、
薬
を
飲
ま
な

く
て
も
Ｈ
Ｉ
Ｖ
が
増
殖
し
な
い

「
治
癒
」
の
研
究
が
本
格
化
し
て

い
ま
す
。
血
友
病
は
１
９
８
０

年
代
の
薬
害
の
反
省
か
ら
、
以

後
30
年
ほ
ど
は
安
全
な
血
液
製

剤
の
開
発
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
予
防
的
な
血
液
製
剤
輸

注
の
普
及
か
ら
患
者
さ
ん
の
よ

り
活
動
的
な
生
活
を
求
め
る
声

が
高
ま
り
、
半
減
期
延
長
型
製

剤
や
皮
下
注
射
型
の
二
重
特
異

性
抗
体
な
ど
、
よ
り
利
便
性
の

高
い
製
剤
が
相
次
い
で
登
場
し
、

今
後
数
年
で
遺
伝
子
治
療
も
本

格
化
し
ま
す
。
こ
う
し
た
創
薬

の
ス
ピ
ー
ド
に
臨
床
現
場
や
研

究
が
追
い
付
い
て
い
な
い
現
状

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
激

多
く
の
諸
先
輩
方
の
ご
縁
と
導

き
に
よ
り
、
今
回
こ
の
よ
う
な

重
責
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な
り
、

日
々
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。

　

東
京
医
科
大
学
の
臨
床
検
査

医
学
科
は
、
シ
カ
ゴ
大
学
小
児

科
助
教
授
だ
っ
た
加
藤
勝
治
先

生
が
、
米
国
式
医
学
の
導
入
の

た
め
に
１
９
４
６
年
に
本
学
医

学
研
究
所
長
に
就
任
し
た
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
１
９
５
１

年
に
血
友
病
な
ど
血
液
凝
固
異

常
症
を
専
門
と
す
る
血
液
学
教

室
を
開
設
、
さ
ら
に
同
年
に
国

内
の
大
学
病
院
と
し
て
は
初
め

て
中
央
検
査
部
と
血
液
銀
行

（
輸
血
部
）
を
設
立
し
ま
し
た
。

１
９
８
０
年
代
に
血
友
病
患
者

さ
ん
に
薬
害
エ
イ
ズ
が
発
生
す

る
と
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
の
治
療

と
研
究
も
開
始
し
、
現
在
で
は

国
内
第
３
位
の
患
者
数
を
誇
り

ま
す
。
こ
う
し
て
、
血
液
凝
固

異
常
症
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
臨
床
検
査
、

輸
血
を
専
門
と
す
る
ユ
ニ
ー
ク

　

本
年
４
月
よ
り
、
東
京
医
科

大
学
の
臨
床
検
査
医
学
分
野
の

主
任
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
、
木
内
（
き
な
い
）
と
申
し

ま
す
。
私
は
１
９
９
０
年
に
慶

應
義
塾
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
、

海
外
経
済
協
力
基
金
（
現   

国

際
協
力
機
構
：Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
に
入

職
、
中
国
に
お
け
る
ダ
ム
や
港

湾
な
ど
の
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

審
査
や
案
件
管
理
を
担
当
し
て

い
ま
し
た
。
1
９
９
９
年
（
平
成

11
年
）
に
千
葉
大
学
医
学
部
を

卒
業
、
慶
応
大
学
病
院
小
児
科

学
教
室
に
入
局
後
は
、
荻
窪
病

院
に
７
年
、
国
際
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
：
エ
イ
ズ
治
療
・
研
究
開

発
セ
ン
タ
ー
に
８
年
在
籍
し
、
血

友
病
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
の
治
療

と
研
究
に
没
頭
し
て
き
ま
し
た
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

東
邦
大
学
医
学
部

外
科
学
講
座
乳
腺
内
分
泌
分
野　

教
授

榊　

原　

雅　

裕
（
金
沢
大
・
平
６
）

東
京
医
科
大
学

臨
床
検
査
医
学
分
野　

主
任
教
授

木　

内　
　
　

英
（
平
11
）

石川　正士　氏（昭32）　　浅野　　尚　氏（昭38）
忍頂寺紀彰　氏（昭42）　　織田　成人　氏（昭53）

令和元年度総会において選出された名誉会員
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に
脳
神
経
内
科
学
を
中
心
と
し

た
臨
床
医
学
の
教
育
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
近
年
、
高
齢
化
が

進
み
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
上
で
、

基
本
的
な
臨
床
医
学
の
知
識
は

必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
の
で
、

十
分
な
臨
床
医
学
的
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た
理
学
療
法

士
、
作
業
療
法
士
の
育
成
・
教

た
。
排
尿
は
随
意
的
に
調
節
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
脳

内
に
は
下
部
尿
路
の
調
節
に
関

わ
っ
て
い
る
部
位
（
高
位
排
尿

中
枢
）
が
多
数
あ
り
ま
す
。
私

は
ネ
コ
や
ラ
ッ
ト
を
用
い
て
、

高
位
排
尿
中
枢
の
電
気
生
理
学

的
検
討
、
神
経
伝
達
物
質
の
測

定
を
行
い
、
高
位
排
尿
中
枢
の

作
用
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
に
努
め

ま
し
た
。

　

２
０
０
８
年
に
現
在
の
桑
原

聡
教
授
が
就
任
さ
れ
、
神
経
因

性
膀
胱
の
研
究
に
加
え
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
に
お
け
る
脳
深
部
刺

激
療
法
の
臨
床
に
も
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
は
進
行
す
る
と
、
運

動
合
併
症
が
出
現
し
内
服
薬
の

み
で
の
調
節
が
困
難
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

患
者
さ
ん
に
脳
深
部
刺
激
療
法

を
行
い
ま
す
と
、
運
動
合
併
症

が
著
明
に
改
善
い
た
し
ま
す
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
脳
深
部
刺

激
療
法
に
つ
き
ま
し
て
は
樋
口

佳
則
先
生
（
千
葉
大
学
脳
神
経

外
科
准
教
授
）、
内
山
智
之
先

生
の
ご
指
導
の
も
と
、
術
後
に

お
け
る
臨
床
症
状
の
経
時
的
変

化
、
運
動
症
状
以
外
の
非
運
動

症
状
（
認
知
機
能
や
自
律
神
経

症
状
）
の
臨
床
研
究
を
行
い
ま

し
た
。

　

本
年
４
月
よ
り
赴
任
し
た
千

葉
県
立
保
健
医
療
大
学
で
は
、

主
に
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
を
目
指
す
学
生
さ
ん
を
対
象

　

こ
の
度
、
２
０
１
９
年
４
月

１
日
付
で
、
千
葉
県
立
保
健
医

療
大
学
健
康
科
学
部
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
作
業
療
法
学

専
攻
教
授
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。

　

私
は
２
０
０
１
年
３
月
に
千

葉
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
千
葉
大
学
神
経

内
科
に
入
局
い
た
し
ま
し
た
。

入
局
後
は
服
部
孝
道
教
授
、
榊

原
隆
次
先
生
（
現
東
邦
大
学
医

療
セ
ン
タ
ー
佐
倉
病
院
脳
神
経

内
科
教
授
）、
内
山
智
之
先
生

（
現
国
際
医
療
福
祉
大
学
脳
神

経
内
科
教
授
）
の
ご
指
導
の
も

と
、
神
経
因
性
膀
胱
の
研
究
を

始
め
ま
し
た
。
膀
胱
や
尿
道
な

ど
の
下
部
尿
路
は
主
に
自
律
神

経
に
よ
り
支
配
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
脳
、
脊
髄
、
末
梢
神
経
の

ど
こ
か
が
障
害
さ
れ
る
と
排
尿

障
害
を
呈
し
ま
す
。
脳
神
経
内

科
の
臨
床
を
行
っ
て
い
く
う
え

で
神
経
疾
患
に
お
け
る
排
尿
障

害
と
い
う
の
は
極
め
て
重
要
な

テ
ー
マ
な
の
で
す
が
、
国
内
外

を
見
渡
し
て
も
脳
神
経
内
科
医

が
中
心
と
な
っ
て
神
経
因
性
膀

胱
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
施
設

は
少
な
く
、
千
葉
大
学
に
お
い

て
神
経
因
性
膀
胱
の
臨
床
・
研

究
に
関
わ
れ
た
こ
と
を
大
変
誇

り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

臨
床
で
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
や
多
系
統
萎
縮
症
な
ど
の
神

経
変
性
疾
患
の
排
尿
障
害
に
つ

い
て
質
問
表
や
尿
流
動
態
検
査

を
用
い
て
、
病
態
の
解
明
を
行

い
ま
し
た
。
尿
流
動
態
検
査
は

カ
テ
ー
テ
ル
を
膀
胱
内
に
挿
入

し
、
膀
胱
内
圧
と
尿
流
を
測
定

す
る
こ
と
で
排
尿
障
害
の
詳
細

な
病
態
が
わ
か
る
検
査
で
あ
り
、

千
葉
大
学
で
は
泌
尿
器
科
医
と

脳
神
経
内
科
医
が
共
同
で
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
検
査

体
制
は
全
国
的
に
み
て
も
珍
し

い
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
こ
の

分
野
で
世
界
的
に
活
躍
さ
れ
て

い
る
榊
原
隆
次
先
生
の
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
多

数
の
学
会
発
表
、
論
文
発
表
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

動
物
を
用
い
た
基
礎
研
究
に

も
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

言
わ
れ
、
そ
の
足
で
５
階
の
古

関
明
彦
・
高
次
機
能
研
発
生
生

物
学
教
授
（
現
・
理
化
学
研
究

所
）
に
会
っ
て
紹
介
し
て
く
だ

さ
っ
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
も
河
野
先
生
の
勧
め
で

留
学
を
志
し
、
タ
フ
ツ
大
学
循

環
器
内
科
（
ボ
ス
ト
ン
）
で
心

血
管
再
生
の
ト
ラ
ン
ス
レ
ー

シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
に
関
わ
る

機
会
を
得
ま
し
た
。
約
10
年
に

わ
た
る
心
血
管
組
織
の
基
礎
・

臨
床
研
究
の
キ
ャ
リ
ア
は
私
の

大
学
人
と
し
て
の
礎
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

２
０
０
６
年
末
に
帰
国
後
、

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
小

児
科
循
環
器
班
の
上
司
で
公
私

と
も
に
お
世
話
に
な
っ
た
寺
井

勝
先
生
が
教
授
と
し
て
赴
任
さ

　

こ
の
度
、
東
京
女
子
医
科
大

学
八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児

科
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

私
は
６
年
生
で
当
時
の
中
島
博

徳
小
児
科
学
教
授
の
最
終
講
義

を
聴
い
た
学
年
で
す
。
千
葉
大

学
小
児
科
学
教
室
に
入
局
し
新

美
仁
男
教
授
の
自
由
闊
達
な
教

室
で
臨
床
研
修
を
行
い
、
河
野

陽
一
教
授
に
学
位
指
導
を
頂
き

ま
し
た
。
河
野
先
生
に
は
ポ
ス

ド
ク
と
な
っ
た
際
に
４
階
の
小

児
科
学
教
授
室
で
「
君
は
ま
だ

基
礎
的
素
養
が
足
り
な
い
」
と

れ
た
八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー
に

入
職
し
、
以
来
13
年
に
な
り
ま

す
。
今
回
の
昇
任
で
は
後
任
の

高
梨
潤
一
教
授
（
昭
63
、
同
門
）、

杉
原
茂
孝
女
子
医
科
大
学
東
医

療
セ
ン
タ
ー
小
児
科
教
授
（
昭

55
、
同
門
）
に
後
押
し
を
頂
き

ま
し
た
。
５
０
１
床
に
成
長
し

た
セ
ン
タ
ー
は
、
１
２
２
床
が

N
IC

U

含
め
た
小
児
病
床
で

す
。
小
児
４
科
の
部
門
長
と
し

て
髙
梨
教
授
が
、
私
は
74
床
の

小
児
科
の
責
任
者
を
し
て
い
ま

す
。

　

八
千
代
で
は
小
児
の
血
管
炎

で
あ
る
川
崎
病
の
治
療
と
し
て

免
疫
抑
制
薬
の
新
規
開
発
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
羽
田
明

前
教
授
（
公
衆
衛
生
学
）、
花
岡

英
紀
教
授
（
臨
床
試
験
部
）
の

下
で
実
働
部
隊
と
し
て
尾
内
善

広
准
教
授
（
公
衆
衛
生
学
）
ら

と
共
に
働
い
て
き
ま
し
た
。
下

条
直
樹
小
児
病
態
学
教
授
の

協
力
も
頂
き
、
臨
床
試
験
で

は
35
％
の
患
者
さ
ん
が
千
葉
県

か
ら
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
羽
田
教
授
の
最
終
講
義
に

あ
わ
せ
て
成
果
はL

ancet

誌

に
公
表
さ
れ
、
薬
事
承
認
の
目

前
ま
で
来
て
い
ま
す
。
国
際
誌

の
査
読
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
委
員
、

川
崎
病
学
会
の
運
営
に
も
関
わ

ら
せ
て
頂
く
よ
う
に
な
り
、
こ

の
分
野
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
臨
床
で
は
千
葉
北
西
部
の

小
児
救
急
の
核
と
な
る
べ
く
努

育
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
学
は
千

葉
大
学
出
身
の
先
生
方
が
多
数

在
籍
し
て
お
り
、
千
葉
大
学
の

近
く
に
立
地
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
千
葉
大
学
と
う
ま
く
連
携

を
と
り
な
が
ら
、
教
育
・
研
究

を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

力
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
課

題
は
働
き
方
改
革
を
し
な
が
ら

良
質
な
１

－

３
次
小
児
医
療
を

維
持
し
て
ゆ
く
体
制
づ
く
り
で

す
。
救
命
さ
れ
、
後
遺
症
を
遺

し
た
お
子
さ
ん
の
療
養
や
在
宅

医
療
の
千
葉
県
内
の
シ
ス
テ
ム

作
り
も
課
題
で
す
。
東
京
に
比

し
千
葉
県
は
リ
ソ
ー
ス
が
圧
倒

的
に
少
な
い
状
況
で
す
。
小
児

科
学
会
小
児
救
急
委
員
会
、
千

葉
県
小
児
科
医
会
救
急
担
当
理

事
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

最
後
に
教
育
で
す
が
、
八
千
代

で
将
来
の
小
児
医
療
を
担
う
人

材
は
確
実
に
育
っ
て
き
て
い
ま

す
。
千
葉
出
身
の
方
も
多
い
で

す
。
近
い
将
来
、
県
内
の
小
児

医
療
で
活
躍
し
て
く
れ
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
の
皆
様
、
八
千
代
医
療

セ
ン
タ
ー
出
身
の
医
療
者
を
暖

か
く
ご
指
導
ご
支
援
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
千
葉
大
と

の
共
同
研
究
を
一
層
発
展
さ
せ
、

千
葉
発
の
小
児
医
学
の
成
果
を

世
界
に
発
信
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

千
葉
県
立
保
健
医
療
大
学

健
康
科
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

作
業
療
法
学
専
攻　

教
授山　

本　

達　

也
（
平
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療
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）
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が
ら
肝
臓
病
患
者
撲
滅
を
目
指

し
て
、
全
力
で
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

は
Ｂ
型
肝
炎
に
対
す
る
核
酸
ア

ナ
ロ
グ
製
剤
も
臨
床
使
用
で
き

ず
、
Ｃ
型
肝
炎
に
対
す
る
治
療

も
標
準
型
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
の

週
３
回
注
射
の
み
と
い
う
時
代

で
し
た
。
劇
症
肝
炎
患
者
も
数

多
く
、 

救
急
部
・
集
中
治
療
部

に
お
い
て
当
時
の
平
澤
博
之
教

授
、
菅
井
桂
雄
助
教
授
、
織
田

成
人
講
師 

（
現
名
誉
教
授
）
を

は
じ
め
と
す
る
諸
先
生
方
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
当
時
の
東
京
大
学
医
学
部

第
二
内
科
小
俣
政
男
教
授
に
も

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小

俣
先
生
に
は
現
在
も
ア
ジ
ア
太

平
洋
肝
臓
学
会
（A

PA
SL

）
の

Ｃ
型
肝
炎
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

委
員
に
加
え
て
い
た
だ
き
、
ご

指
導
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
大

学
院
は
「
非A

-E

型
劇
症
肝

炎
にG
B

V
-C

と
い
う
新
た
な

ウ
イ
ル
ス
は
関
与
せ
ず
」
と
い

うH
epatology

にP
ublish

し
た
論
文
で
卒
業
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
当
時
の
税
所
宏
光
教
授

よ
り
学
位
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
院
３
年
生
の
間
は
鹿
島
労

災
病
院
に
出
張
し
、
斉
藤
正
明

先
生
他
諸
先
生
方
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
平
成
12
年
12
月

１
日
か
ら
は
千
葉
大
学
保
健
管

　

平
成
31
年
４
月
１
日
付
け
で

日
本
大
学
医
学
部
内
科
学
系
消

化
器
肝
臓
内
科
学
分
野
診
療
教

授
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
私

は
平
成
３
年
に
新
潟
大
学
医
学

部
を
卒
業
後
、
木
更
津
高
校
出

身
で
あ
り
、
木
更
津
で
高
校
ま

で
過
ご
し
た
関
係
で
、
将
来
は

地
域
医
療
の
担
い
手
に
な
ろ
う

と
考
え
、
千
葉
大
学
第
一
内
科

に
入
局
し
初
期
研
修
を
開
始
し

ま
し
た
。
そ
の
後
千
葉
労
災
病

院
、
千
葉
県
立
鶴
舞
病
院
、
キ
ッ

コ
ー
マ
ン
総
合
病
院
な
ど
関
連

病
院
で
臨
床
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
で
故
岩

間
章
介
先
生
、
畦
元
亮
作
先
生
、

三
上
繁
先
生
他
同
門
・
同
窓
の

先
生
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
に
当
時
同
じ
木
更

津
高
校
出
身
の
横
須
賀
收
講
師

（
前
医
学
部
長
）
の
主
宰
す
る

第
２
研
究
室
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、

肝
臓
病
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
時

理
セ
ン
タ
ー（
現
千
葉
大
学
総

合
安
全
衛
生
管
理
機
構
）
助
手

と
な
り
、
当
時
の
長
尾
啓
一
セ

ン
タ
ー
長
に
産
業
医
活
動
等
も

ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、
千

葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
腫

瘍
内
科
第
２
研
究
室
で
研
究
・

診
療
・
教
育
を
続
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
平
成
17
年
か
ら
20
年

ま
で
米
国
ミ
ズ
ー
リ
州Saint 

L
ouis

大
学
病
理
学
教
室
へ
留

学
し
、
ウ
イ
ル
ス
学
、
免
疫
学
、

癌
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
私
が
お
世
話
に
な
っ
た

R
atna R

ay

教
授
、R

anjit 
R

ay

教
授
の
下
、
肝
発
癌
、
ワ

ク
チ
ン
研
究
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
に
対
す
るD
irect-acting 

A
ntivirals

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
の
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

英
語
で
研
究
に
関
し
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
デ
ー
タ

を
出
し
、
論
文
を
書
く
と
い
う

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
こ
と

は
非
常
に
良
い
経
験
で
し
た
。

　

平
成
20
年
に
帰
国
後
同
年
12

月
１
日
よ
り
千
葉
大
学
大
学
院

医
学
研
究
院
腫
瘍
内
科
／
消
化

器
・
腎
臓
内
科
に
戻
り
、
横
須

賀
收
教
授
に
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ

ク
特
任
講
師
、
医
局
長
、
講
師

と
し
て
、
今
関
文
夫
先
生
（
前

千
葉
大
学
総
合
安
全
衛
生
管
理

機
構
・
機
構
長
）、
白
澤
浩
先

生
（
分
子
ウ
イ
ル
ス
学
教
授
）

ご
指
導
の
下
に
、
中
本
普
吾
先

生
、
呉
霜
先
生
、
安
井
伸
先
生
、

宮
村
達
雄
先
生
、
中
村
昌
人
先

生
、
佐
々
木
玲
奈
先
生
、
芳
賀

祐
規
先
生
ほ
か
多
数
の
大
学
院

生
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
の
先

生
方
と
共
に
肝
線
維
化
・
消
化

器
発
癌
・
肝
免
疫
な
ど
に
関
す

る
研
究
・
肝
臓
臨
床
・
教
育
を

継
続
で
き
た
こ
と
も
非
常
に
良

い
経
験
で
し
た
。

　

平
成
29
年
７
月
１
日
に
は
千

葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
消

化
器
内
科
准
教
授
に
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
横
須
賀
收
名
誉

教
授
お
よ
び
加
藤
直
也
教
授
に

ご
相
談
し
、
同
年
８
月
１
日
よ

り
森
山
光
彦
主
任
教
授
の
主
宰

す
る
日
本
大
学
医
学
部
内
科
学

系
消
化
器
肝
臓
内
科
学
分
野
へ 

異
動
す
る
ご
許
可
を
い
た
だ
き
、

同
准
教
授
に
て
異
動
致
し
ま
し

た
。
日
本
大
学
医
学
部
内
科
学

系
消
化
器
肝
臓
内
科
学
分
野
は

肝
臓
病
研
究
で
昔
か
ら
有
名
で

あ
り
、
東
京
池
袋
近
郊
の
板
橋

区
大
山
に
あ
り
ま
す
。
日
本
大

学
医
学
部
附
属
板
橋
病
院
消
化

器
・
肝
臓
内
科
に
は
、
肝
臓
病

患
者
が
多
く
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

異
動
後
も
千
葉
大
学
時
代
か
ら

行
っ
て
い
た
次
世
代
シ
ー
ク
エ

ン
サ
ー
や
肝
細
胞
、
肝
星
細
胞

等
を
用
い
た
肝
臓
・
消
化
器
分

野
に
お
け
る
基
礎
・
臨
床
研
究

に
加
え
、
高
齢
消
化
器
病
、
微

量
元
素
研
究
と
い
っ
た
新
し
い

研
究
分
野
に
手
を
広
げ
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
諸
先
輩
方
、

ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
方
々
に
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
な

東
京
女
子
医
科
大
学
八
千
代
医

療
セ
ン
タ
ー

小
児
科

　

濱
田　

洋
通
（
平
２
）

日
本
大
学
医
学
部

内
科
学
系
消
化
器
肝
臓
内
科
学

分
野

　

神
田　

達
郎
（
新
潟
大
・
平
３
）

病
院
長

千
葉
医
療
セ
ン
タ
ー

　

斎
藤　

幸
雄
（
昭
57
）

千
葉
県
佐
原
病
院

　

露
口　

利
夫
（
昭
59
）

病
理
部

　

松
坂　

恵
介 

（
広
島
大
・
平
16
）

 

（
分
子
腫
瘍
学
講
師
よ
り
）

講
師

眼
科

　

横
内　

裕
敬
（
平
13
）

 

（
同
助
教
よ
り
）

他
大
学
教
授

カ
ナ
ダ
・
ト
ロ
ン
ト
大
学

呼
吸
器
外
科

　

安
福　

和
弘
（
平
４
）

千
葉
県
立
保
健
医
療
大
学

健
康
科
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
科
作
業
療
法
学

　

山
本　

達
也
（
平
13
）

教
授

医
学
教
育
学

　

伊
藤　

彰
一
（
平
10
）

 

（
医
学
教
育
研
究
室
講
師
よ
り
）

准
教
授

内
分
泌
代
謝
・
血
液
・
老
年
内

科
学

　

小
野　
　

啓
（
東
大
医
・
平
７
）

 

（
同
講
師
よ
り
）

人 事 異 動ゐ の は な 同 窓 会 報

日
本
大
学
医
学
部

内
科
学
系
消
化
器
肝
臓
内
科
学
分
野　

診
療
教
授

神　

田　

達　

郎
（
新
潟
大
・
平
３
）

人
事
異
動
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た
活
動
を
進
め
、
ア
レ
ル
ギ
ー

の
診
療
、
新
規
治
療
開
発
に
つ

い
て
も
国
の
各
種
委
員
会
な
ど

へ
の
参
加
や
研
究
の
橋
渡
し
を

介
し
て
、
外
か
ら
千
葉
大
学
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
、
こ
れ

と
発
展
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の

皆
様
に
は
、
今
後
と
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

成
お
よ
び
地
域
医
療
に
取
り
組

む
機
会
を
得
ま
し
た
こ
と
は
、

千
葉
大
学
出
身
の
私
に
と
り
ま

し
て
大
変
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
、

回
復
期
・
慢
性
期
医
療
の
充
実

の
充
実
を
進
め
て
い
た
浦
安
市

が
、
２
０
１
５
年
に
千
葉
大
学 

と
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結
し
、

続
い
て
病
院
事
業
者
と
し
て
城

東
桐
和
会
（
岡
本
和
久
理
事
長
、

平
２
）
が
指
名
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
ま
す
。
民
間
の
医
療
法
人

と
国
立
大
学
病
院
が
連
携
す
る

こ
と
は
、
わ
が
国
で
初
め
て
の

試
み
で
あ
り
、
全
国
的
に
も
大

変
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
千
葉
大
学
病
院
浦
安
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
教
育
セ
ン
タ
ー
」

の
セ
ン
タ
ー
長
に
は
、
千
葉
大

学
病
院
整
形
外
科
の
大
鳥
精
司

教
授
に
ご
就
任
い
た
だ
き
、
千

葉
大
学
か
ら
は
特
任
教
員
が
配

置
さ
れ
て
お
り
ま
す
（
飯
塚
正

之
特
任
教
授
、
昭
63
、
山
中
義

崇
特
任
教
授
、
平
15
）。
こ
の
よ

う
に
千
葉
大
学
病
院
と
直
結
す

る
こ
と
に
よ
り
、
大
学
病
院
で

の
先
端
的
な
知
見
を
活
用
し
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
に

関
わ
る
医
師
の
育
成
、
新
た
な

回
復
期
医
療
の
開
発
な
ど
、
千

葉
県
の
急
性
期
以
降
の
医
療
に

お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
て
い
く
こ
と
が
、
タ
ム
ス
浦

安
病
院
の
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
浦

安
市
と
連
携
す
る
こ
と
は
、
タ

ム
ス
浦
安
病
院
の
地
域
医
療
に

お
け
る
役
割
を
考
え
ま
す
と
、

大
変
重
要
な
結
び
つ
き
と
言
え

ま
す
。

　

千
葉
大
学
と
共
に
回
復
期
・

慢
性
期
医
療
を
担
う
人
材
の
育

　

本
年
２
０
１
９
年
３
月
末
を

も
っ
て
労
働
者
健
康
安
全
機
構

千
葉
ろ
う
さ
い
病
院
を
退
職
し
、

４
月
１
日
付
け
で
城
東
桐
和
会

タ
ム
ス
浦
安
病
院
の
院
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

　

私
は
１
９
７
３
年
（
昭
和
48

年
）
に
千
葉
大
学
医
学
部
を
卒

業
後
小
児
科
学
教
室
（
久
保
政

次
教
授
）
に
入
局
し
、
小
児
科

研
修
を
千
葉
大
学
お
よ
び
関
連

病
院
で
行
な
っ
た
後
に
免
疫
学

教
室
（
多
田
富
雄
教
授
）
の
大

学
院
に
進
み
ま
し
た
。
大
学
院

修
了
後
米
国
Ｎ
Ｉ
Ｈ
で
の
留
学

を
経
て
、
千
葉
大
学
の
小
児
科

に
戻
り
、
免
疫
・
ア
レ
ル
ギ
ー

学
の
分
野
の
診
療
・
研
究
に
従

事
し
、
１
９
９
８
年
か
ら
は
小

児
病
態
学
の
教
授
を
務
め
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
２
０
１
３
年

に
千
葉
大
学
を
退
任
後
千
葉
ろ

う
さ
い
病
院
の
院
長
を
務
め
て

お
り
ま
し
た
が
、「
千
葉
大
学

病
院
浦
安
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
教
育
セ
ン
タ
ー
」
を
併
設
し

た
タ
ム
ス
浦
安
病
院
の
開
院
に

と
も
な
い
、
こ
の
４
月
か
ら
は

タ
ム
ス
浦
安
病
院
の
運
営
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

タ
ム
ス
浦
安
病
院
は
、
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

１
３
４
床
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
21

床
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
45
床

の
２
０
０
床
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
今
後
ニ
ー
ズ
が
増
え
る
と

予
測
さ
れ
る
急
性
期
以
降
の
回

復
期
か
ら
慢
性
期
の
医
療
を
担

う
病
院
で
す
。
タ
ム
ス
浦
安
病

院
の
最
も
大
き
な
特
徴
は
、
千

葉
大
学
（
先
進
的
医
療
の
実

現
、
専
門
医
の
育
成
）
そ
し
て

浦
安
市
（
医
療
・
福
祉
体
制
等

へ
の
支
援
）
と
タ
ム
ス
グ
ル
ー

プ
・
城
東
桐
和
会
（
良
質
な
医

療
の
実
施
、
人
材
育
成
・
臨
床

研
究
へ
の
支
援
）
の
三
者
が
連

携
し
た
運
営
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
全
く
新
し
い
連
携
体

制
は
、
回
復
期
・
慢
性
期
医
療

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
千
葉
ろ

う
さ
い
病
院
の
院
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
千
葉
ろ
う
さ
い

病
院
は
市
原
市
、
並
び
に
千
葉

市
南
部
を
含
む
周
辺
地
域
の
患

者
さ
ん
を
対
象
と
し
て
、
現
在
、

手
術
室
で
の
手
術
実
施
は
年
間

約
５
０
０
０
名
、
年
間
４
０
０

０
名
以
上
の
救
急
搬
送
患
者
さ

ん
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
お
り
、

こ
の
地
域
の
高
度
な
医
療
、
救

急
医
療
、
災
害
時
の
治
療
の
中

心
的
な
役
割
を
担
う
病
院
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
し

て
手
術
治
療
の
み
で
な
く
、
通

院
治
療
、
治
療
と
就
労
の
両
立

支
援
、
さ
ら
に
、
専
門
の
ス
タ
ッ

フ
が
電
話
や
面
接
相
談
を
行
う

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
訪
問
介
護
も
開
始
し

て
地
域
の
医
療
の
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。
市
原
市
は
千
葉
市

よ
り
人
口
の
減
少
、
高
齢
化
が

さ
ら
に
進
ん
で
い
ま
す
。
千
葉

ろ
う
さ
い
病
院
の
地
域
の
様
々

な
疾
患
に
対
す
る
役
割
は
今
後

益
々
大
き
な
も
の
に
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

県
内
の
病
院
の
中
で
、
あ
る

い
は
全
国
の
労
災
病
院
の
中
で

も
千
葉
ろ
う
さ
い
病
院
は
、
小

回
り
が
利
き
な
が
ら
、
か
つ
高

度
な
医
療
が
提
供
で
き
、
さ
ら

に
健
全
な
運
営
を
進
め
て
い
る

病
院
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
前
病
院
長
の
河
野
陽
一
先

生
が
、
築
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た

病
院
運
営
を
踏
襲
し
な
が
ら
、

地
域
の
医
療
へ
の
貢
献
、
労
災

病
院
の
職
員
の
勤
務
環
境
の
さ

ら
な
る
向
上
に
向
け
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
直
接
病
院
の
運
営
と

は
関
連
は
し
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

ま
で
千
葉
大
学
在
任
中
に
進
め

て
き
ま
し
た
頭
頸
部
が
ん
の
免

疫
細
胞
療
法
に
つ
い
て
海
外
で

の
臨
床
試
験
、
治
験
を
目
指
し

ま
で
自
分
が
取
り
組
ん
だ
研
究

の
発
展
を
見
守
っ
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
前
任
の
千
葉
大
学
病
院

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
か
ら
平
成
31

年
４
月
に
県
立
佐
原
病
院
院
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
佐
原

病
院
の
立
地
す
る
香
取
市
佐
原

地
域
は
、
北
総
の
小
江
戸
と
呼

ば
れ
る
歴
史
的
景
観
を
有
す
る

水
郷
の
町
並
み
と
全
国
に
あ
る

香
取
神
社
の
総
本
社
で
あ
る
香

取
神
宮
で
有
名
な
由
緒
あ
る
地

方
都
市
で
す
。
Ｊ
Ｒ
佐
原
駅
か

ら
佐
原
病
院
へ
の
道
筋
と
な
る

小
野
川
周
囲
に
は
江
戸
の
情
緒

を
残
す
町
並
み
と
水
運
で
栄
え

た
川
沿
い
の
風
情
が
相
俟
っ
て

素
晴
ら
し
い
景
観
を
呈
し
て
い

ま
す
。
当
院
は
こ
の
香
取
地
域

の
中
核
病
院
と
し
て
昭
和
30
年

に
67
床
で
開
設
、
平
成
８
年
に

は
新
館
が
完
成
し
災
害
拠
点
病

院
の
指
定
を
受
け
、
現
在
は
２

４
１
床
と
な
っ
て
い
ま
す
。
香

取
地
域
は
大
都
市
圏
よ
り
も
少

子
高
齢
化
が
急
激
に
進
ん
で
お

り
、
こ
の
地
域
の
医
療
は
将
来

の
本
邦
に
お
け
る
超
高
齢
化
社

会
の
先
駆
け
モ
デ
ル
と
い
え
ま

す
。
そ
の
た
め
当
院
は
急
性
期

医
療
だ
け
で
な
く
在
宅
医
療
支

援
ま
で
を
一
貫
し
て
行
え
る
地

域
医
療
基
幹
病
院
へ
の
転
換
を

は
か
っ
て
い
ま
す
。
当
院
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
、「
と
き
ど
き
入

院
、
ほ
ぼ
在
宅
」
で
あ
り
、
急

性
期
医
療
後
の
自
宅
退
院
を
円

滑
に
で
き
る
よ
う
訪
問
看
護
支

援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
平
成
28
年
に
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ら
び
に
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
が
開
設
さ
れ
、

高
齢
患
者
支
援
だ
け
で
な
く
癌

の
終
末
期
医
療
な
ど
に
も
対
応

し
て
い
ま
す
。
地
域
最
大
の
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
24

時
間
対
応
で
き
る
こ
と
か
ら
地

元
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
の
要
請
も

増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
成

果
は
全
国
紙
に
も
大
き
く
取
り

ゐ の は な 同 窓 会 報

城
東
桐
和
会　

タ
ム
ス
浦
安
病
院

千
葉
大
学
病
院
浦
安

�

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
教
育
セ
ン
タ
ー
併
設

�

院
長　

河　

野　

陽　

一
（
昭
48
）

病 
院 

長 

就 

任 

挨 

拶

千
葉
ろ
う
さ
い
病
院

�

院
長　

岡　

本　

美　

孝
（
秋
田
大
・
昭
54
）

千
葉
県
立
佐
原
病
院

�

院
長　

露　

口　

利　

夫
（
昭
59
）
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神
作
憲
司
（
平
７
）

中
列
：
金
水
英
俊
（
平
８
）、

本
多
陸
人
（
昭
42
）、
布
施
美

樹
（
山
形
大
・
平
16
）、
石
塚

満
（
平
３
）、
足
立
武
則
（
昭

56
）、
高
原
正
信
（
昭
57
）、
斎

藤
弘
司
（
昭
43
）、
長
井
千
輔

（
昭
50
）

後
列
：
森
本
直
樹
（
平
３
）、

須
田
啓
一
（
昭
52
）、
矢
作
龍

二
（
昭
59
）、
戸
邉
豊
総
（
旭

川
医
大
・
平
元
）、
小
池
正
造

（
昭
53
）、
廣
田
勝
太
郎
（
昭

55
）、
深
澤
一
雄
（
昭
55
）

 

（
廣
田
勝
太
郎
）

上
げ
ら
れ
る
な
ど
注
目
を
浴
び

て
い
ま
す
。

　

当
院
は
地
域
の
救
急
医
療
だ

け
で
な
く
基
幹
病
院
と
し
て
の

役
割
を
期
待
さ
れ
、
多
数
の
常

勤
医
が
在
籍
し
て
い
た
平
成
20

年
代
前
半
ま
で
は
脳
神
経
外
科

に
よ
る
急
性
期
医
療
や
先
進
的

な
消
化
器
癌
治
療
も
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
研
修

医
制
度
改
革
や
大
都
市
圏
へ
の

医
師
偏
在
に
よ
り
常
勤
医
不
足

と
な
っ
た
今
で
は
全
て
の
疾
病

に
対
応
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
周
辺
地
域
の
基
幹

病
院
で
あ
る
旭
中
央
病
院
や
成

田
赤
十
字
病
院
と
連
携
を
は
か

り
、
当
院
で
対
応
で
き
な
い
重

症
疾
患
や
専
門
外
領
域
疾
患
を

お
願
い
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　

公
立
病
院
と
し
て
地
域
医
療

ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
医
業
収

益
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

さ
ら
に
今
年
度
は
診
療
を
継
続

し
な
が
ら
耐
震
改
修
工
事
を
行

う
予
定
で
す
。
病
院
経
営
上
前

途
多
難
の
状
況
で
す
が
、
職
員

一
同
一
丸
と
な
っ
て
対
処
す
る

所
存
で
す
。
ゐ
の
は
な
同
窓
会

の
諸
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

の
程
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

各地ゐのはな会

憲
之
先
生
が
学
長
を
辞
職
さ
れ

た
経
緯
を
話
さ
れ
、
一
同
突
然

の
話
に
驚
い
た
。
本
会
に
毎
回

出
席
さ
れ
る
本
田
陸
人
先
生
の

中
締
め
に
よ
り
閉
会
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
矢
澤
卓
也
（
筑
波
大
・

昭
63
）、
布
川
武
男
（
昭
32
）、

大
井
利
夫
（
昭
35
）、
市
川
智

彦
（
昭
59
）、
十
川
康
弘
（
昭

55
）、
済
陽
高
穂
（
昭
45
）、
坂

田
早
苗
（
昭
34
）、
石
川
詔
雄

（
昭
47
）、
川
平
洋
（
平
４
）、

あ
っ
た
。「
た
だ
校
医
を
長
年

続
け
た
だ
け
で
す
」
と
い
う
先

生
の
言
葉
に
謙
虚
な
人
柄
が
滲

み
出
て
い
た
。

　

済
陽
、
石
川
両
会
長
の
来
賓

挨
拶
が
あ
り
、
会
は
和
気
藹
々

の
内
に
進
み
、
紅
一
点
、
新
会

員
で
獨
協
医
大
排
泄
機
能
セ
ン

タ
ー
の
布
施
美
樹
先
生
が
挨
拶

し
、
山
西
友
典
教
授
主
宰
の
同

セ
ン
タ
ー
の
充
実
ぶ
り
が
伝
わ
っ

た
。
獨
協
医
大
産
婦
人
科
教
授

深
澤
一
雄
先
生
は
同
医
大
稲
葉

医
学
部
生
理
学
主
任
教
授
神
作

憲
司
先
生
で
あ
る
。
さ
ら
に
国

際
医
療
福
祉
大
学
医
学
部
（
成

田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
産
婦
人
科

教
授
田
中
宏
一
先
生
が
医
学
部

附
属
病
院
開
院
ま
で
大
田
原
の

那
須
塩
原
病
院
で
働
く
こ
と
に

な
っ
た
と
紹
介
が
あ
っ
た
。
本

会
事
務
局
の
移
動
に
伴
い
会
則

の
一
部
改
訂
が
行
わ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。
大
井
利
夫
先
生
か
ら

は
ゐ
の
は
な
同
窓
会
の
現
状
が

報
告
さ
れ
た
。
引
き
続
き
講
演

会
に
移
り
、
新
教
授
か
ら
挨
拶

を
兼
ね
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

神
作
先
生
か
ら
は
『
脳
情
報
の

利
用
に
向
け
て
』、
川
平
先
生
か

ら
は
『
外
科
医
の
ア
イ
デ
ア
か

ら
生
ま
れ
る
医
療
機
器
開
発
』

が
、
そ
の
仕
事
の
内
容
を
放
映

さ
れ
た
Ｔ
Ｖ
の
ビ
デ
オ
を
交
え

行
わ
れ
、
新
鮮
で
迫
力
あ
り
、

若
い
息
吹
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

神
作
先
生
は
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー

ム
の
開
発
を
、
川
平
先
生
は
ウ

エ
ア
ラ
ブ
ル
機
器
に
よ
る
身
体

支
援
等
を
話
さ
れ
、
い
ず
れ
も

医
工
連
携
に
基
づ
く
研
究
で
あ

る
と
理
解
し
た
。

　

市
川
教
授
は
『
前
立
腺
癌
の

話
題
』
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
、
今

後
手
術
療
法
で
はda V

inci

シ

ス
テ
ム
が
主
流
に
な
る
と
述
べ

た
。
さ
ら
に
千
葉
大
学
の
近
況

に
触
れ
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
元
会
長
の
坂

田
早
苗
先
生
の
乾
杯
の
後
、
布

川
先
生
よ
り
叙
勲
受
章
報
告
が

　

平
成
30
年
度
栃
木
県
ゐ
の
は

な
会
総
会
が
平
成
31
年
１
月
27

日
（
日
）
午
後
２
時
よ
り
、
例

年
通
り
宇
都
宮
市
の
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
で
開
か
れ
た
。

今
回
は
十
川
康
弘
新
会
長
に

と
っ
て
初
の
総
会
で
あ
っ
た
。

出
席
者
は
済わ
た

陽よ
う

高た
か

穂ほ

ゐ
の
は
な

同
窓
会
会
長
、
石
川
詔
雄
茨
城

ゐ
の
は
な
会
会
長
、
千
葉
大
学

大
学
院
医
学
研
究
院
泌
尿
器
科

学
教
授
市
川
智
彦
先
生
と
当
会

員
22
名
を
含
め
、
計
25
名
で
例

年
よ
り
少
な
め
で
あ
っ
た
。
総

会
に
先
立
ち
、
物
故
会
員
３
名

（
芳
賀
士
郎
先
生
、
糸
井
久
雄

先
生
、
水
沼
三
郎
先
生
）
に
黙

祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

　

総
会
で
は
会
長
挨
拶
、
会
計

報
告
、
監
査
報
告
の
後
、
布
川

武
男
先
生
の
叙
勲
（
瑞
宝
双
光

章
）
受
賞
が
伝
え
ら
れ
、
ま
た

新
任
教
授
２
名
の
紹
介
が
あ
っ

た
。
自
治
医
科
大
学
消
化
器
・

一
般
外
科
兼
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
教
授

川
平
洋
先
生
、
獨
協
医
科
大
学

ゐ の は な 同 窓 会 報

地
区
ゐ
の
は
な
会　

新
会
長

神
奈
川
ゐ
の
は
な
会

 　
　

西
川　

哲
男
（
昭
47
）

開催予定の行事をお知らせ下さい

　学会、研究集会、ゐのはな会、クラス会など種々の行事開
催予定とその内容について、同窓会事務局へお知らせ下さい。
本会報に掲載いたします。なお、本会報の発行月は１月、５
月および９月です。
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原
俊
雄
（
昭
53
）、
石
川
て
る

代
（
昭
53
）、
栗
原
正
利
（
昭

54
）、
永
瀬
裕
三
（
昭
54
）、
石

川
広
己
（
昭
55
）、
十
川
康
弘

（
昭
55
）、
角
田
隆
文
（
昭
57
）、

白
澤
卓
二
（
昭
57
）、
桑
原
洋

一
（
昭
58
）、
大
野
博
司
（
昭

58
）、
島
田
英
昭
（
昭
59
）、
赤

倉
功
一
郎
（
昭
59
）、
赤
倉
早

苗
（
昭
59
）、
窪
田
徳
幸
（
昭

60
）、
石
井
康
宏
（
平
元
）、
岡

本
和
久
（
平
２
）、
黒
田
徹
（
平

２
）、
丸
山
紀
史
（
平
２
）、
小

保
内
俊
雄
（
平
３
）、
三
浦
文

彦
（
平
３
）、
井
上
賢
治
（
平

５
）、
菱
木
知
郎
（
平
５
）、
奈

良
橋
俊
子
（
平
９
）、
木
内
英

（
平
11
）、
吉
田
健
一
（
平
11
）、

大
野
幸
恵
（
平
17
）、

吉
村
健
佑
（
平
19
）、

千
先
園
子
（
平
21
）、

豊
田
幸
子
（
平
23
）、

小
西
孝
明
（
平
25
）、

石
澤
嶺
（
平
25
）、

橋
本
尚
英
（
平
26
）、

赤
倉
奈
緒
実（
平
30
）、

國
富
美
由
（
医
４
年
）、

土
橋
正
弥
（
医
３
年
）、

吉
良
慎
一（
医
３
年
）、

水
谷
萌
（
看
３
年
）

 

（
吉
原
俊
雄
）

れ
る
楽
し
い
会
と
な
っ
た
。

出
席
者

長
澤
仁
一
（
昭
24
）、
伊
藤
達

雄
（
昭
42
）、
河
村
弘
庸
（
昭

44
）、
橋
本
英
明
（
昭
45
）、
済

陽
高
穂
（
昭
45
）、
櫻
井
幸
弘

（
昭
46
）、
高
林
克
日
己
（
昭

50
）、
稲
田
晴
生
（
昭
52
）、
吉

は
な
同
窓
会
長
、
栃
木
の
十
川

康
弘
支
部
会
長
の
出
席
を
頂
き
、

さ
ら
に
研
修
医
、
学
生
さ
ん
ま

で
の
巾
広
い
世
代
の
出
席
も
あ

り
、
懇
親
会
で
は
名
刺
交
換
や

幅
広
い
情
報
交
換
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
閉
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ

る
ま
で
、
時
間
の
経
つ
の
を
忘

題
に
つ
い
て
伺
う
こ
と
が
で
き

た
。
お
二
人
目
の
特
別
講
演
と

し
て
理
化
学
研
究
所
生
命
医
科

学
研
究
セ
ン
タ
ー
粘
膜
シ
ス
テ

ム
研
究
チ
ー
ム
教
授
の
大
野
博

司
先
生
（
昭
58
）
か
ら
は
「
腸

内
細
菌
叢
研
究
の
最
近
の
展
開
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
を
い

た
だ
い
た
。
最
新
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
で
あ
る
腸
管
免
疫
に
関
す
る

業
績
を
判
り
や
す
く
解
説
し
て

い
た
だ
い
た
。
会
員
一
同
、
各

先
生
に
と
っ
て
専
門
領
域
で
あ

る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
新
進
気

鋭
の
二
人
の
先
生
か
ら
最
新
の

研
究
成
果
を
拝
聴
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
会
員
一
同
大
い
に
啓

発
さ
れ
、
質
疑
応
答
も
活
発
に

行
わ
れ
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
時

間
を
過
ご
せ
た
。
若
手
シ
ョ
ー

ト
ス
ピ
ー
チ
と
し
て
は
東
京
北

医
療
セ
ン
タ
ー
・
臨
床
研
修
セ

ン
タ
ー
の
石
澤
嶺
先
生（
平
25
）、

東
京
大
学
乳
腺
内
分
泌
外
科
・

大
学
院
の
小
西
孝
明
先
生
（
平

25
）、
国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー

か
ら
厚
労
省
母
子
保
健
課
に
出

向
の
千
先
園
子
先
生
（
平
21
）

か
ら
勤
務
先
の
紹
介
、
現
在
の

仕
事
の
内
容
、
将
来
の
抱
負
な

ど
が
述
べ
ら
れ
た
。
東
京
に
出

て
き
て
か
ら
の
努
力
が
示
さ
れ
、

同
窓
の
諸
先
輩
に
と
っ
て
イ
ン

パ
ク
ト
あ
る
後
輩
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
本
総
会

に
は
元
ゐ
の
は
な
同
窓
会
長
及

び
東
京
支
部
名
誉
会
長
の
長
澤

仁
一
先
生
、
済わ
た

陽よ
う

高た
か

穂ほ

現
ゐ
の

　

令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）

６
月
22
日
（
土
）
に
東
京
ゐ
の

は
な
会
総
会
が
銀
座
ア
ス
タ
ー

お
茶
の
水
賓
館
に
て
開
催
さ
れ

た
。
若
手
の
先
生
が
出
席
し
や

す
い
よ
う
に
卒
業
後
10
年
未
満

の
先
生
、
学
生
は
会
費
免
除
と

し
て
い
る
。
本
総
会
か
ら
東
京

ゐ
の
は
な
会
の
事
務
局
が
、
西

台
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
桐
和
会
本

部
に
移
行
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
全
国
総
会
の

決
定
事
項
の
う
ち
、
医
学
部
の 

新
棟
移
転
に
伴
い
、
医
学
部
棟

（
旧
病
院
）
の
各
講
座
の
歴
史

的
物
品
を
展
示
・
保
存
す
る
た

め
発
足
し
た
メ
モ
リ
ア
ル
事
業

委
員
会
の
報
告
と
亥
鼻
祭
同
時

開
催
のhom

e com
ing party

に
関
す
る
報
告
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
各
部
報
告
、
役
員
改

選
な
ど
の
協
議
、
監
査
報
告
が

行
わ
れ
、
会
長
、
副
会
長
、
理

事
、
監
事
の
留
任
が
承
認
さ
れ

た
。

　

特
別
講
演
と
し
て
お
二
人
の

先
生
を
お
招
き
し
、
有
意
義
な

お
話
し
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
東
京
医
科
大
学
臨
床
検

査
医
学
分
野
教
授
に
な
ら
れ
た

直
後
の
木
内
英
先
生
（
平
11
）

か
ら
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
血
友
病
治
療

の
取
り
組
み
と
展
望
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
治
療
の
限

界
と
血
友
病
治
療
の
最
新
の
話

ゐ の は な 同 窓 会 報

各地ゐのはな会　開催のお知らせ

埼玉ゐのはな会　令和元年度総会
日時：令和元年10月27日（日）　午後３時より

会場：大宮パレスホテル　 　　

特別講演　
胃癌治療ガイドライン最新情報
座長：JCHOさいたま北部医療センター外科部長
　　　神宮　和彦　先生（山梨医大・昭63）
講師：東邦大学大学院臨床腫瘍学教授
　　　東邦大学大森病院がんセンター長
　　　島田　英昭　先生（昭59）
HPVの生物学と千葉大学医学部の現況と将来
座長：JCHOさいたま北部医療センター外科部長
　　　植松　武史　先生（昭55）
講師：千葉大学大学院医学研究院分子ウイルス学教授
　　　白澤　　浩　先生（昭57）

　

叙
勲
、
褒
章
そ
の
他
祝
事
に
関
係
さ
れ

た
方
は
是
非
同
窓
会
事
務
室
ま
で
ご
一
報

く
だ
さ
い
。
編
集
部
で
も
絶
え
ず
注
意
し

て
お
り
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
得
な

い
事
態
も
あ
り
ま
す
。
お
喜
び
は
な
る
べ

く
早
く
、
同
窓
の
皆
様
に
も
お
分
け
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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中
正
（
昭
49
）、
田
中
弘
一
（
昭

42
）、
青
柳
博
（
昭
49
）、
大
鳥

精
司
（
平
６
）、
福
山
悦
男
（
昭

36
）、
片
海
七
郎
（
東
邦
大
・

昭
40
）、
田
中
寿
一
（
昭
43
）

二
列
目
：
菊
池
周
一
（
平
元
）、

孫
莉
玲
（
平
３
）、
永
嶌
薫
（
昭

56
）、
李
元
浩
（
昭
53
）、
三
枝

奈
芳
紀
（
信
州
大
・
昭
57
）、

畦
元
亮
作
（
昭
58
）、
布
村
正

夫
（
昭
53
）

三
列
目
：
鈴
木
徳
孝
（
金
沢

大
・
平
30
）、
加
藤
大
介
（
昭

62
）、
内
田
大
学
（
山
梨
医
大
・

昭
62
）、
鮎
澤
溶
一
（
北
里
大
・

平
元
）、
竹
内
修
（
東
海
大
・

昭
61
）、
北
村
伸
哉
（
平
元
）、

渡
部
良
夫
（
昭
63
）

四
列
目
：
北
村
充
広
（
高
知

大
・
平
21
）、
木
内
均
（
山
梨

医
大
・
平
18
）、
大
塚
誠
（
平

７
）、
山
田
博
之
（
平
９
）、
柳

澤
真
司
（
昭
60
）、
藤
由
崇
之

（
島
根
医
大
・
平
12
）

最
後
列
：
縄
田
健
斗
（
昭
和

大
・
平
21
）、
伊
勢
昇
平
（
愛

媛
大
・
平
25
）、
新
行
内
龍
太

郎
（
山
口
大
・
平
29
）、
清
水

弘
則
（
平
４
）、
諏
訪
部
信
一

（
平
３
）

 
（
海
保
隆
）

悦
男
先
生
（
昭
36
）
の
音
頭
に

よ
る
乾
杯
の
後
、
会
員
の
近
況

報
告
や
昔
談
義
に
花
を
咲
か
せ

ま
し
た
（
大
鳥
教
授
も
平
成
７

年
初
出
張
病
院
が
君
津
中
央
病

院
で
、
当
時
の
逸
話
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
）。
懇
親
会
中
締
め

後
、
会
場
を
市
内
の
花
街
？
に

移
し
２
次
会
と
な
り
、
大
鳥
教

授
に
も
夜
遅
く
ま
で
お
付
き
合

い
頂
き
ま
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
海
保
隆
（
昭
57
）、
田

に
研
究
棟
と
病
院
を
往
復
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

講
演
で
は
千
葉
大
学
整
形
外

科
教
室
脊
椎
グ
ル
ー
プ
の
紹
介
、

一
般
的
な
高
齢
者
腰
痛
、
高
齢

者
腰
痛
の
レ
ッ
ド
フ
ラ
ッ
グ
（
生

命
に
危
険
な
腰
痛
）
等
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。
聴
講
し
て
い

た
先
生
方
も
高
齢
者
が
多
く
、

我
が
事
の
よ
う
に
皆
さ
ん
真
剣

に
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
写

真
撮
影
の
後
懇
親
会
場
に
移
り
、

君
津
中
央
病
院
名
誉
院
長
福
山

　

令
和
元
年
度
君
津
・
木
更
津

ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
は
去
る

６
月
26
日
（
水
）
に
木
更
津
市

の
東
京
ベ
イ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
君
津
、
木

更
津
、
富
津
、
袖
ヶ
浦
市
内
で

開
業
さ
れ
て
い
る
先
生
方
を
は

じ
め
、
君
津
中
央
病
院
の
医
師
、

Ｏ
Ｂ
、
研
修
医
な
ど
計
33
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
青
柳

博
会
長
（
昭
49
）
か
ら
ご
挨
拶

が
あ
り
、
そ
の
後
事
業
報
告
、

会
員
の
動
向
報
告
（
新
入
会
９

名
、
退
会
２
名
、
令
和
元
年
６

月
現
在
会
員
数
１
０
６
名
）
と

役
員
人
事
の
承
認
、
会
計
報
告

等
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は

物
故
会
員
な
く
、
全
員
無
事
元

気
で
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
千
葉
大
学
整
形
外

科
の
大
鳥
精
司
教
授
（
平
６
）

を
お
招
き
し
、
君
津
中
央
病
院

整
形
外
科
部
長
大
塚
誠
先
生
の

司
会
の
も
と
、「
高
齢
者
腰
椎
疾

患
の
診
断
、
治
療
と
問
題
点

－

特
に
筋
に
着
目
し
て
」
と
題
し

ご
講
演
戴
き
ま
し
た
。
ま
ず
講

演
の
は
じ
め
に
、
千
葉
大
医
学

部
の
現
況
、
新
し
い
医
学
系
総

合
研
究
棟
の
建
築
進
捗
状
況
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
研
究
棟

と
病
院
が
ド
ッ
キ
ン
グ
し
、
夏

暑
く
冬
寒
い
連
絡
道
路
を
通
る

こ
と
な
く
、
雨
の
日
も
濡
れ
ず

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
先
生
方
の

ご
参
加
が
多
く
あ
り
、
大
変
盛

況
で
あ
っ
た
。
参
加
者
一
同
集

合
写
真
を
撮
り
、
そ
の
後
閉
会

と
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
神
崎
頼
仁
（
昭
46
）、

中
村
宏
（
昭
43
）、
松
本
（
昭

36
）、
田
邊
政
裕
（
昭
49
）、
市

川

男
（
専
25
）、
長
嶋
晟
（
専

25
）、
鈴
木
一
郎
（
昭
42
）、
中

野
義
澄
（
昭
45
）、
永
岡
喜
久

夫
（
昭
45
）、
杉
田
克
生
（
昭

54
）

中
列
：
大
川
（
飯
塚
）
玲
子

（
昭
47
）、
奥
田
桂
子
（
順
天
堂

大
・
昭
57
）、
佐
藤
奈
緒
（
医

５
）、
村
松
彩
水
（
医
１
）、
外

山
涼
（
医
１
）、
中
村
欽
哉
（
昭

46
）、
広
瀬
彰
（
昭
48
）、
古
川

裕
斗
（
医
１
）、
加
藤
佳
瑞
弘

（
医
１
）、
布
施
和
華
子
（
医
３
）

後
列
：
加
藤
一
喜
（
平
５
）、

菱
木
知
郎
（
平
５
）、
三
橋
暁

（
弘
前
大
・
平
２
）、
諏
訪
園
靖

（
平
６
）、
甲
斐
心
皓
（
医
３
）、

石
毛
昭
太
（
医
３
）、
笹
井
洸

希
（
医
２
）、
丸
山
浩
（
昭
58
）、

水
谷
正
彦
（
昭
52
）、
今
関
文

夫
（
昭
54
）、
本
吉
究
（
医
６
）、

伊
藤
彰
一
（
平
10
）、
結
城
駿

（
医
６
）

 

（
田
邊
政
裕
）

議
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
最
年
長

の
市
川

男
先
生
（
専
25
）
の

乾
杯
の
挨
拶
が
あ
り
、
懇
親
会

に
移
っ
た
。
今
年
度
は
在
学
生

が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
恒
例

の
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
は
企
画

さ
れ
な
か
っ
た
が
、
長
嶋
晟
先

生
（
専
25
）
が
初
め
て
参
加
さ

れ
る
な
ど
、
従
来
あ
ま
り
参
加

　

令
和
元
年
６
月
22
日
、
京
成

ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ
に
て
、
令

和
元
年
度
ゐ
の
は
な
一
杯
会
が

開
催
さ
れ
た
。
会
員
は
、
千
葉

中
学
校
、
千
葉
第
一
高
等
学
校
、

千
葉
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
千

葉
医
学
専
門

学
校
、
千
葉

医
科
大
学
、

千
葉
大
学
医

学
部
及
び
医

学
部
附
属
病

院
に
在
籍
し

た
、
あ
る
い

は
在
籍
中
の

医
師
お
よ
び

学
生
で
あ
り
、 

卒
業
生
22
名
、

在
学
生
13
名

が
参
集
し
た
。

　

田
邊
政
裕

会
長
よ
り
開

会
の
挨
拶
が

あ
り
、
そ
の

後
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

今
年
度
は
３

年
生
の
石
毛

昭
太
君
が
中

心
と
な
っ
て

会
の
企
画
・

運
営
を
担
当

し
、
会
計
報

告
や
今
後
の

運
営
な
ど
討

ゐ の は な 同 窓 会 報
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２
０
１
５
年
に
卒
後
60
年
の

記
念
の
会
を
開
催
し
て
以
後
、

五
五
会
は
有
志
の
会
と
し
て
、
毎

年
定
期
的
に
続
け
て
き
た
が
、

今
年
も
６
月
２
日
（
日
）
お
茶

の
水
の
「
銀
座
ア
ス
タ
ー
」
で

行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
会
員
12

名
、
同
伴
夫
人
２
名
の
計
14
名

で
、
会
員
の
顔
ぶ
れ
は
昨
年
と

変
わ
ら
な
い
。
一
度
欠
席
に
な

れ
ば
、
そ
の
後
に
出
て
く
る
の

は
身
体
的
に
も
更
に
厳
し
く
な

り
、
益
々
億
劫
に
な
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
減
っ
て

い
く
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
増
え

る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
え
る

の
で
あ
る
。

　

90
歳
前
後
と
も
な
れ
ば
、
年
々

櫛
の
歯
の
欠
け
る
よ
う
に
減
っ

て
い
く
の
も
仕
方
の
な
い
こ
と

だ
が
、
昨
年
は
貴
家
昭
而
、
桐

原
重
徳
、
高
橋
宣
光
の
３
君
が

鬼
籍
に
入
ら
れ
た
。
ま
た
、
３

名
の
夫
人
方
が
亡
く
な
ら
れ
て

お
り
、
皆
さ
ん
の
ご
冥
福
を
祈
っ

て
黙
祷
を
捧
げ
た
。
こ
れ
で
物

故
会
員
は
65
名
と
な
り
、
何
と

か
令
和
の
時
代
を
迎
え
ら
れ
た

の
は
37
名
、
相
変
わ
ら
ず
の
消

息
不
明
は
３
名
で
あ
る
。

　

目
出
度
い
事
と
し
て
は
、
国

の
叙
勲
の
栄
に
浴
し
た
人
が
３

名
、
日
本
医
師
会
か
ら
米
寿
の

祝
い
を
贈
ら
れ
た
の
は
６
名
と

の
事
で
あ
る
。

　

近
況
報
告
で
は
、
こ
の
数
年

で
、
身
体
的
に
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
た
が
幸
い
に
回
復
し

た
と
い
う
人
も
い
る
が
、
以
前

か
ら
の
持
病
が
続
い
て
い
る
も

の
の
、
何
と
か
日
常
生
活
は
自

立
し
て
い
る
と
い
う
人
が
多
い

よ
う
で
あ
る
。
健
康
、
病
気
が

話
題
の
中
心
で
あ
る
。
少
し
で

も
診
療
に
従
事
し
て
い
る
人
も

結
構
い
る
。
ま
た
以
前
に
比
べ

る
と
高
齢
に
よ
る
難
聴
の
人
が

増
え
て
き
て
、
会
話
が
だ
ん
だ

ん
声
高
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
た
。
足
腰
の
衰
え
に
し

て
も
、
前
は
こ
ん
な
で
は
な

か
っ
た
の
に
と
、
お
年
寄
り
の

患
者
さ
ん
か
ら
よ
く
聞
か
さ
れ

た
愚
痴
が
、
今
は
我
が
身
と
な
っ

て
思
い
当
た
る
の
で
あ
る
。

　

会
の
開
催
に
併
せ
て
、
五
五

会
会
報
の
発
行
も
続
け
ら
れ
て

い
て
、
誌
上
の
近
況
報
告
で
、

欠
席
の
皆
さ
ん
の
消
息
を
知
る

こ
と
が
出
来
る
の
も
嬉
し
い
事

で
あ
る
。
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
り
、
更
に
は
施
設
の
世
話
に

な
っ
た
り
と
い
う
人
も
だ
ん
だ

ん
に
増
え
て
き
て
、
家
族
の
方

の
代
筆
が
結
構
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
一
方
で
は
、
い
つ

も
な
が
ら
返
信
な
し
が
続
い
て

い
る
人
も
３
割
ほ
ど
み
ら
れ
る
。

旧
友
に
会
う
の
を
楽
し
み
に
出

席
し
て
い
る
人
、
出
席
し
た
い

け
れ
ど
残
念
な
が
ら
身
体
の
方

が
思
う
に
任
せ
な
い
人
、
も
と

も
と
あ
ま
り
関
心
が
な
い
人
、

夫
々
が
同
じ
位
の
割
合
で
続
い

て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
も
、
我
々

ぐ
ら
い
の
年
配
の
特
徴
で
は
な

い
か
と
思
え
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
と
こ
ろ
会
の
度
に
、
来

年
は
ど
う
す
る
か
と
い
う
話
題

が
出
る
の
だ
が
、
出
席
し
て
い

る
皆
さ
ん
の
意
見
と
し
て
は
、

「
有
志
の
会
」
と
し
た
の
だ
か
ら
、

身
体
が
効
く
う
ち
は
も
う
少
し

続
け
た
い
と
い
う
意
向
に
落
ち

着
く
の
で
あ
る
。
超
高
齢
者
に

と
っ
て
、
１
年
先
は
結
構
遠
い

話
な
の
だ
が
、
折
角
、
令
和
の

時
代
を
迎
え
ら
れ
た
の
で
、
こ

の
上
は
も
う
少
し
頑
張
っ
て
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
を
も
目
指
そ

う
と
思
う
の
で
あ
る
。

　

新
年
号
令
和
を
愛
で
て
令
和

元
年
６
月
29
日
、
梅
雨
寒
の
な

か
、
恒
例
の
帝
国
ホ
テ
ル
東
京

17
階
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ダ
イ
ニ
ン

グ
「
ア
ク
ア
」
で
開
催
し
た
。
時

恰
も
厳
戒
の
大
阪
Ｇ
20
サ
ミ
ッ

ト
中
で
あ
っ
た
。

　

青
森
か
ら
遠
来
の
福
士
和
夫

君
を
含
め
27
名
の
参
加
を
得
た
。

昨
年
と
同
じ
人
数
で
嬉
し
い
限

り
だ
。
欠
席
者
の
返
信
開
示

に
よ
る
と
殆
ど
は
ロ
コ
モ
の
よ

う
だ
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
町
田

孝
子
さ
ん
の
メ
ー
ル
で
は
「
元

気
に
独
り
暮
ら
し
だ
が
息
子
夫

婦
が
近
所
に
い
る
。
時
々
友
人

と
会
い
、
ラ
ン
チ
や
近
く
の
森

を
散
歩
、
杖
を
頼
り
乍
ら
遠
足

も
楽
し
ん
で
い
る
」
と
。
ミ
ニ
・

ク
ラ
ス
会
（
小
岩
37
会
：
年
４

回
）
の
代
表
世
話
人
勝
田
貞
夫

君
が
ロ
コ
モ
で
今
回
は
欠
席
な

の
で
、
石
山
淳
一
君
と
岩
倉
弘

毅
君
が
お
見
舞
い
に
行
き
、
状

況
と
元
気
な
写
真
を
提
示
し
て

く
れ
た
。
昨
年
元
気
に
「
あ
と

10
年
は
ゴ
ル
フ
を
愉
し
む
」
と

述
べ
て
い
た
本
多
満
君
か
ら
肺

が
ん
の
闘
病
中
と
の
驚
き
の
は

が
き
を
貰
い
添
え
て
報
告
し
た
。

体
調
不
良
と
い
う
返
信
の
藤
森

宗
徳
君
へ
電
話
し
た
。
声
は
元

気
で
し
た
が
、
や
は
り
ロ
コ
モ

（
下
肢
痛
）
で
遠
出
は
無
理
と
。

　

昨
年
の
会
計
報
告
後
、
常
任

幹
事
岩
倉
君
の
司
会
で
進
行
。

昨
年
の
ク
ラ
ス
会
以
降
亡
く
な
っ

た
故
村
田
三
紗
子
さ
ん
、
故
伊

藤
文
雄
君
、
故
黒
岩
璋
光
君
を

含
む
27
名
の
物
故
会
員
へ
黙
祷

を
捧
げ
て
故
人
を
偲
び
、
ゐ
の

は
な
同
窓
会
理
事
宍
倉
正
胤
君

の
発
声
で
再
会
を
歓
び
シ
ャ
ン

パ
ン
グ
ラ
ス
を
挙
げ
た
。
こ
の

と
こ
ろ
体
調
不
良
で
欠
席
続
き

の
へ
き
地
医
療
へ
の
貢
献
で

「
第
48
回
保
健
文
化
賞
」
を
受

賞
し
た
将
基
面
誠
君
を
心
配
し

て
、
話
題
提
供
に
岩
手
県
田
野

畑
村
『
健
康
ま
つ
り
』
を
成
功

さ
せ
よ
う
！
と
昭
和
62
年
に
37

卒
同
級
生
が
立
ち
上
が
り
、
村

民
へ
専
門
医
に
よ
る
総
合
健
康

診
査
を
手
弁
当
で
協
力
実
施
し

た
当
時
の
資
料
と
新
聞
記
事

の
コ
ピ
ー
を
岩
倉
君
が
配
布

し
た
。
昭
和
62
年
（
１
９
８

７
）
９
月
14
日
付
け
地
方
新
聞

の
見
出
し
「
同
級
生
っ
て
い
い

も
の
だ
」
将
基
面
所
長
談
、
千

葉
大
出
身
の
専
門
医
13
人
『
友

情
病
院
』
開
き
励
ま
す
。
医
療

過
疎
地
で
２
日
間
村
民
の
１
割

が
受
診
。
９
月
21
日
の
支
局
長

コ
ラ
ム
に
『
赤
ひ
げ
と
13
人
の

仲
間
』
と
題
し
、
石
山
君
の
激

励
の
訪
村
が
き
っ
か
け
で
同
級

生
に
呼
び
か
け
た
経
緯
な
ど
が

書
か
れ
て
い
た
。
協
力
し
た
同

級
生
は
整
形
外
科
の
故
重
広
信

三
郎
君
、
布
施
吉
弘
君
、
眼
科

の
福
士
君
、
皮
膚
科
の
田
島
誠

君
、
耳
鼻
科
の
森
豊
君
、
泌
尿

器
科
の
瀬
川
襄
君
、
脳
神
経
科

の
小
野
幸
雄
君
、
石
山
君
、
小

児
科
の
矢
野
靖
子
さ
ん
の
13
名

で
し
た
。
将
基
面
君
は
吉
村
昭

が
絶
賛
し
た
感
動
的
な
「
無

医
村
に
花
は
微
笑
む
」
を
著
し
、

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
も
な
り
、
話

題
に
な
っ
た
。
是
非
、
回
顧
録

を
体
調
恢
復
し
た
本
人
か
ら
聞

き
た
い
。

　

恒
例
の
近
況
報
告
で
は
、
矢

野
さ
ん
は
そ
の
時
の
田
野
畑
村

と
の
ご
縁
で
今
で
も
当
地
か
ら

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
牛
乳
を
摂
っ
て
い

る
。
福
士
君
は
故
黒
岩
君
に
生

前
請
わ
れ
て
い
た
の
で
弔
辞
を

述
べ
た
。
安
達
恵
美
子
さ
ん
は

意
外
に
も
歌
舞
伎
役
者
の
追
っ

掛
け
を
愉
し
ん
で
い
る
。
宍
倉

君
は
身
長
が
10
㎝
縮
小
し
、
伯

野
中
彦
君
に
オ
ー
バ
ー
ド
ラ
イ

ブ
さ
れ
る
と
、
主
宰
す
る
ゴ
ル

フ
の
『
62
（
無
二
）
の
会
』
で

の
故
伊
藤
文
ち
ゃ
ん
と
の
思
い

出
話
。
整
形
外
科
医
山
根
友

二
郎
君
も
身
長
の
縮
小
に
愕
然

と
し
た
と
。
伯
野
君
は
開
業
を

続
け
患
者
の
超
高
齢
化
で
自
己

写
真
右
か
ら

前
列
：
中
野
政
雄
、
浅
見
敦
、

高
橋
康
、
小
泉
準
三

後
列
：
中
野
夫
人
、
藤
山
嘉
信
、

志
村
昭
光
、
清
水
良
平
、
伊
藤

夫
人
、
伊
藤
敏
夫
、
新
井
多
喜

男
、
村
瀬
靖
、
伊
谷
昭
幸
、
加

濃
正
明

 

（
藤
山
嘉
信
）
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て
い
ま
し
た
。

　

掉
尾
を
飾
っ
て
く
れ
た
の
も

河
井
幹
事
で
、
学
部
時
代
か
ら

撮
り
貯
め
た
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
し
、
特
設
ス
ク
リ
ー

ン
で
上
映
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

半
世
紀
余
の
時
を
隔
て
て
、

学
３
の
『
第
４
回
東
医
体
（
新

潟
）』
や
、
学
４
の
『
ゐ
の
は

な
祭
』
な
ど
、
懐
か
し
い
青
春

の
思
い
出
が
眼
前
に
蘇
り
ま
し

た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
コ
ピ
ー
は
同
君

の
好
意
に
よ
り
出
席
者
全
員
に

配
布
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
持
ち

帰
っ
て
認
知
症
予
防
の
ツ
ー
ル

と
し
て
使
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

も
う
一
人
の
中
村
征
一
郎
幹

事
も
、
素
晴
ら
し
い
土
産
を
用

意
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
千
葉
今

昔
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
自
作

の
風
景
写
真
集
で
、
亥
鼻
キ
ャ

ン
パ
ス
の
変
遷
を
偲
ぶ
「
よ
す

が
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
歌
人
・
根
岸
敬
矩

君
の
詠
で
、
本
文
を
閉
じ
さ
せ

て
貰
い
ま
す
。

東
京
の
空
の
光
を
取
り
込
み
し

　

ア
ト
リ
ウ
ム
の
間
に

�

学
友
（
と
も
）
ら
と
つ
ど
ふ

口
々
に
再
開
約
し
て
会
ひ
ら
き

　

三
々
五
々
と
帰
途
に
つ
き
退
く

写
真
右
か
ら

前
列
：
碓
井
夫
人
、
角
張
夫
人
、

角
張
雄
二
、
万
本
盛
三
、
高
根

健
、
林
學
、
川
西
恭
子
、
遠
藤

毅
、
根
岸
敬
矩
、
木
内
政
寛
、

額
賀
章
好

あ
る
39
名
で
し
た
（
会
員
28
名
、

夫
人
11
名
）。

　

実
は
我
々
よ
り
以
前
に
、
さ

ん
ご
会
（
昭
35
）
が
去
年
と
今

年
、
当
会
場
を
既
に
利
用
し
て

お
り
、
委
細
は
「
ゐ
の
は
な
」

前
号
（
１
８
１
号
）
に
載
っ

て
い
ま
す
。

　

宴
会
に
先
立
っ
て
写
真
撮
影

を
し
た
の
で
す
が
、
つ
く
ば
市

か
ら
は
る
ば
る
介
護
タ
ク
シ
ー

で
駆
け
付
け
て
く
れ
た
額
賀
章

好
夫
妻
が
、
首
都
の
交
通
渋
滞

に
巻
き
込
ま
れ
て
遅
刻
し
そ
う

に
な
り
気
を
揉
み
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
に
物
故
さ
れ
た
塚

田
正
男
、
齋
藤
裕
康
、
滝
沢
和

彦
、
三
君
の
冥
福
を
祈
っ
て
、

黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

久
方
振
り
の
出
席
と
な
っ
た

河
井
克
仁
幹
事
の
乾
杯
の
音
頭

で
開
宴
と
な
り
ま
し
た
。
フ
レ

ン
チ
の
フ
ル
コ
ー
ス
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
、
恒
例
の
近
況
報

告
に
入
り
ま
し
た
。

　

お
互
い
傘
も
破
れ
る
寿
（
と

し
）
頃
と
も
な
り
ま
す
と
、
毀

誉
褒
貶
に
一
喜
一
憂
す
る
必
要

も
な
く
な
り
、
寄
る
年
波
と
知

力
の
衰
え
に
対
処
し
て
、
如
何

に
健
康
寿
命
を
維
持
す
る
か
が

話
題
の
中
心
に
な
り
ま
し
た
。

　

多
人
数
で
し
た
の
で
一
人
４

分
間
の
時
間
制
限
を
設
け
、
か

つ
令
夫
人
の
発
言
は
特
に
希
望

す
る
方
の
み
に
限
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
全
員
が
話
し
終
わ
る

頃
に
は
中
締
め
の
時
間
が
迫
っ

背
景
に
納
得
。
油
井
（
真
）
さ

ん
指
揮
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
み

ん
な
で
合
唱
し
来
年
の
再
会
を

約
し
て
お
開
き
。
来
年
の
「
ゐ

の
は
な
37
ク
ラ
ス
会
」
は
令
和

２
年
６
月
27
日
（
土
）
を
予
約

し
ま
し
た
。
メ
モ
し
て
く
だ
さ

い
！
小
林
君
が
遅
れ
た
の
で
、

２
次
会
を
ア
ク
ア
の
バ
ー
で
、

小
林
君
を
囲
み
、
石
山
、
大
野
、

宍
倉
、
森
、
岩
倉
、
杉
岡
で
９

時
前
ま
で
歓
談
し
た
。

写
真
右
か
ら
（
岩
倉
君
の
撮
影
）

前
列
：
石
山
淳
一
、
山
本
駿
一
、

井
坂
誠
二
、
安
達
恵
美
子
、
油

井
真
知
子
、
土
井
修
、
伯
野
中

彦
、
杉
岡
昌
明

中
列
：
中
村
嘉
孝
、
森
豊
、
矢

野
靖
子
、
吉
川
正
宏
、
宍
倉
正

胤
、
伊
東
治
武
、
福
士
和
夫
、

小
野
幸
雄
、
瀬
川
襄
、
日
浦
利

明
、
大
野
孝
則

後
列
：
入
枝
幸
三
郎
、
岩
倉
弘

毅
、
山
根
友
二
郎
、
大
原
啓
介
、

高
梨
健
治
、
柳
沢
健
一
郎
、
油

井
信
春

＊
小
林
聰
介
君
は
撮
影
時
遅
参

 

（
杉
岡
昌
明
）

き
た
が
…
…
）。

　

今
年
、
三
大
死
因
と
し
て
、

１
位
「
悪
性
新
生
物
」、
２
位

「
心
疾
患
」
に
次
ぎ
、「
肺
炎
」

「
脳
血
管
疾
患
」
を
抜
い
て
、

初
め
て
「
老
衰
」
が
３
位
に

な
っ
た
。
死
亡
診
断
書
の
死
因

病
名
に
「
老
衰
」
と
記
載
す
る

医
師
が
増
え
て
き
て
い
る
ら
し

い
。
少
子
超
高
齢
多
死
社
会
の

終
末
期
、
延
命
措
置
を
控
え
る

ず
医
療
・
健
康
・
福
祉
関
係
の

仕
事
へ
時
間
を
割
い
て
い
る
。

国
立
大
学
で
安
い
授
業
料
、
育

英
奨
学
金
の
国
税
で
教
育
を
う

け
、
医
局
無
給
医
を
バ
イ
ト
で

過
ご
し
た
我
々
は
働
け
る
知
力
、

体
力
、
気
力
が
残
っ
て
い
る
と

自
認
す
る
限
り
「
働
き
方
改
革
」

無
縁
の
天
職
で
活
き
て
き
た
自
負

で
社
会
へ
還
元
し
続
け
ま
し
ょ
う

（
今
ま
で
沢
山
税
金
は
払
っ
て

君
は
画
像
診
断
へ
の
Ａ
Ｉ
導
入

で
20
世
紀
のradiologist

は
仕

事
場
か
ら
退
場
目
前
だ
と
。
日

浦
利
明
君
は
80
歳
超
え
て
も
未

だ
学
究
心
は
抜
け
な
く
ス
キ
ル

ス
の
原
因
論
を
語
る
。
大
野
孝

則
君
は
現
世
の
動
き
に
追
随
敵

わ
ず
読
書
三
昧
、
や
や
引
き
こ

も
り
傾
向
に
あ
り
と
、
油
井
信

春
君
は
前
立
腺
肥
大
、
腰
痛
に

悩
ま
さ
れ
て
い
る
が
ク
ラ
ス
会

だ
け
は
楽
し
み
に
出
る
と
、
監

事
と
し
て
有
り
難
い
。
油
井
真

知
子
さ
ん
、
心
境
は
町
田
さ
ん

と
同
じ
だ
が
コ
ー
ラ
ス
演
奏
会

へ
執
心
、「
逢
え
て
よ
か
っ
た
」

を
独
唱
。
入
枝
幸
三
郎
君
は
無

理
せ
ず
自
適
に
生
き
て
い
る
と

仙
人
の
境
地
に
近
づ
い
て
い
る
。

小
林
聰
介
君
は
お
開
き
寸
前
に

遅
参
、
五
輪
に
向
け
た
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
会
合
の
た
め
で
、
女

子
チ
ー
ム
は
五
輪
勝
利
有
望
と
。

岩
倉
君
は
「
俺
も
ア
ウ
ス
医
者

だ
」
と
自
嘲
気
味
だ
が
、
前
立

腺
が
ん
根
治
術
後
遺
症
状
を
克

服
し
、
今
な
お
看
護
学
校
の
講

義
も
熟
し
な
が
ら
、
ご
子
息
院

長
の
後
ろ
盾
を
ち
ゃ
ん
と
や
っ

て
い
る
。
常
任
幹
事
杉
岡
昌
明

（
筆
者
）
も
週
３
日
後
継
息
子

の
外
来
診
療
の
手
伝
い
（
キ
ャ

リ
ー
オ
ー
バ
ー
患
者
中
心
に
）

を
し
て
い
ま
す
。
総
じ
て
会
員

は
一
病
息
災
で
上
手
に
〝w

ith 
aging

〞
し
て
い
る
よ
う
だ
。
全

く
リ
タ
イ
ヤ
し
た
も
の
は
少
数

で
、
大
方
は
勤
務
態
勢
に
拘
ら

も
『
断
舎
離
』
開
始
。
井
坂
誠

二
君
は
週
１
〜
２
回
仕
事
し
て
、

贅
沢
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
ん
で
い

る
。
中
村
嘉
孝
君
は
検
診
医
の

み
を
続
け
て
い
る
が
自
分
の
健

康
状
態
を
知
り
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
て
助
か
っ
た
、
健
康
管
理

の
大
切
さ
を
体
験
し
た
。
大
原

啓
介
君
は
仕
事
へ
出
掛
け
る
自

動
車
運
転
が
最
近
怖
く
な
っ
た

と
。
森
君
は
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会
で

故
嶋
田
晃
一
郎
君
の
墓
参
を
し

た
。
柳
沢
健
一
郎
君
は
昨
年
股

関
節
人
工
骨
置
換
、
心
ア
プ

レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
、
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
植
え
込
み
し
た
が
２
年
ぶ

り
に
杖
な
し
の
元
気
な
姿
を
み

せ
て
く
れ
た
。
山
本
駿
一
君
は

健
康
そ
の
も
の
で
若
々
し
く
フ

ル
タ
イ
マ
ー
。
高
梨
健
治
君
は

今
も
老
健
施
設
勤
務
を
続
け
、

夫
人
亡
き
後
の
ん
び
り
自
適
生

活
。
石
山
君
は
老
々
介
護
だ
が

児
童
相
談
所
の
相
談
医
は
乞
わ

れ
て
抜
け
ら
れ
ず
。
瀬
川
君
は

心
ア
プ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
後
、

脊
椎
管
狭
窄
症
の
神
経
ブ
ロ
ッ

ク
を
、
吉
川
正
宏
君
は
子
息
へ

後
継
し
引
退
し
た
。
孫
は
東
北

大
学
医
学
部
へ
、
開
業
は
３
代

安
泰
。
伊
東
治
武
君
は
膵
臓

が
ん
術
後
４
年
半
で
再
発
徴
候

皆
無
、
週
２
回
後
継
子
息
の
外

来
診
療
を
手
伝
っ
て
い
る
。
小

野
君
は
東
京
月
島
へ
終
の
棲
家

を
、
週
１
回
筑
波
へ
健
診
事
業

に
、
最
近
運
動
に
目
覚
め
ゴ
ル

フ
を
愉
し
ん
で
い
る
。
土
井
修

　

今
年
の
参
旧
会
（
昭
39
）
は

東
京
勢
が
担
当
し
、
改
装
な
っ

た
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

で
、
令
和
初
と
し
て
、
５
月
19

日
に
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
者

数
は
偶
然
に
も
、
本
会
に
縁
の

ゐ の は な 同 窓 会 報
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守
屋
秀
繁
、
谷
口
克
、
伊
佐
治

尚
文
、
森
田
喜
崇
子
、
川
越
和

子
、
関
美
千
代

二
列
目
：
龍
野
勝
彦
、
高
橋
弘

昭
、
佐
野
元
昭
、
中
村
謙
介
、

西
牟
田
敏
之
、
本
多
陸
人
、
勝

俣
剛
志

三
列
目
：
板
谷
喬
起
、
小
林
茂

雄
、
森
田
清
、
小
柳
朝
明
、
忍

頂
寺
紀
彰
、
渡
辺
道
典

最
後
列
：
河
野
泉
、
更
科
廣
實
、

日
笠
山
一
郎
、
高
橋
稔
、
宮
本

忠
昭
、
片
倉
透
、
関
隆
郎

 

（
高
橋
稔
、
宮
本
忠
昭
）

線
治
療
の
結
果
を
現
在
専
門
的

に
解
析
し
て
い
る
と
紹
介
し
た
。

既
に
故
人
と
な
ら
れ
た
同
級
生

も
現
在
に
お
い
て
尚
強
い
き
ず

な
で
結
ば
れ
て
お
り
、
生
涯
の

友
人
で
あ
る
こ
と
を
想
起
す
る

話
と
し
て
共
感
を
呼
ん
だ
。

　

次
年
度
は
、
中
村
謙
介
君
、

佐
野
元
昭
君
に
幹
事
を
引
き
受

け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

東
京
で
開
催
す
る
こ
と
が
予
告

さ
れ
て
散
会
し
た
。

写
真
右
か
ら

前
列
：
服
部
孝
道
、
大
沼
直
躬
、

療
課
長
に
昇
進
し
現
場
を
統
括

す
る
治
療
医
で
あ
る
。
見
学
し

た
ば
か
り
の
シ
ス
テ
ム
の
解
説

を
し
、
全
治
療
成
績
を
紹
介
し

た
後
、
専
門
の
肺
癌
治
療
及
び

特
に
早
期
肺
癌
の
１
回
照
射
法

の
成
績
を
具
体
的
に
詳
し
く
紹

介
し
た
。
当
治
療
法
は
、
今
回

の
幹
事
の
宮
本
忠
昭
が
在
職
中

に
開
始
し
、
後
任
の
山
本
先
生

が
引
き
継
い
だ
。
山
本
先
生
は

信
州
大
学
を
卒
業
後
千
葉
大
学

呼
吸
器
外
科
に
入
局
し
、
放
医

研
に
派
遣
さ
れ
た
経
歴
が
あ
る
。

同
医
局
と
同
医
局
の
教
授
で

あ
っ
た
藤
澤
君
か
ら
特
に
全
面

的
協
力
と
支
援
を
得
て
い
る
。

　

講
演
終
了
後
は
、
代
表
幹
事

の
守
屋
秀
繁
君
の
挨
拶
に
続
い

て
出
席
者
全
員
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
現
況
や
思
い
が
笑
い
を
誘

い
つ
つ
和
や
か
に
紹
介
さ
れ
た
。

特
に
更
科
廣
實
君
が
、
故
原
征

洋
君
（
頭
頚
部
初
発
の
肉
腫
）

と
若
き
日
に
開
聞
岳
に
一
緒
に

登
っ
た
時
の
こ
と
を
思
い
だ
し
、

昨
年
７
月
に
開
聞
岳
登
山
に
再

挑
戦
し
た
が
、
炎
天
下
で
大
変

だ
っ
た
。
し
か
し
、
故
原
君
の

声
に
励
ま
さ
れ
て
登
頂
に
成
功

で
き
た
と
、
感
激
の
思
い
を
語

り
出
席
者
皆
の
共
感
を
得
た
。

ま
た
、
宮
本
は
故
高
部
吉
庸
君

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
、
結
城
五
郎
、
サ

ン
ト
リ
ー
ミ
ス
テ
リ
ー
賞
を
受

賞
し
た
小
説
家
）
の
膵
臓
癌
の

闘
病
と
最
後
に
ま
つ
わ
る
話
を

紹
介
し
、
彼
が
受
け
た
重
粒
子

と
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

た
。
直
径
36
メ
ー
ト
ル
の
２
重

の
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
か
ら
な
る

装
置
が
、
25
年
間
故
障
も
な
く

稼
働
し
治
療
を
支
え
て
い
る
。

ま
た
治
療
室
は
改
良
さ
れ
数
年

前
に
新
た
に
増
築
さ
れ
た
新
治

療
棟
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
３

０
０
ト
ン
も
あ
る
回
転
ガ
ン
ト

リ
ー
が
新
設
さ
れ
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
制
御
の
照
射
台
な
ど
と
共

に
一
連
の
照
射
装
置
に
組
み
込

ま
れ
快
適
な
治
療
を
可
能
に
し

て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

日
本
の
優
れ
た
物
理
工
学
に
よ

り
医
療
用
に
特
化
し
て
建
設
さ

れ
た
巨
大
加
速
器
で
あ
り
一
見

の
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

午
後
の
ク
ラ
ス
会
の
会
場
で

は
冒
頭
に
放
医
研
治
療
課
長
山

本
直
敬
先
生
の
ミ
ニ
レ
ク
チ
ュ

ア
が
行
わ
れ
た
。
現
在
、
骨
軟

部
腫
瘍
、
小
児
が
ん
、
頭
頚
部

癌
、
前
立
腺
癌
は
保
険
収
載
さ

れ
健
康
保
険
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
。
肺
癌
、
肝
癌
、
膵
臓
癌

な
ど
そ
の
他
の
諸
臓
器
癌
は
ま

だ
高
度
先
進
医
療
の
対
象
で
あ

り
３
１
４
万
の
治
療
費
が
か
か

る
が
、
近
く
保
険
収
載
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。
私
達
も
、
高
齢

と
な
り
手
術
あ
る
い
は
そ
れ
以

上
の
治
療
効
果
が
あ
り
、
身
体

に
優
し
い
こ
の
治
療
に
関
心
が

高
い
の
か
、
多
く
の
仲
間
が
見

学
に
訪
れ
た
。
す
で
に
治
療
を

受
け
た
仲
間
や
希
望
す
る
仲
間

も
い
る
。
山
本
先
生
は
、
新
治

　

今
年
の
昭
和
42
年
卒
の
ク
ラ

ス
会
（
通
称
ち
よ
に
会
）
は
、

平
成
31
年
４
月
21
日
（
日
）
午

後
１
時
か
ら
３
時
迄
ホ
テ
ル
グ

リ
ー
ン
タ
ワ
ー
幕
張
で
行
わ
れ

た
。

　

例
年
は
、
６
月
の
第
１
日
曜

日
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
が
、
今
回
は
午
前
中
に

放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
（
放

医
研
）
の
、
市
民
一
般
に
向
け

た
所
内
公
開
日
に
合
わ
せ
て
見

学
が
企
画
さ
れ
た
。
そ
の
た
め

例
年
よ
り
２
か
月
早
く
開
催
さ

れ
た
。
放
医
研
見
学
の
後
、
会

場
に
は
28
名
（
内
放
医
研
見
学

者
25
名
）
が
参
加
し
た
。
今
年

は
幸
い
黙
祷
の
対
象
者
は
な
か
っ

た
。
参
加
を
予
定
し
て
い
た
大

場
俊
英
、
高
崎
健
、
林
益
子
、

藤
澤
武
彦
諸
先
生
は
当
日
の
仕

事
な
ど
の
都
合
で
欠
席
し
た
。

　

放
医
研
は
、
前
年
（
平
成

30
年
）
国
策
で
旧
原
研
と
統
合

さ
れ
正
式
に
はQ

ST

国
立
研

究
開
発
機
構
・
放
射
線
医
学

総
合
研
究
所
と
改
名
さ
れ
て
い

る
。
見
学
は
、
重
粒
子
線
が
ん

治
療
装
置
（H

IM
A

C

）
と

治
療
室
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。

H
IM

A
C

は
、
地
下
60
メ
ー
ト

ル
に
埋
め
ら
れ
普
通
は
見
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ

の
日
は
特
別
に
一
般
公
開
が
さ

れ
た
日
の
た
め
、
詳
細
に
見
学

三
列
目
：
阿
部
一
憲
、
鈴
木
守
、

鈴
村
博
一
、
山
本
弘
、
今
野
貞

夫
、
中
村
征
一
郎
、
河
井
克
仁
、

深
尾
立
、
計
見
一
雄
、
山
口
正

敏
、
山
本
夫
人
、
山
口
夫
人
、

崎
山
樹

 

（
山
本
弘
）

二
列
目
：
秋
草
克
彦
、
碓
井
貞

仁
、
万
本
夫
人
、
高
根
夫
人
、

河
野
守
正
、
山
下
武
広
、
清
水

天
、
伊
藤
晴
夫
、
大
塚
嘉
則
、

上
原
朗
、
深
尾
夫
人
、
秋
草
夫

人
、
重
松
夫
人
、
鈴
木
夫
人
、

額
賀
夫
人

ゐ の は な 同 窓 会 報
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つ
研
修
病
院
と
し
て
、
人
気
が

高
い
施
設
で
あ
る
。

　

専
門
科
の
特
徴
の
一
部
を
紹

介
す
る
。

内
分
泌
糖
尿
病
内
科
：
糖
尿
病

に
加
え
日
本
の
代
表
的
な
内
分

泌
疾
患
セ
ン
タ
ー
（
ア
ル
ド
ス

テ
ロ
ン
症
等
）
と
し
て
機
能
。

腫
瘍
内
科
：
本
邦
で
も
数
少
な

い
専
門
家
の
診
療
が
可
能
で
緩

和
医
療
に
も
精
通
。

神
経
内
科
：
脳
神
経
外
科
と
と

も
に
脳
血
管
内
治
療
や
、
筋
疾

患
か
ら
難
病
ま
で
扱
う
。

た
い
。

　

一
方
、
研
修
希
望
者
が
考
え

る
良
き
研
修
と
は
何
で
あ
ろ
う

か
。
学
生
た
ち
は
異
口
同
音
に
、

周
り
に
良
い
仲
間
が
い
る
、様
々

な
症
例
を
経
験
で
き
る
、
自
分

で
考
え
る
時
間
を
持
て
る
、
や

り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
を
経
験

で
き
る
、
良
い
指
導
医
が
多
く

い
る
、
な
ど
の
条
件
を
挙
げ
る
。

そ
し
て
住
環
境
を
含
め
過
不
足

な
い
給
与
を
望
ん
で
い
る
。
当

院
は
そ
れ
ら
を
十
分
に
満
た
す

都
会
型
有
機
的
診
療
体
制
を
持

い
る
。

　

当
院
の
モ
ッ
ト
ー
を
示
す
。

１
勤
労
者
医
療
の
展
開

２
高
度
医
療
の
実
践

３
救
急
医
療
の
充
実

４
地
域
医
療
の
支
援

５
安
全
な
医
療
の
定
着

６
優
れ
た
医
療
者
の
育
成
、
と

な
り
、
特
に
教
育
体
制
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
そ
の
基
本
方
針

は
、
医
師
と
し
て
の
研
修
は
、
生

涯
継
続
す
る
点
を
強
調
し
て
お

り
、
傍
観
者
的
研
修
は
不
要
で
、

研
修
の
場
は
独
立
心
と
責
任
感

を
植
え
付
け
る
厳
し
さ
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
自
分
だ

け
で
は
な
く
周
囲
へ
の
影
響
も
大

き
い
為
、G

roup dynam
ics

が
組
織
活
性
化
の
方
向
に
動
い

て
い
く
よ
う
病
院
全
体
で
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

　

研
修
医
と
し
て
は
、
診
療
能

力
を
高
め
る
努
力
を
２
年
間
続

け
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
協

調
性
を
大
切
に
し
つ
つ
、
互
い

に
切
磋
琢
磨
す
る
関
係
を
築
く

こ
と
が
で
き
る
人
を
望
ん
で
い

る
。
そ
し
て
、
可
能
な
限
り
秀

で
た
人
材
と
し
て
、
将
来
日
本

の
医
療
の
中
心
を
担
う
大
望
を

胸
に
秘
め
た
個
性
あ
る
ユ
ニ
ー

ク
か
つ
荒
削
り
な
人
物
を
求
め

お
り
ま
す
。
少
人
数
の
医
局
だ

か
ら
こ
そ
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
お

応
え
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
が

当
科
の
魅
力
で
す
。

　

千
葉
大
学
腎
臓
内
科
は
、
出

身
大
学
が
多
様
な
だ
け
で
な
く
、

外
科
系
診
療
科
で
の
診
療
経
験

の
あ
る
医
師
、
県
外
施
設
で
腎

臓
研
修
を
行
っ
て
き
た
医
師
な

ど
、
そ
の
経
歴
が
多
様
性
に
富

ん
で
い
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。

た
と
え
ば
、
糸
球
体
疾
患
の
病

因
解
明
や
治
療
薬
の
開
発
を
目

指
す
先
生
、
透
析
用
バ
ス
キ
ュ

ラ
ー
ア
ク
セ
ス
（
内
シ
ャ
ン
ト

な
ど
）
作
成
な
ど
の
内
科
医
で

あ
り
な
が
ら
手
術
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
を
目
指
す
先
生
、
腎
生

検
検
体
の
染
色
か
ら
病
理
所
見

に
精
通
す
る
こ
と
を
目
指
す
先

生
、
医
学
教
育
に
特
化
し
た
教

育
担
当
医
師
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
自
身
の
経
験
や
知
識
を
生
か

し
て
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良
く
日
々

の
業
務
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
腎
臓
内
科
で
の
研

修
を
考
え
て
い
る
先
生
方
に
も
、

自
分
の
長
所
や
特
性
を
み
つ
け

て
、
個
々
が
千
葉
大
学
腎
臓
内

科
の
唯
一
無
二
の
重
要
な
存
在

と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

る
こ
と
の
ひ
と
つ
に
、
腎
臓
専

門
医
・
透
析
専
門
医
の
育
成
が

あ
り
ま
す
。
内
科
専
門
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
す
る
専
攻
医

だ
け
で
な
く
、
す
で
に
内
科
研

修
を
終
え
た
先
生
や
、
新
た
に

腎
臓
内
科
を
学
び
た
い
と
考
え

る
先
生
に
対
し
て
も
、
専
門
医

取
得
に
向
け
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
よ
り

専
門
分
野
に
特
化
し
た
研
修
を

ご
希
望
の
先
生
に
対
応
で
き
る

よ
う
「
自
由
設
計
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

も
用
意
し
て
い
ま
す
。
腎
病
理
、

血
液
浄
化
、
基
礎
研
究
な
ど
特

定
の
分
野
に
関
心
の
高
い
先
生

に
は
、
で
き
る
だ
け
希
望
に
沿
っ

た
研
修
が
で
き
る
よ
う
個
別
に

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
同
様

に
、
様
々
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

に
よ
っ
て
規
定
通
り
の
研
修
を

行
う
こ
と
が
難
し
い
方
に
は
、

キ
ャ
リ
ア
が
中
断
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
支
援
し
て
い
く
こ
と

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
学
院
へ
進
学
し
た
場
合
に
は
、

基
礎
研
究
だ
け
で
な
く
臨
床
研

究
で
の
学
位
取
得
も
指
導
し
て

　

千
葉
大
学
腎
臓
内
科
は
、
旧

第
一
内
科
の
５
研
か
ら
始
ま
り
、

消
化
器
・
腎
臓
内
科
と
な
っ
た

の
ち
、
２
０
１
７
年
５
月
に
腎

臓
内
科
学
講
座
が
新
設
さ
れ
教

授
と
し
て
淺
沼
克
彦
が
就
任
し

ま
し
た
。

　

千
葉
県
は
そ
の
人
口
に
比
べ

腎
臓
専
門
医
数
が
少
な
く
、
北

海
道
と
同
等
と
い
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
外
来
に
は
、
腎
炎
・

ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
を
は
じ
め
、

保
存
期
腎
不
全
や
透
析
を
要
す

る
末
期
腎
不
全
症
例
ま
で
沢
山

の
患
者
さ
ん
が
来
院
さ
れ
て
い

ま
す
。
複
雑
な
併
存
症
の
た
め

他
診
療
科
と
連
携
す
る
機
会
も

多
く
、
大
学
病
院
の
腎
臓
内
科

と
し
て
の
意
義
を
日
々
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。
現
在
は
小
さ
な

診
療
科
で
す
が
、
医
局
員
全
員

で
千
葉
大
学
腎
臓
内
科
の
歴
史

を
作
っ
て
い
く
こ
と
、
千
葉
県

の
腎
臓
病
患
者
の
最
後
の
砦
と

し
て
腎
臓
病
診
療
を
支
え
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
邁
進
し
て
お

り
ま
す
。

　

当
科
で
最
も
力
を
入
れ
て
い

　

横
浜
労
災
病
院
は
１
９
９
１

年
に
新
設
さ
れ
た
６
５
０
床
の

労
災
病
院
で
、
厚
生
労
働
省
関

連
施
設
・
独
立
行
政
法
人
組
織

と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
総

医
師
数
２
６
５
名
（
正
規
医
師
：

１
４
７
名
、
専
修
医
：
65
名
、

後
期
研
修
医
：
９
名
、
専
門
医

制
度
専
攻
医
：
９
名
、
初
期
研

修
医
：
35
名
、
う
ち
東
京
大
学

た
す
き
が
け
３
名
、
横
浜
市
立

大
学
た
す
き
が
け
２
名
、
千
葉

大
学
た
す
き
が
け
１
名
、
歯
科

研
修
医
１
名
）
の
構
成
を
も
ち
、

横
浜
市
北
東
部
中
核
施
設
と
し

て
横
浜
市
の
北
部
医
療
圏
の
中

心
と
な
る
高
度
医
療
セ
ン
タ
ー

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
横
浜
市

港
北
区
・
神
奈
川
区
・
都
筑
区
・

緑
区
な
ど
の
区
民
を
守
る
急
性

期
医
療
を
展
開
し
て
い
る
病
院

で
あ
る
。
地
域
医
療
支
援
病
院

で
あ
り
、
地
域
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
で
も
あ
り
、
ス
ー
パ
ー

Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
持
つ
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
を
併
設
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
多
く
の
医
学
生
が
見
学

に
来
院
し
優
秀
な
人
材
が
マ
ッ

チ
ン
グ
に
参
加
す
る
医
療
施
設

と
な
っ
て
お
り
、
同
時
に
、
薬
学

部
学
生
な
ど
医
師
以
外
の
職
種

の
研
修
指
定
病
院
と
も
な
っ
て

ゐ の は な 同 窓 会 報

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院

腎
臓
内
科

　

千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院　

腎
臓
内
科
学

教
授　

淺　

沼　

克　

彦
（
順
天
堂
大
・
平
７
）

横
浜
労
災
病
院

　

名
誉
院
長
・
千
葉
大
学
医
学
部
臨
床
教
授

　

西　

川　

哲　

男
（
昭
47
）



（ 17 ） 研修プログラム  第 182 号

大
・
平
５
）、
外
科
：
大
塚
亮

太
（
新
潟
大
・
平
22
）、
玉
地

智
英
（
島
根
大
・
平
22
）、
高

橋
有
未
子
（
琉
球
大
・
平
22
）、

佐
々
木
匡
啓
（
獨
協
医
大
・
平

27
）、
小
児
外
科
：
大
野
幸
恵

（
平
17
）、
泌
尿
器
科
部
長
：
永

田
眞
樹
（
平
３
）、
泌
尿
器
科
：

井
上
淳
（
平
10
）、
宮
崎
兼
考

（
平
14
）、
千
葉
量
人
（
平
14
）、

佐
藤
航
大
（
平
26
）、
田
村
貴

明
（
平
26
）、
臨
床
研
修
医
：

城
野
誉
士
（
平
30
）、
妹
尾
杏

奈
（
平
30
）、
竹
内
幹
人
（
平

30
）、
新
井
友
理
（
平
31
）

晃
（
昭
60
）、
内
分
泌
・
糖
尿

病
セ
ン
タ
ー
長
：
斎
藤
淳
（
愛

媛
大
・
昭
62
）、
リ
ウ
マ
チ
・

膠
原
病
セ
ン
タ
ー
長
：
北
靖
彦

（
昭
62
）、
糖
尿
病
内
科
部
長
：

鶴
谷
悠
也
（
平
15
）、
内
分
泌
・

代
謝
内
科
：
滝
口
朋
子
（
島
根

大
・
平
20
）、
膠
原
病
内
科
部

長
：
藤
原
道
雄
（
宮
崎
医
大
・

平
10
）、
阿
部
和
也
（
平
28
）、

血
液
内
科
部
長
：
阿
部
大
二
郎

（
山
口
大
・
平
11
）、
消
化
器
内

科
：
芹
澤
奏
（
平
28
）、
遠
山

翔
大
（
平
29
）、
外
科
部
長
：

篠
藤
浩
一
（
平
４
）、
消
化
器

外
科
部
長
：
岡
崎
靖
史
（
弘
前

１
名
。

　

平
成
31
年
度
で
は
、
慶
応
義

塾
大
学
５
名
、
横
浜
市
立
大
学

３
名
、
札
幌
医
科
大
学
、
群
馬

大
学
、
千
葉
大
学
、
北
里
大
学
、

東
海
大
学
、
岡
山
大
学
、
宮
崎

大
学
各
１
名
（
男
性
10
名
、
女

性
５
名
）
で
あ
る
。
後
期
研
修

制
度
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
新

専
門
医
制
度
で
は
、
専
門
医
機

構
の
指
針
に
従
っ
て
内
科
、
小

児
科
、
救
急
で
基
幹
病
院
と
し

て
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
研
修

を
実
施
、
そ
の
ほ
か
の
診
療
科

は
各
大
学
の
関
連
施
設
と
な
っ

て
い
る
。
内
科
は
、
初
年
度
７

名
、
本
年
度
は
８
名
が
内
科
専

門
医
研
修
に
入
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
当
院
の
研
修
制
度
は

極
め
て
多
彩
か
つ
効
率
的
な
卒

後
研
修
を
施
行
し
、
そ
の
後
大

学
や
専
門
施
設
で
の
さ
ら
な
る

研
鑽
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
の

メ
イ
ヨ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
目
指

す
と
職
員
を
鼓
舞
し
て
き
た
結

果
、
各
診
療
科
を
含
め
医
療
職

の
皆
さ
ん
も
率
先
し
て
若
い
医

師
の
教
育
に
携
わ
っ
て
も
ら
い
、

当
院
で
の
研
修
で
社
会
性
と
人

間
性
を
高
め
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

当
院
在
籍
の
ゐ
の
は
な
同
窓

会
員
を
紹
介
し
ま
す
。

名
誉
院
長
：
西
川
哲
男
（
昭

47
）、
元
副
院
長
（
外
科
）：
尾

崎
正
彦
（
昭
52
）、
元
副
院
長
、

前
鹿
島
労
災
病
院
長
（
泌
尿

器
科
）：
山
口
邦
雄
（
昭
53
）、

副
院
長
、
内
科
部
長
：
平
澤

は
他
院
で
研
修
）、
各
１
ヶ
月

（
４
週
間
以
上
）。
外
科
は
、
外

科
、
心
臓
血
管
外
科
、
呼
吸
器

外
科
、
整
形
外
科
、
脳
神
経
外

科
、
泌
尿
器
科
の
６
分
野
か
ら

１
分
野
を
選
ぶ
。

　

こ
の
よ
う
に
多
彩
な
選
択
性

（
約
１
年
間
自
由
に
選
択
可
能
）

と
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
変
更
可
能

な
ロ
ー
テ
ー
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
積
極
的
に
学
術

活
動
に
参
加
し
て
知
識
の
向
上

や
発
表
の
技
術
を
習
得
し
て
も

ら
い
、
そ
の
際
の
参
加
費
や
旅

費
の
補
助
も
行
っ
て
い
る
。
過

去
12
年
間
の
研
修
医
の
出
身
大

学
は
、
横
浜
市
立
大
学
33
名
、

慶
応
義
塾
大
学
30
名
、
千
葉
大

学
25
名
、
日
本
医
科
大
学
８
名
、

福
島
県
立
医
科
大
学
７
名
、
北

海
道
大
学
、
東
京
大
学
、
東
京

慈
恵
会
医
科
大
学
各
６
名
、
山

梨
大
学
５
名
、
東
北
大
学
、
群

馬
大
学
各
４
名
、
筑
波
大
学
、

順
天
堂
大
学
、
札
幌
医
科
大
学
、

東
京
女
子
医
科
大
学
各
３
名
、

旭
川
医
科
大
学
、
弘
前
大
学
、

新
潟
大
学
、
大
阪
大
学
、
香
川

大
学
、
熊
本
大
学
、
鹿
児
島
大

学
、
産
業
医
科
大
学
、
琉
球
大

学
、
東
海
大
学
各
２
名
、
秋
田

大
学
、
金
沢
大
学
、
滋
賀
医
科

大
学
、
信
州
大
学
、
浜
松
医
科

大
学
、
岐
阜
大
学
、
岡
山
大
学
、

島
根
大
学
、
宮
崎
大
学
、
奈
良

県
立
医
科
大
学
、
大
阪
市
立
大

学
、
昭
和
大
学
、
北
里
大
学
各

循
環
器
内
科
：
救
急
に
対
応

し
、
心
カ
テ
数
が
多
く
、
不
整

脈
治
療
を
行
う
。

整
形
外
科
：
外
傷
治
療
が
多

い
。
脊
椎
外
科
も
多
数
。

脳
神
経
外
科
：
脳
腫
瘍
を
扱
い

ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
治
療
を
行
う
。

泌
尿
器
科
：
前
立
腺
が
ん
等
手

術
例
数
が
多
く
、
い
ち
早
く
ダ

ヴ
ィ
ン
チ
手
術
を
開
始
。

集
中
治
療
科
：
高
度
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を

備
え
て
い
る
。

心
療
内
科
：
食
思
不
振
症
を
含

め
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー

を
併
設
し
て
い
る
。

　

当
院
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

示
す
。
必
修
科
目
は
、
①
内
科

６
ヶ
月
（
24
週
間
以
上
）：
呼
吸

器
内
科
、
神
経
内
科
、 

循
環
器

内
科
、
消
化
器
内
科
、
内
分
泌
・

代
謝
内
科
／
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原

病
内
科
、
腎
臓
内
科
、
血
液
内

科
／
腫
瘍
内
科
の
７
分
野
か
ら

３
分
野
以
上
を
研
修
。
②
救
急

３
ヶ
月
（
12
週
間
以
上
）：
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
で
の
２
ヶ
月
＋

１
年
次
６
月
以
降
の
夜
間
休
日

当
直
で
１
ヶ
月
分
。
③
地
域
医

療
１
ヶ
月
（
４
週
間
以
上
、
２

年
次
）。
平
戸
市
民
病
院
、
平

戸
市
立
生
月
病
院
、
青
洲
会
病

院
（
平
戸
市
内
）、
横
浜
市
総

合
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
と
福
村

内
科
、
横
浜
市
総
合
保
健
医
療

セ
ン
タ
ー
と
福
澤
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

か
ら
１
つ
を
選
択
し
て
研
修
す

る
。
④
外
科
、
小
児
科
、
産
婦

人
科
、
精
神
科
（
精
神
科
研
修

い
っ
た
よ
う
に
様
々
な
病
態
を

対
象
と
し
、
手
技
も
多
く
診
断

か
ら
治
療
ま
で
を
行
え
る
消
化

器
内
科
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。

初
期
研
修
に
お
い
て
指
導
医
の

先
生
方
の
熱
心
な
ご
指
導
の
下
、

様
々
な
症
例
を
経
験
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
消
化
器
内
科
へ
の
興

味
が
さ
ら
に
強
く
な
り
入
局
を

決
意
し
ま
し
た
。

　

青
葉
病
院
の
後
期
研
修
で
は
、

数
多
く
の
消
化
器
疾
患
症
例
を

担
当
し
、
内
視
鏡
検
査
・
治
療
お

よ
び
病
棟
・
救
急
外
来
診
療
な

ど
の
業
務
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
上
下
消
化
管
内
視
鏡

検
査
の
み
な
ら
ずE

R
C

P （en-
doscopic retrograde chol-
angiopancreatography

）、

P
T

G
B

A
 

（percutaneous 
transhepatic gallbladder 
aspiration

）、E
M

R
 （endo-

scopic m
ucosal resection

）、

E
V

L
 （endoscopic variceal 

ligation

）、TA
C

E
 

（trans-
catheter arterial chem

o-
em

bolization

）と
い
っ
た
治
療

も
術
者
と
し
て
数
多
く
経
験
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

社
会
的
な
問
題
を
か
か
え
る
患

者
も
多
く
、
診
療
を
行
う
中
で

社
会
的
解
決
能
力
も
向
上
し
ま

し
た
。

　

現
在
は
千
葉
大
学
病
院
で
病 

棟
業
務
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

当
科
は
現
在
、
肝
臓
・
消
化
管
・

胆
膵
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お

り
、
私
は
現
在
肝
臓
グ
ル
ー
プ

消
化
器
内
科
に
入
局
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
初
期
研
修
を
行
っ
た

青
葉
病
院
で
後
期
研
修
医
と
し

て
１
年
間
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
現
在
は
千
葉
大
学
医
学
部

附
属
病
院
で
研
修
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

学
生
の
頃
か
ら
、
消
化
管
・

肝
胆
膵
と
幅
広
く
臓
器
を
見
る

中
で
、
胃
癌
・
肝
癌
な
ど
の
悪

性
腫
瘍
や
慢
性
肝
炎
・
炎
症
性

腸
疾
患
な
ど
の
炎
症
性
疾
患
と

　

私
は
２
０
１
６
年
に
千
葉
大

学
を
卒
業
し
、
千
葉
市
立
青
葉

病
院
で
２
年
間
の
初
期
研
修
を

終
え
た
の
ち
に
、
千
葉
大
学
医

学
部
附
属
病
院
内
科
専
門
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入
り
同
病
院
の

研修医だより

に
て
大
学
病
院
な
ら
で
は
の
最

先
端
の
治
療
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
難
し
い
症
例
も
多
い
で
す

が
、
ど
の
先
生
も
気
さ
く
か
つ

丁
寧
に
ご
教
授
下
さ
る
た
め
、

安
心
し
て
診
療
に
当
た
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
代
か
ら
内
科
専
門

医
制
度
が
変
更
と
な
り
後
期
研

修
３
年
間
の
中
で
多
く
の
症
例

の
経
験
が
必
要
と
な
り
ま
し
た

が
、
当
院
の
内
科
専
門
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
関
連
病
院
に
お

い
て
も
大
学
病
院
に
お
い
て
も

消
化
器
の
み
な
ら
ず
内
科
全
般

の
研
修
を
行
う
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
内
科
医
を
目
指

す
後
期
研
修
医
に
と
っ
て
充
実

し
た
研
修
が
送
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
そ
の
中
で
消
化
器
内

科
に
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方

は
、
千
葉
大
学
消
化
器
内
科
に

て
共
に
働
け
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

研
修
医
だ
よ
り

千
葉
大
学
病
院
で
の
後
期
研
修
に
臨
ん
で

　

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院　

消
化
器
内
科

　

堀　

尾　

亮　

輔
（
平
28
）

ご住所・ご勤務先等に変更がござい

ましたら当会にもご一報ください。

電話　（０４３）２０２－３７５０

FAX　（０４３）２０２－３７５３

e-mail：info@inohana.jp
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祖
父
は
兵
衛
胤
喜
と
い
い
、
曽

祖
父
は
関
大
和
守
胤
直
と
称
し

て
老
尾
神
社
の
神
官
匝
瑳
重
波

に
国
学
を
学
び
香
取
・
海
上
・

匝
瑳
に
多
数
の
門
下
生
を
も
っ

た
と
あ
る
。
卿
輔
の
旧
姓
は
関

で
父
の
名
を
世
襲
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
卿
輔
が
大
久
保
家
に
士

官
し
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
。

大
久
保
家
は
南
條
村
柴
崎
に
知

行
所
を
持
っ
て
い
た
。
そ
こ
の

優
秀
な
農
民
で
あ
っ
た
卿
輔
を

取
り
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

高
禄
の
旗
本
は
算
術
の
勉
強

な
ど
し
な
い
。
算そ
ろ

盤ば
ん

勘
定
は
商

人
が
や
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
高
禄
の
旗
本
と
い
え
ど
も
知

行
所
か
ら
の
年
貢
米
の
取
り
立

て
、
家
計
の
運
営
な
ど
に
読
み

書
算
盤
の
知
識
は
必
要
で
あ
る
。

知
行
所
に
こ
の
よ
う
な
人
材
を

求
め
る
こ
と
は
珍
し
く
な
か
っ

た
。
当
時
庶
民
の
読
み
書
き
は

平
仮
名
を
用
い
た
。
一
方
武
家

は
漢
文
調
の
漢
字
文
を
用
い
た
。

従
っ
て
農
民
が
中ち
ゅ
う
げ
ん間や
下
男
と

し
て
で
は
な
く
、
士
分
と
し
て

旗
本
に
仕
え
る
た
め
に
は
当
然

漢
字
文
に
堪
能
で
な
く
て
は
な

ら
な
か
っ
た
。

　

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の

侠き
ょ
う
か
く
客
の
親
分
清
水
の
次
郎
長
の

直
筆
の
手
紙
が
残
さ
れ
て
い
る

が
、
す
べ
て
平
仮
名
で
書
か
れ

て
い
る
。
も
っ
と
も
当
時
の
博ば
く

徒と

が
読
み
書
き
が
で
き
た
と
い

う
こ
と
自
体
が
稀
有
で
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
。

　

関
谷
先
生
、
長
ら
く
お
疲
れ

様
で
し
た
。
衷
心
よ
り
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
激
動
の
な
か
で
ご

退
任
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
を

後
に
関
谷
先
生
御
自
身
か
ら
う

か
が
い
ま
し
た
。
医
療
資
源
の

集
約
化
は
、
そ
の
後
の
産
婦
人

科
医
療
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ

と
な
り
ま
し
た
。
医
療
資
源
の

集
約
化
は
と
て
も
難
し
い
作
業

で
あ
り
、
関
谷
教
授
の
ご
苦
労

が
い
か
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
想
像

に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
つ
、
関
谷
先
生
の
思

い
出
を
語
る
に
あ
た
っ
て
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
先
生
は
、
こ
の
５
年

あ
ま
り
に
渡
っ
て
闘
病
生
活
を

続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
入
院

と
手
術
を
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た

が
、
退
院
後
は
で
き
る
限
り
速

や
か
に
診
療
に
戻
ら
れ
る
の
が

常
で
し
た
。
一
通
り
の
手
術
治

療
を
終
え
ら
れ
る
と
で
き
る
だ

け
早
く
退
院
さ
れ
、
診
療
業
務

を
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
入
院
中

に
教
室
員
が
先
生
の
代
診
を
勤

め
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
教
室

員
の
負
担
を
減
ら
す
べ
く
で
き

る
限
り
早
く
診
療
に
戻
ら
れ
る

よ
う
に
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
退
院
時
に
は
い
つ
も

感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
闘
病
生
活
に
一
言
の
愚
痴

を
こ
ぼ
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ

た
こ
と
も
、
関
谷
先
生
の
お
人

柄
を
現
し
て
い
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
多
く
の
業
績

を
残
さ
れ
た
先
生
で
し
た
が
、

易
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
現
代
に
お
い
て
も
、
遺
伝
子

操
作
を
加
え
ず
に
初
代
培
養
か

ら
細
胞
株
を
樹
立
す
る
こ
と
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
ぐ

い
稀
な
ス
キ
ル
と
忍
耐
、
そ
し

て
運
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
ら
れ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
先
生
が

樹
立
さ
れ
た
細
胞
株
は
現
在
教

室
内
で
も
保
存
し
て
お
り
、
必

要
に
応
じ
て
教
室
員
も
研
究
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

関
谷
名
誉
教
授
が
教
室
を
主

催
さ
れ
た
11
年
間
に
多
く
の
産

婦
人
科
医
が
育
ち
ま
し
た
。
こ

の
関
谷
教
室
の
卒
業
生
た
ち
が
、

現
在
の
産
婦
人
科
医
局
を
支
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。
先
生
の
教

育
方
針
は
、
一
言
で
表
現
す
る

と
自
主
自
立
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
教
室
員

ひ
と
り
ひ
と
り
の
意
思
を
尊
重

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進
む
こ

と
を
見
守
る
、
そ
の
よ
う
な
ス

タ
ン
ス
で
あ
っ
た
と
推
察
し
て

い
ま
す
。

　

先
生
が
退
任
さ
れ
た
平
成
17

年
の
少
し
前
か
ら
、
全
国
で
医

療
過
誤
や
医
療
訴
訟
な
ど
の
問

題
が
相
次
ぎ
、
国
立
大
学
が
大

学
法
人
へ
と
変
わ
る
な
ど
社
会

情
勢
の
大
き
な
変
革
が
始
り
ま

し
た
。
千
葉
大
で
も
助
産
婦
学

校
が
閉
鎖
さ
れ
、
産
婦
人
科
医

不
足
が
表
面
化
し
て
関
連
病
院

の
集
約
化
を
図
る
な
ど
の
対
応

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
１
月
４
日
に
千
葉

大
学
名
誉
教
授
、
産
婦
人
科
学

教
室
八
代
目
教
授
で
あ
っ
た
関

谷
宗
英
先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧

げ
ま
す
。

　

関
谷
宗
英
名
誉
教
授
は
、
昭

和
40
年
に
千
葉
大
学
医
学
部
を

卒
業
さ
れ
、
附
属
病
院
で
イ
ン

タ
ー
ン
の
後
直
ち
に
千
葉
大
学

医
学
部
産
科
婦
人
科
学
教
室
に

入
局
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
院
医

学
研
究
科
を
昭
和
45
年
に
終
え

医
学
博
士
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
保
健

医
学
研
究
所
（
パ
リ
）
に
ご
留

学
の
後
、
本
学
の
講
師
（
昭
和

53
〜
62
年
、
８
年
10
カ
月
）、
助

教
授
（
昭
和
62
年
〜
平
成
５
年
、

６
年
６
カ
月
）
を
経
て
、
平
成

５
年
に
教
授
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
17
年
３
月
に
退
官
さ

れ
る
ま
で
、
11
年
に
渡
っ
て
教

授
と
し
て
千
葉
大
学
産
婦
人
科

を
牽
引
さ
れ
ま
し
た
。
医
員
と

し
て
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
数
え
る

と
33
年
間
と
い
う
長
さ
で
す
。

　

関
谷
先
生
の
ご
専
門
は
、
婦

人
科
腫
瘍
学
で
し
た
。
ベ
ッ
ド

サ
イ
ド
で
治
療
の
難
し
い
癌
患

者
さ
ん
を
担
当
さ
れ
、
治
し
て

あ
げ
た
い
と
い
う
強
い
思
い
か

ら
、
が
ん
を
テ
ー
マ
に
選
ば
れ

た
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
一
貫
し
て
癌
の
研
究
と

治
療
に
邁
進
さ
れ
、
数
多
く
の

成
果
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

関
谷
先
生
の
ご
業
績
の
一
つ

は
、
抗
が
ん
剤
の
多
剤
併
用
療

法
で
す
。
多
剤
併
用
療
法
は
現

在
で
は
癌
治
療
の
常
識
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
関
谷
先
生
は
わ

が
国
の
婦
人
科
診
療
で
最
初
に

多
剤
併
用
療
法
を
導
入
し
、
婦

人
科
癌
治
療
成
績
の
向
上
に
大

き
な
足
跡
を
残
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

関
谷
先
生
の
著
明
な
ご
業
績

の
二
つ
目
は
、H

M

やIM
a

な

ど
の
が
ん
細
胞
株
の
樹
立
で
す
。

先
生
は
細
胞
培
養
が
お
上
手
で
、

絨
毛
癌
や
卵
巣
癌
な
ど
の
腫
瘍

組
織
か
ら
、
数
多
く
の
細
胞
株

を
樹
立
さ
れ
ま
し
た
。
高
機
能

の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
や
特
殊

培
地
、
管
理
さ
れ
た
血
清
が
容

ご
自
身
の
成
果
を
示
す
こ
と
に

は
控
え
め
で
謙
虚
な
姿
勢
を
貫

か
れ
ま
し
た
。
物
腰
も
穏
や
か

で
、
同
門
会
の
席
で
も
医
局
員

に
丁
重
に
話
を
さ
れ
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

西
丸
留
守
居
で
あ
っ
た
。
二
人

の
父
久
五
郎
（
駿
河
守
）
は
持

弓
頭
・
小
性
組
番
頭
（
小
性
組

は
警
備
隊
で
小
性
と
は
異
な

る
）・
将
軍
家
定
の
御
側
（
秘

書
役
）
を
勤
め
た
。
こ
れ
ら
の

役
職
の
う
ち
五
千
石
高
の
役
職

は
将
軍
付
御
側
と
西
丸
留
守
居

で
、
そ
れ
以
外
の
役
職
は
五
千

石
以
下
の
家
禄
で
も
就
け
る
役

で
あ
る
。
與
七
郎
が
就
い
た
中

奥
小
性
は
千
石
高
の
役
職
で
あ

る
。
こ
の
役
に
八
百
石
の
旗
本

が
就
く
場
合
に
は
、
そ
の
差
の

二
百
石
が
臨
時
に
加
増
さ
れ
る
。

五
千
石
以
上
の
禄
高
に
相
当
す

る
役
職
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、

下
げ
職
（
格
下
の
役
職
に
就
く
）

と
い
う
よ
り
は
、
千
石
以
上
の

家
禄
が
あ
れ
ば
就
け
る
役
と
解

釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

匝
瑳
卿
輔
は
下
総
国
匝
瑳
郡

南
條
村
柴
崎
（
現
匝
瑳
郡
横
芝

光
町
）
の
出
身
で
字あ
ざ
なを
胤
常
と

称
し
た
。
父
は
匝
瑳
卿
輔
胤
礼
、

　
「
そ
う
さ　

き
ょ
う
す
け
」
と

読
む
の
だ
ろ
う
。
江
戸
幕
府
の

起
立
以
来
小
伝
馬
町
牢
屋
敷
の

牢
屋
奉
行
を
勤
め
て
き
た
石
出

帯
刀
が
明
治
政
府
に
よ
っ
て
解

職
さ
れ
た
後
、
牢
屋
敷
の
取
締

を
勤
め
た
人
物
で
あ
る
。
以
前

『
房
総
の
郷
土
史
』（
第
36
号
２

０
０
８
年
）
に
書
い
た
こ
と
が

あ
る
の
だ
が
加
筆
し
て
紹
介
す

る
。
卿
輔
は
明
治
維
新
当
時
五

千
石
の
旗
本
大
久
保
與
七
郎
家

の
家
老
を
勤
め
て
い
た
。
與
七

郎
は
文
久
２
年
（
１
８
６
２
）

実
兄
で
当
主
で
あ
っ
た
彦
兵
衛

の
死
に
伴
っ
て
家
督
を
相
続
。

官
職
名
は
伊
賀
守
・
備
後
守
で

あ
る
。
中
奥
小
性
・
火
消
役
を

勤
め
邸
地
は
外
桜
田
に
あ
り
２

１
１
６
坪
余
で
あ
っ
た
。
知
行

所
は
武
蔵
・
上
総
・
下
総
に
分

散
し
て
い
た
。

　

兄
の
彦
兵
衛
は
13
代
将
軍
家

定
の
小
性
、
14
代
将
軍
家
茂
の

小
性
頭
取
を
勤
め
、
死
亡
時
は

雑 文 雑 談ゐ の は な 同 窓 会 報
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悼
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史
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の
概
要
」、「
高
校
生
に
対
す
る

予
防
接
種
リ
ス
ク
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
教
育
の
目
的
と
実
践
」、「
大

学
生
に
お
け
る
予
防
接
種
に

対
す
る
リ
ス
ク
認
識
の
現
状
」、

「
予
防
接
種
に
対
す
る
リ
ス
ク

認
識
の
現
状
」、「
ワ
ク
チ
ン
の

リ
ス
ク
を
評
価
す
る
た
め
の
生

物
統
計
」
な
ど
を
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
た
。
ま
た
広
く
国

民
に
読
ま
れ
る
た
め
に
、「
千

葉
大
学
学
術
成
果
リ
ポ
ジ
ト
リ

C
U

R
A

T
O

R

」（https://
opac.L

L
.chiba-u.jp/da/

curator/

）
か
ら
公
開
し
た
。

リ
ポ
ジ
ト
リ
は
、
学
術
論
文
や

研
究
デ
ー
タ
等
の
学
術
成
果
を

蓄
積
、
保
存
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
公
開
す
る
ウ
ェ
ブ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。DO

I （
デ

ジ
タ
ル
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
識
別
子
）

が
付
与
さ
れ
、
永
続
的
な
ア
ク

セ
ス
が
保
た
れ
る
。
今
後
ゐ
の

は
な
同
窓
会
の
先
生
方
が
こ
の

リ
ポ
ジ
ト
リ
に
新
た
な
知
見
を

国
内
外
に
数
多
く
発
信
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

革
は
慶
応
２
年
（
１
８
６
６
）

以
降
も
行
わ
れ
、
幕
府
講
武
所
・

八
王
子
千
人
同
心
な
ど
も
幕
府

の
陸
軍
に
編
入
さ
れ
た
。

 

（
続
く
）

創
設
に
伴
っ
て
設
け
ら
れ
た
兵

科
の
一
つ
で
、
当
初
高
禄
の
旗

本
は
禄
高
に
応
じ
た
人
数
の
兵

員
を
提
供
し
、
ま
た
小こ

普ぶ

請し
ん

組
（
無
役
の
直
参
）
な
ど
か
ら

徴
集
さ
れ
た
。
幕
府
の
軍
制
改

　
『
江
戸
幕
府
役
職
集
成
』（
笹

間
良
彦
著
、
雄
山
閣
）
に
よ
る

と
「
軍
役
規
定
」
で
は
五
千
石

の
旗
本
の
家
臣
の
軍
事
編
成
は
、

騎
馬
侍
５
人
、
数
弓
３
人
・
鉄

砲
５
人
・
槍
持
10
人
、
侍
９
人
・

足
軽
４
人
等
の
戦
闘
員
の
他
馬

の
口
取
・
弁
当
持
・
馬
印
・
草

履
取
・
具
足
持
な
ど
計
１
０
３

人
と
な
っ
て
い
る
。
幕
末
の
幕

府
の
歩
兵
隊
の
編
成
で
は
一
個

小
隊
が
40
名
で
あ
る
か
ら
、
２

個
小
隊
半
位
の
家
臣
を
抱
え
て

い
る
必
要
が
あ
る
が
、
経
済
的

負
担
も
大
き
い
こ
と
か
ら
平
時

は
こ
れ
よ
り
も
少
か
っ
た
と
あ

る
。
屋
敷
内
は
表
と
奥
が
厳
重

に
分
け
ら
れ
、
奥
は
老
女
格
の

女
中
が
取
り
し
き
っ
た
。
殿
様

は
駕
籠
か
き
４
人
に
担
れ
た
駕

籠
に
乗
っ
て
登
城
す
る
。
こ
の

時
の
供
揃
え
は
30
人
位
で
あ
る
。

　

大
久
保
家
は
上か
み

屋
敷
の
他
に

下し
も

屋
敷
も
拝
領
し
て
い
た
。
五

千
石
の
旗
本
の
家
老
の
俸
給
は

二
百
俵
も
ら
え
れ
ば
良
い
ほ
う

と
あ
る
が
、
知
行
高
に
換
算
す

る
と
二
百
石
で
あ
る
。
こ
れ
は

幕
府
の
代
官
や
町
奉
行
所
の
与

力
と
同
等
で
あ
る
か
ら
、
陪
臣

と
し
て
は
そ
う
悪
く
な
い
待
遇

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
時
期
は
不

明
で
あ
る
が
卿
輔
は
大
久
保
家

の
家
老
の
ま
ま
幕
府
の
正
規
軍

で
あ
る
新
撰
歩
兵
隊
長
に
任
ぜ

ら
れ
、
大
坂
城
勤
番
を
勤
め
た
。

幕
府
の
歩
兵
隊
は
文
久
２
年

（
１
８
６
２
）
西
洋
式
軍
隊
の

　

予
防
接
種
に
お
い
て
は
、
従

来
不
幸
な
薬
害
事
件
の
歴
史
か

ら
国
民
の
根
底
に
不
信
感
が
存

在
す
る
。
有
害
事
象
と
は
本
来

因
果
関
係
は
問
わ
ず
結
果
的
に

生
体
に
好
ま
し
く
な
い
で
き
ご

と
の
総
称
で
あ
る
が
、
医
療
事

故
す
べ
て
が
因
果
を
有
す
る
副

作
用
あ
る
い
は
医
療
過
誤
と
認

識
さ
れ
て
し
ま
う
。
リ
ス
ク
と
は

「
被
害
が
ど
の
く
ら
い
重
大
で
あ

る
か
と
い
う
こ
と
と
、
ど
の
程

度
の
確
率
で
起
こ
る
か
、
と
い

う
２
つ
の
要
素
の
積
で
表
わ
さ

れ
る
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
、
許

容
で
き
る
レ
ベ
ル
は
ど
れ
く
ら
い

か
を
線
引
き
す
る
リ
ス
ク
評
価

の
た
め
にregulatory science

（
規
制
科
学
）
が
あ
る
。
日
本
で

は
こ
の
観
点
で
の
科
学
リ
ス
ク
教

育
が
十
分
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
そ
こ
で
規
制
科
学

的
観
点
を
導
入
し
、
予
防
接
種

の
リ
ス
ク
を
正
し
く
理
解
す
る

た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
本

書
を
作
成
し
た
。

　

本
書
は
、「
日
本
の
予
防
接
種

著 書 紹 介

D
evelopm

ent

が
重
要
で
あ

る
、
と
提
唱
し
て
い
る
。
よ
い

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
で
き
れ
ば
、
そ

れ
を
現
実
の
も
の
に
す
る
の
は

人
で
あ
る
。SD

G

に
つ
い
て

深
く
理
解
し
社
会
の
な
か
で
実

現
化
で
き
る
人
材
育
成
が
急
務

で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
21
世
紀
の
予
防

医
学
を
考
え
る
う
え
で
、「Sus-

tainable D
evelopm

ent

を

目
指
し
た
予
防
医
学
」
の
概
念

の
確
立
と
告
知
活
動
お
よ
び
教

育
を
含
め
た
普
及
対
策
が
早
急

に
必
要
で
あ
る
と
著
者
は
考
え

る
。

　

医
学
の
基
本
は
病
気
の
原
因

を
見
出
し
、
治
療
法
を
開
発
し
、

そ
し
て
予
防
法
を
確
立
し
普
及

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
時
代
の

流
れ
と
と
も
に
多
く
の
医
療
機

器
や
技
術
の
革
新
が
進
み
、
医

学
・
医
療
の
分
野
の
進
歩
も
目

を
み
は
る
勢
い
で
進
ん
で
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
本
書
で
は
「
予

防
医
学
の
未
来

－Sustainable 
D

evelopm
ent

を
目
指
し
て
」

と
題
し
、
予
防
医
学
の
さ
ら
な

る
発
展
の
た
め
ご
活
躍
さ
れ
て

い
る
先
生
方
に
、
最
近
の
知
見

か
ら
将
来
の
方
向
性
に
関
し
て

ご
紹
介
い
た
だ
く
。
21
世
紀
の

新
し
い
医
療
・
予
防
医
学
を
考

え
る
う
え
で
、
本
書
が
読
者
の

皆
さ
ま
に
と
っ
て
参
考
に
な
れ

ば
、
企
画
者
と
し
て
望
外
の
喜

び
で
あ
る
。（
は
じ
め
に
よ
り
）

は
全
世
界
で
３
８
０
０
万
人
と

推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が

２
０
３
０
年
ま
で
に
５
２
０
０

万
人
に
増
え
る
と
予
想
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。
こ
の
背
後
に
は
、

死
に
至
ら
な
い
ま
で
も
生
活
の

質
を
著
し
く
悪
化
さ
せ
た
何
倍

も
の
数
の
患
者
と
そ
の
家
族
が

苦
し
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
心

疾
患
、
癌
、
慢
性
呼
吸
器
疾
患
、

糖
尿
病
の
四
大
非
感
染
症
は
、

経
済
的
に
豊
か
か
貧
困
か
を
問

わ
ず
世
界
的
に
急
増
し
て
お
り
、

こ
の
様
な
健
康
状
態
の
悪
化
は

SD
G

の
達
成
を
阻
む
大
き
な

要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

一
方
、
医
学
の
分
野
で
は
21

世
紀
の
医
療
は
「
予
防
医
学

の
時
代
」
と
い
わ
れ
る
。
教
育

と
告
知
活
動
、
そ
し
て
適
切

な
介
入
な
ど
の
予
防
対
策
に

注
力
す
る
こ
と
を
各
国
が
真

剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
こ

の
数
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
国
連
組
織
の
な
か
で
教

育
を
担
当
す
る
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

は
、Sustainable D

evelop-
m

ent

を
進
め
る
た
め
の
人
材

を
育
て
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

E
ducation for Sustainable 

　

今
回
、メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
「
予

防
医
学
の
未
来

－Sustainable 
D

evelopm
ent

を
目
指
し
て
」

と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。Sus-

tainable D
evelopm

ent

と

は
「
持
続
可
能
な
開
発
」
と
訳

さ
れ
る
。
将
来
世
代
の
欲
求
を

犠
牲
に
す
る
こ
と
な
く
現
世
代

の
欲
求
を
満
た
す
開
発
の
こ
と

で
あ
り
、
国
連
は
17
の
目
標
か

ら
な
る
「
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（Sustainable D

evelop-
m

ent G
oals: SD

G

）」
を
２

０
１
６
〜
２
０
３
０
年
ま
で
の

15
年
間
の
活
動
目
標
と
し
て
掲

げ
て
い
る
。

　

こ
のSD

G

の
第
３
番
目
に

「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉

を
：
あ
ら
ゆ
る
年
齢
の
す
べ
て

の
人
々
の
健
康
的
な
生
活
を
確

保
し
、
福
祉
を
推
進
す
る
」
が

あ
る
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
れ
ば
、
２
０
１

２
年
の
非
感
染
症
に
よ
る
死
者
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（doi:10.20776/105880

）

「
千
葉
大
学
学
術
成
果
リ
ポ
ジ
ト
リC

U
R
A
TO
R

」
公
開

�

（https://opac.LL.chiba-u.jp/da/curator/

）

�

　

杉
田　

克
生
（
昭
54
）

森　

千
里
（
旭
川
医
大
・
昭
59
）
編
集

別
冊
医
学
の
歩
み

予
防
医
学
の
未
来　

　

Sustainable�D
evelopm

ent

を
目
指
し
て

�

　
　

医
歯
薬
出
版
（
株
）　

定
価
４
４
０
０
円
（
税
別
）
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会
員
か
ら

私
は
翌
年
の
３
月
に
大
学
を
退

職
し
、
８
月
に
サ
イ
バ
ー
ナ
イ

フ
治
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
妻
の
介
護
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
努
め
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

再
生
医
療
な
ど
最
先
端
医
療

研
究
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
は
、
疾

病
の
治
癒
、
あ
る
い
は
外
傷
の

救
命
で
治
療
を
終
え
る
こ
と

な
く
、
後
遺
症
に
た
い
し
社
会

復
帰
す
る
ま
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
し
か
し
、

医
師
を
含
め
多
く
の
人
は
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
機
能
回

復
訓
練
と
考
え
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
機
能
回
復

訓
練
は
社
会
復
帰
へ
の
第
一
歩

で
す
が
、
リ
ハ
ス
タ
ッ
フ
、
患

者
と
そ
の
家
族
、
友
人
を
含
む

地
域
社
会
の
連
携
を
基
礎
と
し

た
包
括
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
が
社
会
復
帰
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
社
会
復

帰
の
成
否
は
、
患
者
自
身
が
人

生
の
変
革
を
成
す
か
否
か
に
か

か
っ
て
お
り
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
医
は
機
能
回
復
訓
練
に

と
ど
ま
ら
ず
福
祉
行
政
、
地
域

　

古
希
を
迎
え
て
医
療
現
場
に

復
帰
し
た
近
況
を
高
齢
社
会
の

一
つ
の
生
き
様
と
し
て
報
告
し

ま
す
。
１
９
７
５
年
３
月
本
学

卒
業
時
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
医
の
道
を
歩
み
始
め
た
私
は
、

２
０
１
４
年
３
月
に
多
摩
北
部

医
療
セ
ン
タ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
で
定
年
を
迎
え
ま
し

た
。
第
二
の
人
生
と
し
て
、
創

立
３
年
目
を
迎
え
た
東
京
医
療

学
院
大
学
の
教
員
を
選
択
し
ま

し
た
。

　

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士

を
目
指
す
学
生
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
概
論
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
医
学
、
神
経
内
科
学
の

講
義
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
就

任
３
年
目
の
春
、
妻
は
原
田
病

を
発
症
し
ま
し
た
。
治
療
が
功

を
奏
し
ぶ
ど
う
膜
炎
は
寛
解
し

ま
し
た
が
、
再
発
予
防
の
た
め

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
、
免
疫
抑
制
剤

の
内
服
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

妻
は
そ
の
年
の
秋
頃
か
ら
難
聴

を
訴
え
、
15
年
前
小
脳
橋
角
腫

瘍
（
髄
膜
腫
）
の
手
術
を
受
け

て
い
ま
し
た
の
で
脳
外
科
、
耳

鼻
科
を
受
診
、
翌
年
に
髄
膜
腫

の
再
発
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
と
連
携
し
、
患
者
が
障
害

を
受
け
入
れ
社
会
復
帰
す
る
人

生
の
変
革
を
手
助
け
し
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
患

者
が
人
生
を
変
革
す
る
プ
ロ
セ

ス
な
の
で
す
（
１
９
８
２
年
国

際
障
害
者
世
界
行
動
計
画
の
定

義
か
ら
抜
粋
）。
私
は
、
包
括
的

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
地
域
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と

理
解
し
て
い
ま
す
（「
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
白
書
」
地
域
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動   

日

本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学

会
編
集　

第
１
版
、
第
２
版
）。

　

サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
治
療
後
も

不
調
を
訴
え
受
診
す
る
度
に
発

作
性
心
房
細
動
、
過
敏
性
腸
症

候
群
と
診
断
さ
れ
た
妻
は
、
２

年
ほ
ど
引
き
こ
も
り
の
状
態
で

し
た
。
子
の
助
け
は
無
論
の
こ

と
妻
の
友
人
な
ど
多
く
の
方
々

の
支
援
が
あ
り
妻
は
徐
々
に
回

復
し
て
い
ま
し
た
が
、
劇
的
な

変
化
は
息
子
の
結
婚
で
し
た
。

昨
年
９
月
か
ら
は
日
々
食
欲
が

回
復
し
、
10
月
の
結
婚
式
後
は

以
前
の
生
活
を
取
り
戻
し
ま
し

た
。
地
域
社
会
の
支
援
を
受
け

て
人
生
の
変
革
を
成
し
え
た
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
成
果

で
し
た
。「
唄
を
忘
れ
た　

金

糸
雀
は
後
ろ
の
山
に　

捨
て
ま

し
ょ
か　

い
え　

い
え　

そ
れ

は
な
り
ま
せ
ぬ　

二
番
、
三
番

略　

唄
を
忘
れ
た　

金
糸
雀
は   

象
牙
の
船
に　

銀
の
櫂　

浮
き

世
の
海
に　

浮
か
べ
れ
ば　

忘

れ
た
唄
を　

思
い
出
す
」
元
の

歌
詞
は
浮
き
世
で
は
な
く
月
夜

で
す
が
、
こ
の
「
か
な
り
や
」

の
歌
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
応
援
歌
で
す
。

　

妻
は
周
囲
の
人
々
が
驚
く
ほ

ど
の
回
復
を
し
ま
し
た
の
で
、

私
も
今
年
の
２
月
に
古
希
を
迎

え
る
の
に
あ
た
り
、
１
月
に
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
と
し
て

医
療
現
場
に
復
帰
し
ま
し
た
。

諸
先
輩
か
ら
は
70
、
80
は
洟
垂

れ
小
僧
と
嗤
わ
れ
る
覚
悟
で
す

が
、
週
４
日
と
半
日
の
常
勤
勤

務
と
な
り
回
復
期
病
棟
と
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
外
来
診
療

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
私
は
多

く
の
大
学
、
病
院
の
先
輩
か
ら

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導

を
、
そ
し
て
何
よ
り
も
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
愛
す
る
多
く

の
方
々
か
ら
支
援
を
受
け
て
き

ま
し
た
。
古
希
を
迎
え
卒
業
時

の
初
心
に
た
ち
返
り
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
携
わ
る
方
々
と

連
帯
し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
励
み
ま
す
。

　

学
生
時
代
は
勉
学
よ
り
も
社

会
医
学
研
究
会
の
部
活
動
に
多

く
の
時
を
過
ご
し
て
き
た
私
は
、

地
域
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
実
践
し
て
い
く
覚
悟
で

す
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

古
希
を
迎
え
た

 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
か
ら
の
近
況
報
告

鴨　

下　
　
　

博
（
昭
50
）
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れ
、
亥
鼻
祭
の
企
画
に
も
足
を

お
運
び
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸

い
で
す
。

　

例
年
亥
鼻
祭
は
ゐ
の
は
な
同

窓
会
や
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
先
生
方

を
は
じ
め
と
す
る
、
多
く
の
皆

様
か
ら
の
ご
寄
付
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
年
度

も
大
変
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
亥
鼻
祭
開
催
に
あ
た
り
ま

し
て
皆
様
の
お
力
を
お
貸
し
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様

の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
私
た

ち
学
生
は
今
ま
で
亥
鼻
祭
を
続

け
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
11
月
３
日
の
亥
鼻
祭
当
日

は
素
晴
ら
し
い
亥
鼻
祭
を
お
見

せ
す
る
こ
と
を
お
約
束
い
た
し

ま
す
。
実
行
委
員
サ
ー
ク
ル
の

学
生
一
同
、
皆
様
の
ご
来
場
を

心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

げ
て
い
け
る
よ
う
、
亥
鼻
祭
実

行
委
員
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
一

同
、
精
一
杯
活
動
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
亥
鼻

キ
ャ
ン
パ
ス
の
医
学
部
、
薬
学

部
、
看
護
学
部
の
学
生
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
文
化
祭
を
作
り
上

げ
た
い
と
奮
闘
す
る
実
行
委
員

の
熱
い
思
い
を
、
ぜ
ひ
会
場
で

感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
ゐ
の
は
な
同

窓
会
館
に
て
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
」
も
開
催
さ
れ
る
と
伺
っ

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
母
校
を
訪

　

本
年
度
の
亥
鼻
祭
は
11
月
３

日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
サ
ー

ク
ル
が
新
体
制
に
な
っ
て
三
年

目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
新
し

い
こ
と
に
も
挑
戦
し
つ
つ
、
過

去
に
存
続
の
危
機
に
ま
で
追
い

込
ま
れ
た
亥
鼻
祭
が
二
度
と
な

く
な
ら
な
い
よ
う
、
サ
ー
ク
ル

内
の
体
制
を
さ
ら
に
強
固
な
も

の
に
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

私
た
ち
亥
鼻
祭
実
行
委
員
サ
ー

ク
ル
は
今
年
度
の
亥
鼻
祭
に
「
心

時
代
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
け

ま
し
た
。
亥
鼻
祭
は
亥
鼻
キ
ャ

ン
パ
ス
に
通
う
す
べ
て
の
学
生

と
普
段
キ
ャ
ン
パ
ス
に
入
る
こ

と
の
な
い
人
た
ち
が
交
流
で
き

る
場
で
す
。
後
援
会
の
皆
様
や

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
、
亥
鼻
周

辺
の
地
域
の
皆
様
、
キ
ャ
ン
パ

ス
に
興
味
を
持
つ
高
校
生
を
は

じ
め
と
し
た
生
徒
な
ど
多
く
の

人
が
ご
来
場
さ
れ
ま
す
。
そ
の

場
に
い
る
す
べ
て
の
人
た
ち
の

心
と
心
を
亥
鼻
祭
が
繋
い
で
い

く
。
そ
ん
な
亥
鼻
祭
を
作
り
上

ゐ の は な 同 窓 会 報

学
内
情
報

第
17
回

亥
鼻
祭
開
催
の
お
知
ら
せ

　
　

亥
鼻
祭
実
行
委
員
サ
ー
ク
ル
実
行
委
員
長

�

医
学
部
３
年　

土　

橋　

正　

弥

校 友 会 総 会
日　時：令和元年11月２日（土）
　　　　11時30分～ 12時00分
場　所：千葉大学
　　　　西千葉キャンパス　けやき会館
　　　　３階レセプションホール
　＊ 「千葉大学創立70周年記念シンポジ
ウム」を13時30分から開催予定です。

　＊ 総会終了後に、軽食をご用意いたし
ます。

　＊ 大学祭期間中のため、お車でのご来
場はお控え下さい。
皆様のご参加お待ちしております。

校友会事務連絡先　043－290－2014
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長
が
横
断
的
に
学
部
の
事
務

を
統
括
す
る
こ
と
と
す
る
一

方
で
、
質
の
高
い
学
生
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
、
学

務
事
務
に
つ
い
て
は
従
前
通

り
学
部
に
存
続
さ
せ
た
上
で
、

学
務
専
任
の
課
長
を
配
置
す

る
。

　

な
お
、
今
年
度
以
降
は
事

務
職
員
の
人
事
異
動
時
期
を

原
則
４
月
か
ら
７
月
に
変
更

す
る
。

 

（
千
葉
大
学
企
画
総
務
部　

 

企
画
政
策
課
）

約
・
予
算
管
理
等
）
や
研
究
支

援
係
（
科
研
費
・
産
学
連
携
等
）

を
廃
止
し
、
事
務
局
本
部
の
財

務
部
や
研
究
推
進
部
に
業
務
を

集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
、
部
局

毎
の
予
算
の
見
え
る
化
と
戦
略

的
な
資
金
配
分
に
向
け
た
取
組

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
科
研

費
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
費
の

獲
得
増
に
向
け
た
支
援
体
制
の

強
化
を
図
る
。

　

ま
た
、
上
記
の
業
務
集
約
化

に
併
せ
て
、
各
学
部
毎
の
事
務

長
制
を
廃
止
し
、
各
地
区
の
部

　

千
葉
大
学
は
７
月
１
日
付

け
で
事
務
組
織
を
大
幅
再
編

し
た
。

　

財
務
・
研
究
推
進
・
総
務
・

施
設
管
理
業
務
に
つ
い
て
、

各
学
部
事
務
か
ら
事
務
局
本

部
へ
の
集
約
化
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
学
長
・
理
事
等

の
大
学
執
行
部
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

事
務
コ
ス
ト
の
ス
リ
ム
化
を

図
る
こ
と
が
狙
い
。

　
一
例
と
し
て
は
、
学
部
に
設

置
さ
れ
て
い
た
経
営
係
（
契

ゐ の は な 同 窓 会 報
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以
下
の
研
究
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。
数
あ
る
診
療
領
域
の
中

か
ら
、
ま
ず
は
「
政
策
医
療
分

野
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
、

小
児
科
新
生
児
科
・
産
科
・
救

急
科
を
優
先
し
、
４
つ
の
事
項

に
取
り
組
み
ま
す
。

①
各
地
域
の
ニ
ー
ズ
、
病
院
の

機
能
、
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

の
傾
向
を
明
確
化
す
る
た
め
の

精
緻
な
デ
ー
タ
の
収
集
と
分
析

お
よ
び
可
視
化
す
る

②
保
健
医
療
計
画
と
大
学
医
局

に
よ
る
医
師
派
遣
の
整
合
を
目

指
し
た
意
見
交
換
の
場
を
通
じ
、

問
題
点
を
抽
出
す
る

③
働
き
方
改
革
や
情
報
通
信
技

術
（IC

T

）
の
進
展
を
見
据

え
、
医
療
提
供
の
効
率
化
と
新

た
な
提
供
の
在
り
方
を
検
討
す

る④
今
後
の
医
療
提
供
に
つ
い
て
、

医
療
を
受
け
る
側
で
あ
る
地
域

住
民
に
周
知
す
る
方
策
と
合
意

形
成
モ
デ
ル
を
検
討
す
る

　

研
究
成
果
は
、
次
世
代
の
医

療
を
支
え
る
「
人
材
確
保
戦
略
」

な
ど
の
形
で
集
約
し
、
当
セ
ン

タ
ー
で
開
設
予
定
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
積
極
的
に
発
信
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
３
年
間
の
時
限

付
き
の
設
置
に
な
り
ま
す
。
研

究
組
織
と
し
て
「
次
世
代
医
療

構
想
部
門
」
と
「
政
策
情
報
分

析
部
門
」
の
２
部
門
か
ら
構
成

さ
れ
（
図
参
照
）、
そ
こ
に
大
学

内
外
か
ら
気
鋭
の
人
材
を
募
り

明
確
化
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
一
方
で
、
千
葉
大
学
医
学

部
附
属
病
院
は
１
８
７
４
年
に

開
設
さ
れ
た
共
立
病
院
に
そ
の

源
流
を
持
ち
、
以
来
１
４
０
年

以
上
に
わ
た
っ
て
、
千
葉
県
内

外
の
医
療
人
材
の
供
給
や
医
療

提
供
体
制
へ
の
貢
献
な
ど
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
来
ま
し
た
。

千
葉
県
と
千
葉
大
学
医
学
部
は

県
内
の
医
療
提
供
に
互
い
に
大

き
な
役
割
を
担
い
つ
つ
、
そ
の

時
々
の
課
題
に
即
し
て
連
絡
・

連
携
を
し
て
き
た
の
が
現
状
で

す
。

　

前
述
の
医
療
提
供
体
制
の
改

革
を
前
に
、
今
後
は
千
葉
県
と

千
葉
大
学
医
学
部
の
よ
り
密
な

連
携
と
協
力
、
情
報
交
換
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
両
者
の
連
携
に

際
し
て
、
い
う
な
れ
ば
「
県
」

と
「
大
学
」
の
橋
渡
し
役
と
し

て
期
待
さ
れ
設
置
さ
れ
た
の
が

当
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
設
置
目
的
は

３
つ
あ
り
ま
す
。

１
．
県
内
に
お
け
る
持
続
可
能

で
質
の
高
い
医
療
を
実
現
す
る

方
策
を
検
討
す
る

２
．
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
医

療
人
材
の
育
成
を
通
じ
、
県
内

に
定
着
す
る
医
療
従
事
者
の
増

加
を
図
る

３
．
医
療
機
関
の
役
割
分
担
と

人
材
配
置
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

大
学
医
局
等
の
関
係
者
が
互
い

に
連
携
し
意
見
の
集
約
を
図
る

　

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

景
と
経
緯
で
す
。
昨
今
の
急
激

な
人
口
構
成
の
変
化
を
う
け
、

厚
生
労
働
省
は
２
０
２
５
年
と

２
０
４
０
年
を
重
要
な
区
切
り

と
し
て
制
度
設
計
を
急
い
で
い

ま
す
。
２
０
２
５
年
は
い
わ
ゆ

る
「
団
塊
の
世
代
」
が
後
期
高

齢
者
と
な
る
年
で
あ
り
、
さ
ら

に
２
０
４
０
年
は
「
団
塊
ジ
ュ

ニ
ア
」
が
65
歳
以
上
と
な
る
年

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
一
つ

の
め
ど
と
し
て
「
地
域
医
療
構

想
の
実
現
」、「
医
師
偏
在
対
策

の
推
進
」、「
医
師
の
働
き
方
改

革
の
推
進
」
を
「
三
位
一
体
改

革
」
と
位
置
付
け
て
、
行
政
は

医
療
提
供
体
制
の
改
革
を
精
力

的
に
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
１
８
年
の
医
師
法
・
医
療

法
の
改
正
に
よ
り
、
医
療
政
策

に
関
す
る
権
限
の
一
部
を
国
か

ら
都
道
府
県
に
委
譲
さ
れ
て
お

り
、
医
療
提
供
体
制
の
改
革
に

お
い
て
、
今
後
は
都
道
府
県
の

役
割
は
重
要
性
を
増
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
千
葉
県
は
、
他
の

都
道
府
県
同
様
に
６
年
に
１
度

の
「
保
健
医
療
計
画
」
を
立
案

し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
県
内
の
医

療
機
関
の
整
備
や
役
割
分
担
の

　

２
０
１
９
年
（
令
和
元
年
）

８
月
よ
り
、
千
葉
県
か
ら
千
葉

大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
寄
附

研
究
部
門
と
し
て
「
次
世
代
医

療
構
想
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
同
窓
会

の
先
生
方
に
、
設
置
に
至
る
経

緯
と
目
的
、
研
究
内
容
の
概
要
、

期
待
さ
れ
る
成
果
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　

私
の
自
己
紹
介
で
す
が
、
千

葉
大
学
を
卒
業
し
て
県
内
で
初

期
研
修
後
、
母
校
の
精
神
神
経

科
で
専
門
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

精
神
科
医
と
し
て
県
内
の
病
院

で
勤
務
し
た
後
、
２
０
１
５
年

か
ら
２
０
１
８
年
ま
で
厚
生
労

働
省
に
出
向
し
、
診
療
報
酬
改

定
や
遠
隔
医
療
・
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
な
ど
の
医
療
情
報
に
関
連

し
た
政
策
立
案
や
政
策
研
究
に

関
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
千

葉
大
学
病
院
の
病
院
長
企
画
室

教
員
と
産
業
医
を
兼
ね
、
同
時

に
千
葉
県
医
療
整
備
課
に
て
医

師
偏
在
対
策
に
関
わ
る
職
務
に

従
事
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
活

動
と
し
て
は
、
千
葉
県
ゐ
の
は

な
会
・
東
京
ゐ
の
は
な
会
の
役

員
理
事
を
拝
命
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
当
セ
ン
タ
ー
設
置
の
背

ま
し
た
。
専
任
の
特
任
教
員
・

事
務
職
が
計
４
名
、
兼
任
の
教

職
員
が
16
名
、
合
計
20
名
に
及

ぶ
メ
ン
バ
ー
が
活
動
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
30

－

40

代
を
中
心
に
、
若
手
・
中
堅
か

ら
構
成
さ
れ
、
こ
の
新
し
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま

す
。
関
係
各
所

と
し
て
、
厚
生

労
働
省
医
政
局

や
千
葉
県
内
の

各
医
師
会
と
も

情
報
交
換
・
連

携
を
開
始
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な

性
質
を
持
つ
部

署
は
千
葉
県
と

千
葉
大
学
医
学

部
が
全
国
で
先

駆
け
て
設
置
す

る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
な

い
新
し
い
部
署

で
あ
る
「
次
世

代
医
療
構
想
セ

ン
タ
ー
」
の
成

果
が
新
た
な
大

学
医
学
部
の
在

り
方
・
役
割
を

提
示
し
、
全
国

の
モ
デ
ル
と
な

れ
る
よ
う
に
励

ん
で
ま
い
り
ま

す
。
千
葉
県
と

千
葉
大
学
医
学

部
、
そ
し
て
な
に
よ
り
県
内
の

医
療
機
関
は
ま
さ
に
「
一
連
托

生
」
で
す
。
対
立
構
造
で
は
な

く
建
設
的
な
合
意
形
成
を
図

り
、「
三
方
よ
し
」
の
状
態
を

作
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
医
療

を
受
け
る
地
域
住
民
が
納
得
で

き
、
か
つ
持
続
可
能
な
医
療
提

供
体
制
が
提
案
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
簡
単
な
任
務

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ベ
ス
ト

を
尽
く
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の

忌
憚
な
い
ご
意
見
並
び
に
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ゐ の は な 同 窓 会 報
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ず
、
博
士
課
程
所
属
の
学
生
や

学
士
編
入
生
、
そ
し
て
医
学
部

卒
業
後
臨
床
医
と
し
て
働
い
て

い
る
先
生
な
ど
、
様
々
な
背
景

を
持
っ
た
人
達
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
数
学
が
好

き
な
人
、
機
械
学
習
を
実
践
で

行
っ
て
い
る
人
、
生
命
系
の
実

験
が
得
意
な
人
、
臨
床
上
の
疑

問
を
提
起
す
る
人
と
、
多
種
多

様
な
意
見
を
共
有
し
、
例
え
ば

統
計
解
析
手
法
の
問
題
ひ
と
つ

を
と
っ
て
も
多
角
的
に
議
論
が

で
き
る
場
と
し
て
発
展
し
て
い

る
。

　

生
命
現
象
を
理
解
す
る
手
段

と
し
て
、
デ
ー
タ
駆
動
性
と
仮

説
駆
動
性
の
二
種
類
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
デ
ー

タ
駆
動
的
な
研
究
を
行
う
た
め

　
「
生
命
と
は
何
か
」
と
い
う

疑
問
は
古
く
か
ら
問
い
か
け
ら

れ
、
数
多
く
の
研
究
者
の
興
味

関
心
を
誘
っ
て
き
た
。
今
日
、

生
命
は
「
環
境
の
変
化
に
対
応

す
る
ロ
バ
ス
ト
性
と
可
塑
性
を

兼
ね
備
え
た
物
」
と
し
て
説
明

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の

本
質
的
な
理
解
・
時
間
的
挙
動

の
把
握
に
は
数
式
を
用
い
た
記

述
が
最
も
適
し
て
お
り
、
ま
た

直
感
的
に
も
理
解
し
や
す
い
も

の
で
あ
る
。
当
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ

マ
テ
ィ
ク
ス
研
究
会
で
は
、
研

究
志
向
の
学
生
同
士
で
上
述
の

よ
う
な
生
命
現
象
を
理
解
す
る

た
め
の
基
本
的
な
数
学
・
情
報

工
学
の
理
論
の
学
習
及
び
解
析

手
法
の
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

勉
強
会
は
学
部
学
生
の
み
な
ら

れ
医
学
部
33
名
、
薬
学
部
28
名
、

看
護
学
部
13
名
が
所
属
し
て
い

ま
す
。
毎
年
Ｏ
Ｂ
方
が
集
ま
り

演
奏
す
る
Ｏ
Ｂ
ラ
イ
ブ
も
開
催

し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
Ｏ
Ｂ

の
方
の
つ
な
が
り
に
よ
り
、
５

月
に
幕
張
で
開
催
さ
れ
た
日
本

呼
吸
器
外
科
学
会
の
打
ち
上
げ

会
場
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
演
奏

す
る
と
い
う
貴
重
な
機
会
を
い

た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
サ
ー
ク

ル
は
サ
ー
ク
ル
と
い
う
自
由
度

毎
回
の
ラ
イ
ブ
で
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
の
曲
を
聴
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
毎
年
11
月
頃
に
行
わ
れ

る
亥
鼻
祭
で
も
ス
テ
ー
ジ
で
演

奏
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
新
入
生
歓
迎
会
の
時
期
に

はID
C

（
亥
鼻
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
）
と
合
同
で
ラ
イ
ブ
、
夏

に
は
有
志
で
合
宿
も
開
催
し
た

り
と
活
動
内
容
は
充
実
し
て
い

ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
の
人
員
も
気
軽
に

参
加
で
き
る
と
い
っ
た
こ
と
か

ら
そ
の
規
模
は
大
き
く
そ
れ
ぞ

に
バ
ン
ド
を
組
む
た
め
、J

‐

R
O

C
K

は
も
ち
ろ
ん
、
洋
楽

の
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
や
フ
ァ
ン
ク

の
コ
ピ
ー
バ
ン
ド
や
、
イ
ン
ス

ト
バ
ン
ド
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
演

奏
す
る
バ
ン
ド
な
ど
も
あ
り
、

　

千
葉
大
学
亥
鼻
バ
ン
ド
サ
ー

ク
ル
は
医
学
部
・
薬
学
部
・
看

護
学
部
の
学
生
を
中
心
と
し
た
、

バ
ン
ド
演
奏
を
定
期
的
に
行
っ

て
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。
亥
鼻

の
団
体
に
は
他
に
も
軽
音
楽
部

と
い
う
の
が
あ
る
の
で
す
が
、

そ
ち
ら
の
方
は
Ｄ
Ｊ
音
楽
を
中

心
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
あ

り
、
い
わ
ゆ
る
軽
音
楽
部
の
よ

う
な
バ
ン
ド
活
動
を
し
て
い
る

の
は
本
サ
ー
ク
ル
の
方
で
す
。

よ
く
誤
解
を
招
く
こ
と
な
の
で

今
一
度
ご
確
認
し
て
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で
す
。

　

亥
鼻
バ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
と
い

う
の
は
、
部
と
し
て
の
活
動
が

多
い
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
で

は
珍
し
く
サ
ー
ク
ル
の
形
態
を

持
っ
た
団
体
で
あ
り
、
そ
の
た

め
定
期
的
な
全
体
の
練
習
会
と

い
っ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
演
奏
団
体
と
し
て
２
か

月
に
１
回
ほ
ど
の
頻
度
で
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
で
演
奏
す
る
機
会
を

設
け
て
お
り
、
そ
の
都
度
サ
ー

ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
で
バ
ン
ド
を

組
み
、
ラ
イ
ブ
に
向
け
練
習
を

す
る
と
い
っ
た
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
ラ
イ
ブ
ご
と
に
自
由

に
は
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ

ク
ス
に
代
表
さ
れ
る
統
計
や
関

数
解
析
、
ま
た
最
近
流
行
の
機

械
学
習
と
い
っ
た
手
法
を
取
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
一
方
で
仮

説
駆
動
性
の
研
究
を
し
よ
う
と

思
う
と
、
常
微
分
方
程
式
や
力

学
系
の
理
論
を
用
い
た
数
理
モ

デ
ル
の
解
析
が
重
要
と
な
っ
て

く
る
。
そ
の
他
に
も
理
論
的
に

き
ち
ん
と
詰
め
よ
う
と
す
る
と
、

基
本
的
な
数
学
が
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
学
ぶ
べ
き
範
囲
は
多

岐
に
わ
た
る
。
こ
れ
を
個
人
で

行
う
の
に
は
限
界
が
あ
り
、
ま

た
難
所
に
当
た
っ
た
際
に
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
の
も
困
難

で
あ
る
。
そ
こ
で
志
を
同
じ
く

の
高
さ
を
生
か
し
、
楽
し
く
バ

ン
ド
演
奏
を
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
何
か
の
機
会
で
亥
鼻

バ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
の
演
奏
を
聴

か
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら

温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

役
員
名

代
表
：
陸　
　

伊
洋

主
務
：
大
久
保
愛
未

副
務
：
辻
本　

紀
加

会
計
：
米
岡
遼
太
郎

す
る
学
生
同
士
で
集
ま
っ
て
勉

強
を
す
る
こ
と
で
、
分
か
ら
な

い
と
こ
ろ
は
教
え
合
い
つ
つ
知

識
の
幅
を
広
げ
、
ま
た
実
践
的

な
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い
こ

う
、
と
い
う
の
が
本
会
の
意
図

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
少
し
で

も
こ
の
よ
う
な
研
究
分
野
に
興

味
が
あ
っ
た
り
、
数
学
し
た
い
！

と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、

是
非
と
も
一
度
本
会
を
覗
き
に

来
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

役
員
名

会　

長
：
荻
野　

智
大

副
会
長
：
佐
野　

恭
平

会　

計
：
小
林　

秀
輔

ゐ の は な 同 窓 会 報

課
外
活
動
団
体
だ
よ
り

亥
鼻
バ
ン
ド
サ
ー
ク
ル

医
学
部
５
年　

多　

田　

健　

太

バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
研
究
会

医
学
部
５
年　

荻　

野　

智　

大

2019年２月　定期ライブ後の集合写真

勉強会後の食事会。健康な数学は健康な身体に宿る。
栄養もしっかり取ろう！　　　　　　　　　　 　　
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さ
れ
た
新
た
な
科
学
的
概
念
を

理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
発

見
に
至
る
歴
史
的
経
過
を
知
る

こ
と
が
一
番
で
あ
り
、
医
学
史
・

科
学
史
を
学
ぶ
重
要
性
も
そ
こ

に
あ
る
。
な
お
こ
の
研
究
所
で

偉
大
な
業
績
を
残
し
た
マ
リ
ー

は
１
９
３
４
年
７
月
４
日
死
亡

し
、
ピ
エ
ー
ル
が
眠
る
ソ
ー
の

墓
地
に
夫
と
並
ん
で
埋
葬
さ
れ

た
。
そ
の
60
年
後
の
１
９
９
５

年
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
キ
ュ
リ
ー

夫
妻
の
業
績
を
称
え
、
二
人
の

墓
は
パ
ン
テ
オ
ン
に
移
さ
れ
フ

ラ
ン
ス
に
貢
献
し
た
偉
人
に
加

え
ら
れ
た
。

の
放
射
現
象
が
ウ
ラ
ン
含
有
量

に
左
右
さ
れ
、
光
や
温
度
な
ど

の
外
的
要
因
に
影
響
を
受
け
な

い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
マ

リ
ー
は
、
こ
の
現
象
が
ウ
ラ
ン

固
有
の
特
性
か
ど
う
か
を
調
べ

る
た
め
に
既
知
の
元
素
80
以
上

を
測
定
し
、
ト
リ
ウ
ム
に
も
同

様
の
放
射
が
あ
る
こ
と
を
発
見

し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、

マ
リ
ー
は
こ
れ
ら
の
放
射
特
性

に
放
射
能
（radioactivity

）、

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
現
象
を
起

こ
す
元
素
を
放
射
性
元
素（R

a-
dioelem

ent

）
と
名
づ
け
た
こ

と
が
概
説
さ
れ
て
い
る
。

　

偉
大
な
研
究
者
に
よ
り
提
唱

所
と
称
さ
れ
た
キ
ュ
リ
ー
が
実

験
を
し
た
施
設
で
、
現
在
は
博

物
館
と
な
っ
て
い
る
。
水
曜
か
ら

土
曜
の
午
後
１
時
か
ら
５
時
ま

で
無
料
で
公
開
さ
れ
て
い
る
（
写

真
）。
館
内
はA

 
‶The fam

ily 
w

ith five N
obel Prizes

", B
 

‶Radium
, betw

een m
yth 

and reality

", C
 

‶The C
u-

rie L
aboratory, betw

een 
physics and chem

istry

", D
 

‶The Foundation C
urie: 

treating cancer

" の
４
部
門
に

分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
関
連
す

る
写
真
や
ポ
ス
タ
ー
、
実
験
装
置

や
試
薬
、
医
療
用
機
材
や
治
療

用
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
誰
も
が

見
学
で
き
る
。

　

４
部
門
中
Ｃ
部
門
に
は
キ
ュ

リ
ー
夫
妻
の
研
究
が
時
間
軸
で

展
示
説
明
さ
れ
て
い
る
。
夫
ピ

エ
ー
ル
が
論
文
研
究
の
た
め
に

確
保
し
た
パ
リ
市
立
工
業
物
理

化
学
高
等
専
門
大
学
の
ラ
ボ
ラ

ト
リ
ー
は
、
倉
庫
兼
機
械
室
を

利
用
し
た
暖
房
も
な
い
粗
末
な

も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
に
ピ
エ
ー

ル
と
マ
リ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な
計

測
器
な
ど
の
機
器
を
持
ち
込
み
、

ウ
ラ
ン
化
合
物
の
周
囲
に
生
じ

る
電
離
を
計
測
し
、
サ
ン
プ
ル

　

本
誌
１
７
２
号
（
２
０
１
６

年
５
月
発
行
）
で
、「
欧
州
医
学

史
巡
り

－

パ
リ

－

」
と
題
し
て

パ
リ
第
５
大
学
医
学
史
博
物
館

や
オ
テ
ル
・
デ
ュ
ー
を
簡
単
に

紹
介
し
た
。
パ
リ
に
は
医
学
史

関
連
施
設
が
数
多
く
あ
り
、
今

回
はM

useé C
urie

（
キ
ュ

リ
ー
博
物
館
）
を
紹
介
す
る
。

マ
リ
ー
・
キ
ュ
リ
ー（M

arie 
C

urie 

１
８
６
７
年
11
月
７

日
〜
１
９
３
４
年
７
月
４
日
）

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
生

ま
れ
の
物
理
学
者
・
化
学
者
で

あ
る
が
、
日
本
で
は
キ
ュ
リ
ー

夫
人
の
名
前
で
知
ら
れ
て
い
る
。

放
射
線
の
研
究
で
１
９
０
３
年

に
女
性
と
し
て
は
世
界
で
始
め

て
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
（
物
理

学
）、
そ
の
後
１
９
１
１
年
に

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
も
受
賞
し
、

パ
リ
大
学
初
の
女
性
教
授
に
も

就
任
し
て
い
る
。

　

地
下
鉄C

uluny L
a Sor-

bonne

駅
か
ら
歩
い
て
、
途
中

ソ
ル
ボ
ン
大
学
を
横
目
に
見
な

が
ら
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
さ
ら
に
南

に
５
分
ほ
どU

lm

通
り
を
歩
く

と
、
右
手
に
そ
の
名
もPierre 

et M
arie C

urie

通
り
が
あ
ら

わ
れ
る
。
以
前
は
ラ
ジ
ウ
ム
研
究

ゐ の は な 同 窓 会 報

欧
州
医
学
史
巡
り  

│
パ
リ　

そ
の
２

杉　

田　

克　

生
（
昭
54
）

ゐのはな同窓会のみなさまへ
千葉県「医系技官（公衆衛生医師）」

業務説明会・保健所見学会開催のお知らせ
千葉県では県庁・保健所で活躍する医師を募集しています! !

　昨年、好評を頂いた本企画、今年もやります！行政職に関心をお持ちの医師、研修医、医学生、連絡をお待ち
しています。もちろん行政未経験者も大歓迎です！

会　　　　場 　習志野健康福祉センター（習志野保健所）
　　　　　　　　習志野市本大久保５－７－14
　　　　　　　　＜最寄駅＞京成電鉄　大久保駅　徒歩９分

日　　　　時 　令和元年10月26日（土）　
　　　　　　　　15：00～17：00（終了後懇親会へ）

説明会の内容 　○現役の千葉県医系技官より業務説明、個別の相談、保健所見学
　　　　　　　　※説明会終了後、懇親会を予定しています

申込み方法 　下記へ10月23日（水）までに「Ｅメール」にてお申し込みください。
（1）件名：「業務説明・見学会参加申込」とご記載ください
（2）本文：氏名、性別、年齢、連絡先の電話番号及びＥメールアドレス、
　　　　　簡単なプロフィール（医歴、研修医、医学生など）、懇親会参加の有無
（3）送付先：kfj@mz.pref.chiba.lg.jp
　　※お問合せ先：千葉県健康福祉部健康福祉政策課人事班・芝原直樹（電話）043-223-2605（直通）
　　　企画・運営：千葉県健康福祉部医療整備課・吉村健佑（平成19年卒）

写真　キュリー博物館正面

欧
州
医
学
史
巡
り

10/26
開催
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令和元年度　千葉大学医師会　日本医師会認定産業医研修会
基礎（後期・実地）・生涯（更新・実地）開催のご案内

　標記研修会を下記の通り開催いたしますので、ご参加くださいますようご案内申し上げます。
　なお、本研修会は、日本医師会認定産業医制度における認定産業医になるための研修及び更新を希望する医師
の研修です。

１．主　　催：千葉大学医師会
２．日　　時：令和元年11月13日（水）18時～20時
３．場　　所：千葉大学医学部ゐのはな同窓会館　ホール
　　　　　　　千葉市中央区亥鼻１－８－１
　　　　　　　千葉大学亥鼻キャンパス内
　　　　　　　※ご来場の際は公共の交通機関をご利用願います
４．定　　員：50名
５．受 講 料：千葉大学医師会員　無料
　　　　　　　非会員：2,000円（当日、現金にてお支払ください）
６．申込方法：受講希望者は
　　　　　　　①氏名（フリガナ）
　　　　　　　②所属医療機関名
　　　　　　　③医籍登録番号
　　　　　　　④連絡先住所（ご自宅又は勤務先）
　　　　　　　⑤連絡先TEL、FAX又はe-mail
　　　　　　　⑥基礎研修・生涯研修　該当される方をご記入ください
　　　　　　　以上を明記の上、メールまたはFAXにて下記宛に10月24日（木）までにお申込みください。
　　＊定員に達しない場合は上記期日以降も受付致しますので先ずは下記までお問合せください

　　※定員になり次第締め切ります。
　　※ 受講票は発行しませんが、申込み受付後、⑤の連絡先（FAX又はe-mail）宛に確認のご連絡をいたします。
　　※受講シールは当日研修会終了後に手交いたします。
７．研修内容：基礎（後期　１単位・実地　１単位）又は生涯（更新　１単位・実地　１単位）　 申請中

　※生涯教育講座のカリキュラムコード：６．医療制度と法律　１単位、11．予防と保健　１単位が取得可能

問合せ：千葉大学医師会　事務局　
　　　　　TEL：043－202－3755　　
　　　　　FAX：043－202－3757　　
　　　　　e-mail：ishikai@c-med.org　

　「最近の労働衛生行政について」「作業環境測定実習」
千葉大学大学院医学研究院　環境労働衛生学　教授　諏訪園　　　靖
　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　講師　能　川　和　浩
　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　助教　渡　邉　由芙香

　千葉大学医師会　事務局
　　　　　　　　　〒260-8670　千葉市中央区亥鼻１－８－１　千葉大学医学部内
　　　　　　　　　Fax：043－202－3757　　e-mail：ishikai@c-med.org

研修会場：ゐのはな同窓会館

医療従事者向け生命保険・損害保険のご用命は・・・
千葉大学ゐのはな同窓会「会員総合補償制度」担当

PIONEER 株式会社パイオニア
営業時間
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３
平
成
30
年
度
決
算
に
つ
い
て

①
決
算
報
告

　

幡
野
雅
彦
理
事
よ
り
、
収
入

に
つ
い
て
は
、
会
費
収
入
等
は

ほ
ぼ
予
算
ど
お
り
で
あ
る
が
、

卒
後
50
周
年
基
金
に
昭
和
43
年

卒
業
の
ク
ラ
ス
よ
り
３
５
０
万

円
の
寄
附
が
あ
っ
た
こ
と
、
支

出
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
例
年
通

り
の
執
行
で
あ
る
が
、
亥
鼻
祭

へ
の
支
援
、
予
備
費
よ
り
ゐ
の

は
な
同
窓
会
館
追
加
工
事
費
用
、

国
際
医
療
福
祉
大
学
教
授
就
任

祝
賀
会
の
共
催
費
用
を
支
出
し
、

卒
後
50
周
年
基
金
を
積
立
て
た

事
が
報
告
さ
れ
た
。
以
上
の
報

告
に
よ
り
平
成
30
年
度
の
決
算

報
告
が
承
認
さ
れ
た
。

②
監
査
報
告

　

秋
葉
哲
生
会
計
監
事
、
岩
倉

弘
毅
会
計
監
事
よ
り
、
監
査
報

告
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
決

算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

４
令
和
元
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て

　

白
澤
理
事
よ
り
、
会
報
発
行
、

各
地
域
ゐ
の
は
な
会
へ
の
支
援
、

各
地
域
ゐ
の
は
な
会
（
会
員
）・

本
部
間
の
交
流
、
研
究
・
教
育

助
成
、
Ｉ
Ｔ
広
報
関
連
事
業
、

メ
モ
リ
ア
ル
事
業
、
同
窓
会
員

組
織
の
充
実
、
同
窓
サ
ポ
ー
ト
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
事
業
計

画
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
承

認
さ
れ
た
。

し
て
お
り
、
吉
川
副
会
長
よ
り

近
日
中
に
第
１
回
委
員
会
を
開

催
す
る
準
備
中
で
あ
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

９
そ
の
他

・
大
学
の
行
事
予
定
を
会
報
に

掲
載
希
望
。

・
ゐ
の
は
な
同
窓
会
会
務
分
担

に
つ
い
て
、
対
外
的
な
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
把
握
で
き
る
担
当

理
事
の
事
業
部
、
厚
生
労
働
省

な
ど
行
政
、
医
師
会
に
属
す
る

担
当
理
事
の
事
業
部
な
ど
作
業

を
整
理
し
て
見
直
し
、
理
事
会

に
提
案
や
報
告
が
で
き
る
よ
う

な
分
担
案
を
今
後
検
討
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
の
提
案
。

・
評
議
員
に
つ
い
て
は
、
評
議

員
会
担
当
理
事
を
作
り
同
窓
会

か
ら
の
情
報
発
信
を
す
る
よ
う

進
め
て
は
と
の
意
見
。

・
評
議
員
を
通
じ
て
、
平
成
卒

の
会
員
な
ど
と
の
連
携
を
希
望
。

・
同
窓
会
に
入
会
し
て
の
メ
リ
ッ

ト
を
考
案
。
例
え
ば
、
中
堅
、

若
手
へ
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
。
若

手
に
対
す
る
投
資
、
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
。
学
術
・
医
療
上
、
多

大
な
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
会
員

へ
の
支
援
な
ど
。

・
同
窓
会
で
は
世
代
間
の
交
流

が
で
き
る
事
が
メ
リ
ッ
ト
。

設
準
備
金
（
基
金
よ
り
取
崩
し
）

は
数
年
の
利
用
が
な
い
た
め
計

上
せ
ず
、
支
出
は
、
郵
便
振
替

手
数
料
の
値
上
げ
に
よ
り
振
替

手
数
料
を
増
額
、
留
学
生
交
流

支
援
費
は
数
年
の
利
用
が
な
い

た
め
計
上
せ
ず
、
同
窓
サ
ポ
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
パ
ネ
ル
の

設
置
代
が
不
要
の
た
め
減
額
し

た
事
な
ど
が
説
明
さ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。

６
ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
選
考
結
果

　

白
澤
理
事
よ
り
、
資
料
に
基

づ
き
、
功
労
賞
の
候
補
者
１
名

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
推
挙

さ
れ
た
候
補
者
に
つ
い
て
選
考

委
員
会
に
て
検
討
し
た
結
果
、

齋
藤
康
氏
（
新
潟
大
・
昭
43
）

が
推
薦
さ
れ
た
旨
の
報
告
が
あ

り
、
承
認
さ
れ
た
。

７
総
会
議
題
等
に
つ
い
て

　

秋
葉
哲
生
会
計
監
事
、
黒
木

春
郎
理
事
よ
り
資
料
に
基
づ
き
、

総
会
は
令
和
元
年
６
月
８
日

（
土
）
15
時
20
分
か
ら
千
葉
大

学
医
学
部
附
属
病
院
ガ
ー
ネ
ッ

ト
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
講
演

は
「
若
手
育
成
の
取
組
の
実
績

と
今
後
」、「
千
葉
で
開
催
！
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
医
療
か
ら
支
え
る
」
と
し

て
、
ま
た
、
特
別
講
演
を
生
坂

政
臣
氏
に
依
頼
、
懇
親
会
は
18

時
か
ら
開
催
す
る
等
の
説
明
が

あ
っ
た
。

８
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
に
つ
い
て

　

白
澤
理
事
よ
り
、
メ
モ
リ
ア

ル
事
業
委
員
会
の
開
催
を
予
定

３
平
成
30
年
度
決
算

①
決
算
報
告

　

幡
野
雅
彦
理
事
よ
り
、
資
料

に
基
づ
き
、
収
入
に
つ
い
て
は
、

会
費
等
は
２
月
ま
で
未
納
の
会

員
に
は
、
督
促
状
に
て
納
入
を

促
し
た
こ
と
、
平
成
31
年
度
入

学
生
の
会
費
・
入
会
金
も
含
ま

れ
る
こ
と
、
卒
後
50
周
年
記
念

基
金
と
し
て
昭
和
43
年
卒
か
ら

寄
附
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
た
。
支
出
に
つ
い
て

は
、
ほ
ぼ
例
年
並
み
で
あ
る
が

亥
鼻
祭
へ
の
支
援
、
支
部
活
性

化
の
た
め
各
支
部
へ
の
助
成
を

増
額
し
た
こ
と
、
予
備
費
よ
り

ゐ
の
は
な
同
窓
会
館
追
加
工
事

費
用
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
教

授
就
任
祝
賀
会
の
共
催
費
用
を

支
出
し
た
こ
と
、
卒
後
50
周
年

の
寄
附
を
基
金
と
し
て
積
立
て

た
事
が
説
明
さ
れ
い
ず
れ
も
承

認
さ
れ
た
。

②
会
計
監
査

　

秋
葉
哲
生
会
計
監
事
よ
り
、

平
成
30
年
度
の
監
査
結
果
に
つ

い
て
会
計
処
理
が
適
正
で
あ
る

旨
、
資
料
に
基
づ
き
報
告
さ
れ

た
。

４
令
和
元
年
度
事
業
計
画

　

白
澤
理
事
よ
り
資
料
に
基
づ

き
、
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
正
式
名
称
と
し

て
了
承
さ
れ
た
。

５
令
和
元
年
度
予
算
案

　

幡
野
理
事
よ
り
資
料
に
基
づ

き
、
収
入
は
、
会
費
等
の
収
入

を
実
績
に
合
わ
せ
減
額
し
、
建

２
そ
の
他

　

鈴
木
信
夫
副
会
長
よ
り
オ
ン

ラ
イ
ン
会
報
に
、
以
前
に
掲
載

し
た
も
の
で
更
新
希
望
が
あ
れ

ば
申
し
出
て
欲
し
い
と
の
説
明

が
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
報
内

の
情
報
や
内
容
の
整
理
に
つ
い

て
は
、
検
討
中
で
あ
る
事
が
述

べ
ら
れ
た
。

２
．
協
議
事
項

１
名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　

白
澤
浩
理
事
よ
り
、
資
料
に

基
づ
き
説
明
が
あ
り
、
名
誉
会

員
推
薦
に
関
す
る
内
規
に
則
り
、

近
畿
ゐ
の
は
な
会
よ
り
石
川
正

士
氏
、
千
葉
県
ゐ
の
は
な
会
よ

り
浅
野
尚
氏
、
静
岡
ゐ
の
は
な

会
よ
り
忍
頂
寺
紀
彰
氏
、
大
学

ゐ
の
は
な
会
よ
り
織
田
成
人
氏

の
４
名
を
候
補
者
と
し
て
総
会

に
諮
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

２
令
和
元
年
度
役
員
に
つ
い
て

　

白
澤
理
事
よ
り
、
資
料
に
基

づ
き
、
令
和
元
年
度
の
新
理
事

（
理
事
会
に
て
承
認
済
み
）、
群

馬
ゐ
の
は
な
会
鈴
木
守
氏
、
信

州
ゐ
の
は
な
会
小
林
敏
生
氏
、

静
岡
ゐ
の
は
な
会
宮
本
恒
彦
氏
、

大
学
ゐ
の
は
な
会
安
西
尚
彦
氏

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
総
会

に
て
追
認
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
、
地
区
ゐ
の
は
な
会
、
会
務

分
担
、
評
議
員
に
つ
い
て
も
説

明
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

日　

時
：
平
成
31
年
４
月
17
日

　
　
　
　
（
水
）　

18
時
よ
り

場　

所
： 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
東
京

出
席
者
：

　

済わ
た

陽よ
う

高た
か

穂ほ

（
会
長
）

　

鈴
木
信
夫
（
副
会
長
）

　

吉
川
広
和
（
副
会
長
）

　

吉
原
俊
雄
（
副
会
長
）

　

秋
葉
哲
生
（
会
計
監
事
）

　

大
井
利
夫
（
参
与
）

　

税
所
宏
光
（
参
与
）

　

青
木　

謹　
　

安
西
尚
彦

　

上
田
真
喜
子　

岡
本
和
久

　

小
野
田
昌
一　

黒
木
春
郎

　

白
澤　

浩　
　

鈴
木　

守

　

諏
訪
敏
一　
　

諏
訪
園
靖

　

十
川
康
弘　
　

中
村
眞
人

　

幡
野
雅
彦　
　

花
輪
孝
雄

　

林
田
和
也　
　

星
野　

聡

　

宮
本
恒
彦　
　

横
須
賀
忠

 

（
敬
称
略
）

　

済
陽
高
穂
会
長
の
挨
拶
の
後
、

同
会
長
が
座
長
と
な
り
議
事
が

進
め
ら
れ
た
。

議
題

１
．
報
告
事
項

１
広
報
編
集
関
係

　

白
澤
浩
理
事
よ
り
、
ゐ
の
は

な
同
窓
会
報
１
８
１
号
は
令
和

元
年
５
月
10
日
発
行
予
定
で
あ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

日　

時
：
令
和
元
年
６
月
８
日

　
　
　
　

 （
土
）　

15
時
20
分
よ

り

場　

所
： 

千
葉
大
学
病
院
ガ
ー

ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル

出
席
者
：
61
名

委
任
状
：
５
９
０
名

　

中
村
眞
人
理
事
の
司
会
に
よ

り
開
会
と
な
り
、
ま
ず
物
故
者

64
名
に
黙
祷
を
捧
げ
た
。
済わ
た

陽よ
う

高た
か

穂ほ

会
長
の
挨
拶
の
後
、
同
会

長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
議
事
が

進
め
ら
れ
た
。

議
事

１
名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　

白
澤
浩
理
事
よ
り
、
内
規
に

基
づ
き
推
挙
さ
れ
た
４
名
の
名

誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。（
６

面
に
掲
載
）

２
年
次
活
動
に
つ
い
て
（
報
告

事
項
）

①
庶
務
部
報
告

　

白
澤
理
事
よ
り
、
平
成
30
年

度
の
各
会
議
開
催
や
各
支
部
と

の
交
流
等
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

た
。

②
事
業
部
報
告

　

同
理
事
よ
り
、
同
窓
会
賞
の

授
与
、
同
窓
会
報
の
発
行
、
同

窓
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

メ
モ
リ
ア
ル
事
業
、
卒
後
50
周

年
基
金
等
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

た
。

ゐ の は な 同 窓 会 報

令
和
元
年
度　

第
１
回
理
事
会
議
事
要
旨
抜
粋

令
和
元
年
度　

ゐ
の
は
な
同
窓
会
総
会
議
事
要
旨
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演
が
行
わ
れ
た
。

　
「
千
葉
で
開
催
！
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
医
療

か
ら
支
え
る
」

　

座
長
織
田
成
人
理
事
の
紹
介

に
よ
り
、
山
口
智
志
氏
に
よ
る

「
ス
ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ
ク
ス
セ
ン

タ
ー
：
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
全

て
の
人
の
安
全
、
安
心
の
た
め

に
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ

た
。

特
別
講
演

　

座
長
織
田
成
人
理
事
の
紹
介

に
よ
り
、
生
坂
政
臣
氏
に
よ
る

「
誤
診
学
の
ス
ス
メ

－
外
国
人

編

－

」
と
題
し
た
、
特
別
講

演
が
行
わ
れ
た
。

懇
親
会

　

吉
村
健
佑
氏
の
司
会
に
よ
り

開
会
さ
れ
、
済
陽
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
乾
杯
の
ご
発
声
、
新

名
誉
会
員
等
か
ら
ご
挨
拶
を
頂

き
、
歓
談
の
時
を
過
ご
し
閉
会

と
な
っ
た
。

明
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

７
そ
の
他

　

吉
川
廣
和
副
会
長
・
メ
モ
リ

ア
ル
事
業
委
員
会
委
員
長
よ
り
、

５
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１

回
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
委
員
会
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
同
窓
会

館
に
併
設
し
た
メ
モ
リ
ア
ル

ウ
ォ
ー
ル
建
設
案
等
が
あ
っ
た

が
、
資
金
計
画
の
問
題
な
ど
あ

り
進
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
委
員
会
を
設
置
し
検
討
す

る
事
と
し
た
。
目
的
、
規
模
、

理
念
を
明
確
に
し
、
寄
附
、
募

金
の
専
門
家
の
意
見
を
参
考
に

す
る
な
ど
新
研
究
棟
移
転
に
伴

う
貴
重
な
財
産
の
保
管
場
所
確

保
、
千
葉
市
民
と
医
学
部
と
の

交
流
な
ど
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
、
医
学
部
１
５
０
周

年
を
区
切
り
と
し
て
活
動
予
定

で
あ
る
事
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

　

秋
葉
哲
生
理
事
の
辞
に
よ
り

閉
会
と
な
っ
た
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
賞
伝
達
式

　

白
澤
理
事
の
司
会
に
よ
り
、

功
労
賞
受
賞
者
齋
藤
康
氏
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
済
陽
会
長
よ

り
表
彰
盾
と
副
賞
が
授
与
さ
れ

た
。

ゐ
の
は
な
同
窓
会
受
賞
者
挨
拶

　

功
労
賞
受
賞
者
齋
藤
康
氏
が

挨
拶
さ
れ
た
。

講
演

　
「
若
手
育
成
の
取
組
の
実
績

と
今
後
」

　

座
長
加
藤
直
也
氏
の
紹
介
に

よ
り
、
吉
村
健
佑
氏
に
よ
る
講

５
令
和
元
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

　

幡
野
理
事
よ
り
、
収
入
に
つ

い
て
は
、
ほ
ぼ
前
年
ど
お
り
で

あ
る
が
、
建
設
準
備
金
は
数
年

使
用
が
な
い
た
め
計
上
せ
ず
、

支
出
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
前
年

と
同
じ
で
あ
る
が
、
郵
便
振
替

手
数
料
値
上
が
り
の
た
め
会
費

収
納
費
を
増
額
し
、
留
学
生
交

流
支
援
費
は
数
年
使
用
が
な
い

た
め
計
上
せ
ず
、
同
窓
サ
ポ
ー

ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
は
パ

ネ
ル
設
置
費
用
が
な
い
た
め
減

額
し
た
事
な
ど
が
説
明
さ
れ
、

令
和
元
年
度
の
予
算
が
承
認
さ

れ
た
。

６
役
員
の
選
出
に
つ
い
て

　

白
澤
理
事
よ
り
現
役
員
の
任

期
（
２
年
）
満
了
に
伴
う
役
員

の
選
出
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。

①
会
長
・
副
会
長
・
会
計
監

事
・
参
与

　

会
長
、
副
会
長
、
参
与
、
会

計
監
事
の
役
員
再
任
が
承
認
さ

れ
た
。

②
理
事

　

各
地
区
ゐ
の
は
な
会
よ
り
新

た
に
選
出
さ
れ
た
理
事

　

鈴
木　

守
氏　

小
林
敏
生
氏

　

宮
本
恒
彦
氏　

安
西
尚
彦
氏

４
名
が
承
認
さ
れ
た
。

③
評
議
員　

　

新
正
会
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令和元年度予算

収入の部 款　項　目 予算額（円）
会　費　等 19,900,000
事 業 収 入（註１） 6,500,000
他会計より受入 10,000
寄　付　金 500,000
基金より取崩し（註２） 0
雑　収　入 18,000
（当期収入計） 26,928,000
前年度繰越金受入 7,128,717

収入合計  34,056,717

支出の部 款項目（節） 予算額（円）
総　務　費（註３） 13,200,000
事　業　費（註４） 16,060,000
事 業 税 等 1,400,000
予　備　費 3,296,717
積　立　金 100,000
次期繰越金

支出合計 34,056,717

平成30年度決算報告

収入の部 款　項　目 予算額（円） 決算額（円） 対予算額（円）
会　費　等 20,050,000 18,950,000 －1,100,000
事 業 収 入（註１） 6,500,000 6,810,738 310,738
他会計より受入 20,000 1,440 －18,560
寄　付　金 700,000 3,930,000 3,230,000
基金より取崩し（註２） 3,000,000 0 －3,000,000
雑　収　入 20,000 12,017 －7,983
前年度繰越金受入 10,357,426 10,357,426

収入合計 40,647,426 40,061,621 －585,805

支出の部 款項目（節） 予算額（円） 決算額（円） 対予算額（円）
総　務　費（註３） 13,100,000 10,668,222 －2,431,778
事　業　費（註４） 19,560,000 16,512,482 －3,047,518
事 業 税 等 1,400,000 1,352,200 －47,800
予　備　費 6,487,426 3,800,000 －2,687,426
積　立　金 100,000 3,600,000 3,500,000
次期繰越金 4,128,717 4,128,717

支出合計 40,647,426 40,061,621 －585,805

註１～４：収入、支出の主要細目等

款　項　目 令和元年度予算 30年度予算
収入の部 （註１） 事業収入 会員総合補償制度集金事務費 6,500,000 6,500,000

（註２） 基金より取り崩し 同窓会基金より同窓会館関連施設建設準備金に充当 0 3,000,000

支出の部 （註３） 総務費 会議費 3,500,000 3,500,000
人件費 7,000,000 7,000,000
その他 2,700,000 2,600,000

（註４） 事業費 会報・会誌 5,400,000 5,350,000
学事奨励　・ゐのはな賞 550,000 550,000
　　　　　・ゐのはな美術展 200,000 200,000
　　　　　・猪之鼻奨学会 400,000 400,000
各種助成　・附属図書館 800,000 800,000
　　　　　・白衣式 700,000 700,000
　　　　　・国際交流支援 100,000 100,000
　　　　　・ちばBCRC支援 240,000 240,000
　　　　　・留学生 0 100,000
　　　　　・白菊会 200,000 200,000
　　　　　・支部 4,100,000 4,100,000
　　　　　・同窓サポートプロジェクト 1,500,000 1,950,000
　　　　　・IT関連事業費 1,200,000 1,200,000
同窓会館建設費等 0 3,000,000
その他 670,000 670,000
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オンライン会報案内
http://www.inohana.jp/online/index.html

オンライン会報　総合目次

オンライン会報　総合索引

＊�本ページの動画はmp4形式です。ご覧になれない場合は、�mp4対応のプレーヤーを
インストールしてください。
＊�古い動画コンテンツの中には僅かですが専用の再生ソフトが必要なものがあります。

◦病院紹介
◦求人・求職
◦同窓会員経営の病院・医院・診療所の紹介
◦生涯学習講座
◦インタビュー
◦国際交流
◦都道府県医師対策

　◦オンライン書庫
　◦同窓会
　◦クラス会・他大学等
　◦キャンパス便り
　◦福祉関連情報
　◦「ほっとひといき」ちば通信（千葉日報）
　◦協賛企業からのお知らせ

◦氏名 　◦病院・医院・診療所

  オンライン会報用 
QRコード®

オンライン会報　編集担当交代のご挨拶
千葉大学大学院医学研究院薬理学　安　西　尚　彦（平２）　

　この度、令和元年８月より、前任の鈴木信夫名誉教授よりご依頼を頂き、オンライン会報編集担当を務め
ることとなりました、千葉大学大学院医学研究院薬理学の安西でございます。６月の令和元年度ゐのはな同
窓会総会にて同窓会役員（理事）を拝命しましたのに続き、大役をお引き受けすることとなり、身の引き締
まる思いでございます。

　オンライン会報は、従来の活字版会報を補充する動画記録主体の会報であります。平成19（2007）年５月
に鈴木信夫先生が創設され、以来12年に渡り、同窓会員へのインタビュー、病院紹介、同窓会員経営の病院・
医院・診療所の紹介、生涯学習講座などの300にも及ぶ数の番組を掲載しております。創設時は毎月200数十
件であったアクセスも、５年後の平成24年には1,000数百件と増大し、今に至っております。
　既に10年以上の歴史を持つインターネットサイトとなったオンライン会報ですが、この間にも我々を取り
巻く環境、特にデジタル環境は大きく変わりました。私がAppleの iPhone 4 を手に取ったのは2011年１月で
すが、最初はガラケーとの併用でインターネットサイトを見るものでしたが、今ではガラケーを持っている
だけで珍しがられ、年齢が下がれば下がるほどスマホ（スマートホン）利用が高率となり、4Gあるいは 5G
導入により誰でもどこでも動画が楽しめる時代となりました。FacebookやTwitter、LINE、さらに最近では
InstagramというSNSが世界的に広まり、その利用者間における迅速な情報共有が可能となったことで、イン
ターネットサイトの役割も次第に変りつつある状況です。

　多くの学会が会員減に悩み、経費削減の手段の一つとして、学会誌のpdf化が進められ、印刷媒体による
情報交換の役割が縮小しつつある中、それは動画サイトにも及びつつあり、特別な再生ソフトやプレーヤー
を必要としないYouTubeを主体としてスマホ利用者が簡単に利用できる動画へと移行してきております。
　オンライン会報ではこれまで通り、「医学・医療の原点を伝える」という鈴木信夫先生の方針を堅持し、
同窓会や学年別クラス会、亥鼻祭の模様などゐのはな同窓会活動を始め、キャンパス便り、クラス会・他大
学等、病院紹介などを引き続き掲載し、時事刻々と変わる亥鼻キャンパスの状況を動画配信して行きたいと
思います。

　それと同時に、年々若い世代の同窓会費納入率が減っている現状を踏まえ、ゐのはな同窓会のSNS（Facebook、
Twitter等）を開設し、さらにリアルタイムでの情報発信に努めるとともに、動画の配信に関しましても、
SNS利用者を意識しYouTubeなどの利用も導入して、活動範囲の広がって行く同窓会員のdiversityに対応で
きるオンライン会報にウイングを広げて行きたいと思います。

　当然これらのことは私一人で実現することは出来ません。ゐのはな同窓会職員の方々は勿論、同窓会員の
中でも、特に若い世代の方々に力と知恵を貸して頂きたく、以前一度組織化された「オンライン会報編集委
員会」を再編成することも視野に入れ、体制づくりも目指して行きたいと思います。

　引き続き今後ともよろしくご指導のほど、お願い申し上げます。
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　令和元年６月８日（土）に開催されたゐのはな同窓会総会等、更新された動画をご紹介いたします。

■同窓会

■生涯学習講座

■インタビュー

令和元年度　ゐのはな同窓会総会
令和元年６月８日（土）15時20分～
於　千葉大学医学部附属病院　ガーネットホール
［2019.�7.�26掲載］

若手育成の取組の実績と今後
・次世代リーダー育成海外留学支援� 　
・育星塾� 　
・千葉県地域枠の現状と千葉大学に期待する�
　地域医療の役割
令和元年度　ゐのはな同窓会総会（2019.�6.�8）における講演
［2019.�7.�26掲載］

ゐのはな同窓会長
済陽　高穂

吉村　健佑
千葉ゐのはな会・東京ゐのはな会　理事
千葉大学医学部附属病院　特任講師

第24回ゐのはな同窓会賞　功労賞
齋藤　康（千葉大学名誉教授）

ハーバード大学留学生

医療を通じてチバを盛り上げる！
三田　恭義
（松戸市立総合医療センター耳鼻いん
こう科　医長）
令和元年度
千葉県ゐのはな会総会
（2019.�6.�8）における講演
［2019.�7.�26掲載］

誤診学のススメ���～外国人患者編～
生坂　政臣
（千葉大学医学部附属病院���総合診療
科長）
令和元年度ゐのはな同窓会総会
（2019.�6.�8）における講演
［2019.�7.�26掲載］

スポーツに関わる全ての人の安全、安心
のために
山口　智志
（千葉大学国際教養学部　准教授）
令和元年度ゐのはな同窓会総会
（2019.�6.�8）における講演
［2019.�7.�26掲載］

平野　綏（やすし）（写真右）茨城大学名誉教授
聞き手　杉田　克生（写真左）前千葉大学教授
・明治政府の医学教育�
・近代医学教育の地方管理から、政府直接�
　管理への転換
［2019.�4.�24掲載］

明治政府の医学教育
－千葉大学医学部発展の時代背
景－

メモリアル事業についてのアンケート　ご協力のお願い

ゐのはな同窓会会員の皆様へ
　日頃よりゐのはな同窓会へのご理解をいただき、ありがとうございます。本会報一面でお知らせしております
ように、ゐのはな同窓会では千葉大学医学部に関わるメモリアル事業案を検討中です。つきましては、同封のア
ンケート用紙にご記入いただき、率直なご意見・ご要望をお聞かせください。
主なアンケート項目
Q１　 新棟移転にあたり、現医学部本館（旧病院）で保存して欲しいとお考えのものについ

て、優先順位をつけて下さい。
Q２　 旧病院自体の保存が難しい場合、メモリアルとして残して欲しいとお考えのものにつ

いて、優先順位をつけて下さい。
Q３　 大学の歴史的物品（レガシー）を保存・展示するとしたら、場所はどこが良いとお

考えですか？ 優先順位をつけて下さい。
Q４　メモリアル事業として行って欲しい企画案等がありましたら、お知らせ下さい。

インターネット回答用
QRコード
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千葉医学95巻３号　2019年６月
最終講義
　倦まず弛まず小児外科医の道 　吉田英生
　肝炎の診療と研究　－40年をふりかえって－ 　今関文夫
総　　説
　千葉大学のドイツ・ベルリン拠点形成
　　－2018年までの取り組みと今後の計画－
 　柏原　誠　中岡宏子　戸髙恵美子　川波亜紀子
 　志賀里美　森　千里
原　　著
　当科における異所性妊娠に対するメソトレキサート療法の検討
 　高橋諭慎　西脇哲二　大見健二　奥谷理恵　佐藤明日香
 　羽生裕二　松本玲子　岩崎秀昭　碓井宏和
学　　会
　第1382回千葉医学会例会・平成30年度内分泌代謝・
　　血液・老年内科学例会
　第1399回千葉医学会例会・第52回麻酔科例会・第80回千葉麻酔懇話会
編集後記 　生水真紀夫
Chiba�Medical�Journal
Original�Article
　Effectiveness of self-directed cardiopulmonary resuscitation learning in 
　　lay rescuers: infant basic life support study
 Naoki Shimizu, Takanari Ikeyama
 Masahiko Nitta, and Kunio Ohta
　Direct medial approach for primary total knee arthroplasty: 
　　preliminary results of a novel surgical technique
 　Junichi Nakamura, Koh Shimizu, Toru Suguro, Shigeo Hagiwara
 Sumihisa Orita, Tsutomu Akazawa, Takayuki Nakajima
 Yawara Eguchi, Kazuhide Inage, Yasuhiro Shiga, and 
 Seiji Ohtori
Short�Communication
　Helpful techniques for usage of catheter introducers （catheter inserters）: 
　　processing using microguidewire introducers or microguidewire shaper
 　Yousuke Watanabe, Akihiko Adachi, and Yasuo Iwadate

千葉医学95巻４号　2019年８月
最終講義

　ヒトの健康を，人類進化を考慮した遺伝的要因，

　　社会的要因から考える 　羽田　明

　頭頸部の免疫・アレルギー

　　～臨床試験を振り返って～ 　岡本美孝

　症例から学ぶ救急集中治療医学 　織田成人

症　　例

　腹腔鏡下に安全に摘出しえた遺残ガーゼ腫瘤の 1例

 　中田泰幸　清水善明　近藤英介　西谷　慶　伊藤勝彦

 　横山航也　清水公男　石井隆之

学　　会

　第1381回千葉医学会例会・第18回呼吸器内科例会

　　（第32回呼吸器内科同門会）

　第1392回千葉医学会例会・第36回千葉精神科集談会

編集後記 　亀井克彦

Chiba�Medical�Journal

Original�Article

　Risks attending the use of hypotonic solution in the 
　　pediatric intensive care unit
 　Naoki Shimizu, Bakhtiyar F. Zeynalov, and 
 　Nao Nishimura
Chiba�Medical�Society�Award�Review

　Development of noninvasive diagnosis of cardiovascular 
　　diseases and education of cardiac imaging technology
 　Hiroyuki Takaoka
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亥
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現
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総
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櫻
樹
六
拾
五

株   

楓
樹
六
拾
五
株　

明
治
四
十
四
年
三
月
植

之
」
と
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
１
０
８
年
前

の
１
９
１
１
年
に
、
千
葉
医
学
専
門
学
校
初
代
校

長　

長
尾
精
一
と
二
代
校
長　

荻
生
録
造
の
功
績

を
讃
え
て
植
樹
を
行
な
っ
た
際
の
紀
念
碑
と
思
わ

れ
ま
す
。
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
豊
か
な
緑
も
、

ほ
と
ん
ど
が
人
々
の
営
々
と
し
た
植
樹
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

写
真
か
ら
解
る
様
に
、
実
は
、
移
設
前
は
下
三

分
の
一
が
土
に
埋
も
れ
て
お
り
ま
し
た
。
１
０
０

年
余
り
の
時
の
流
れ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
場
所

は
、
看
護
学
部
の
玄
関
付
近
（
当
時
の
県
立
千
葉

病
院
正
門
付
近
）
で
、
今
回
、
バ
ス
通
り
か
ら
看

護
学
部
寄
り
に
数
メ
ー
ト
ル
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
周
囲
は
未
整
備
で
す
が
、
工
事
完
了
の
あ

か
つ
き
に
は
、
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
是
非

お
立
ち
お
寄
り
く
だ
さ
い
。
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